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　異世界転生







　何という名前だっけ──？

　前方を歩く制服姿の少女の後ろ姿を見ながら、神かみ吞のめ黒くろ都とはそんなことを考えていた。

　桜舞まう四月七日。

　その日は、都立総格高校の入学式だった。

　広い体育館で、校長と保護者代表の挨あい拶さつがあり、その後クラスに移動して自己紹しよう介かい。

　皆みなが自分なりに自分を語り、体よく担任教師が締しめ括くくって、規定の日程が終わった。

　全員の顔と名前はまだ覚えていないが、前を歩く少女のことは印象に残っている。

（何かこう、和風で珍めずらしい苗みよう字じだったはず……あ、そうだ──）

　と、黒都が彼女の名を思い出した時、突とつ然ぜん頭上で何か軋きしむような重低音が響ひびいた。

　──ギイィィィン──

「……何だ？」

　見上げれば──

　青空の彼方かなたに途と轍てつもなく巨きよ大だいな黒い球体が浮うかんでいた。

　黒都は茫ぼう然ぜんと目を見開く。

「──な、何だっていうんだ……？」

　何ら前兆のない、あまりにも突然の出現だった。

　雲でもなければ航空機でも、ましてや異常気象でもない、理解不能の謎なぞの現象。

　枝分かれする稲いな妻ずまを天空に張はり巡めぐらせて、暗黒の球体は重低音と共に膨ぼう張ちようしている。

（やばいな──理由は分からないけど）

　黒都は本能で理解した。墨ぼく汁じゆうを零こぼしたように拡大し続ける禍まが々まがしい黒球──その奥から何か危険な気配が迫せまり来るのを。

　その感覚は周辺の者にも伝わっていたらしい。

「……きゃああぁぁーっ！」

　やがて一人の女性が弾はじかれたように絶ぜつ叫きよう。それを契けい機きに通行人たちが一いつ斉せいに駆かけ出し、黒都も当然逃にげようとしたが──

　前方で、例の少女がうつ伏ぶせに倒たおれているのが目に入る。

　転んだ拍ひよう子しに足でも捻ひねったのだろう。立ち上がれない彼女に黒都は駆け寄って、

「──おい、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「あなたは……同じクラスの」

「神吞黒都。とにかく逃げよう！」

　黒都は少女に肩かたを貸して起こすと、早足で歩き始めた。

「神吞くん、あれ何なの？　どこかの国のミサイル？」

「……分からない」

　とにかく頭上の闇あん球きゆうは刻々と膨張を続けて、今や空一面を覆おおいつつある。

　と、不意に頭上の闇の奥から物もの凄すごい速度で何かが出現した。

　黒都は全身総毛立つ──ミサイルなどという生易しいものではない。

　それは、想像を絶する超ちよう巨きよ大だいな■■■■だった。

「──っ！」

　咄とつ嗟さに少女を抱だき寄せる。せめて最後の瞬しゆん間かん、怖こわいものを見なくて済むよう──

　直後にそれは墜つい落らくして、落下地点の中心にいた黒都は苦痛を感じる暇ひまもなく消しよう滅めつした。




　──そして世界は新たに生まれる。目覚めの刻ときを待ちながら──
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　──グオォォオン──

　遠くから獣けものの低い咆ほう吼こうが聞こえてきて我に返る。

　気づけば、薄うす暗ぐらい森の中を彷徨さまよっていた。

　身体からだの芯しんが燃えるように熱く、平へい衡こう感かん覚かくが乱れて頭痛もひどい。それを紛まぎらわすため、無目的に足を動かしていたらしい。

　頭が朦もう朧ろうとして思考力が働かないが、どうにか自分の名前だけは思い出せた。

「──クロト……」

　そう、自分はその名で呼ばれていたはずだ。他の記き憶おくは霞かすみがかかったように朧おぼろげ。

　クロトは立ち止まると、痛む頭を押さえて周辺を見回す。

「ここは……？」

　異様な森だった。

　頭上に鬱うつ蒼そうと茂しげる枝葉の天てん蓋がいが陽光の大半を遮さえぎり、まるで深い海の底にいるよう。

　自生植物の形状は、どれも奇き妙みようだ。

　金属的な鱗うろこで覆われた樹木や、身みの丈たけを超こえる長大な茸きのこ。緩かん慢まんに揺ゆれる筒つつ状じようの草。

　サボテンに似た刺とげだらけの植物などは淡あわいブルーに発光している。

　どう表現すべきか分からないが、空気もざらっとしており、今までと全く違ちがっていた。

「異世界──」

　頭に浮かんだ言葉を何気なく口にした直後、

「……異世界だって？」

　クロトは眉まゆを顰ひそめる。意図せず口を衝ついて出ただけの言葉が、驚おどろくほど耳に馴な染じんだ。奇妙なことながら、まさしく事態を説明する最適解に思える。

　ナメクジに似た平へい坦たんな生物が無音で浮ふ遊ゆうし、虹にじ色いろの光こう沢たくを帯びた半はん透とう明めいの蟹かにが朽くち木きの上を這はう様を見ながら、クロトは黙もつ考こうする。

　目の前で蠢うごめく生物群は完全に未知の生命体。地球上の生態系から逸いつ脱だつしすぎている。

　そう──ここは今までいた場所とは全く原理の違う、正しよう真しん正しよう銘めいの異世界なのだ。

「それ以外には……考えられない」

　間ま違ちがいないんだ、と自らに言い聞かせるようにクロトは呟つぶやく。

　あるいは他に原因でもあるのか？　自分でも首を傾かしげたくなるほどスムーズに現状を認識していた。

「だが、そもそも俺はどんな方法でここに──」

　と、何気なく手を見てクロトは気づく。

「……何だこれは？」

　クロトの手は、皮ひ膚ふにフィットする漆しつ黒こくの装そう甲こう服で覆われていた。

　よく見れば全身がその状態。

　刹せつ那な、クロトの記憶が僅わずかに復元する。

（！　思い出したぞ。俺はもともと日本にいた。中学を卒業して、高校に入学したちょうどその日に〈あれ〉に巻き込まれたんだ──）

　そう、自分は一度死んで再びここに来た。つまりは──《転生者》。

（だがそれだけじゃない。ここに来る前に、何かもう一つ重大なことが──）

「──うっ!?」

　その先を思い出そうとした瞬間、後頭部を鋭するどい痛みが貫つらぬく。

　見る間に記憶が曖あい昧まいにぼやけて雲うん散さん霧む消しようした。

（……何だっていうんだ──？）

　混乱と頭痛を堪たえつつ、異様な森を徘はい徊かいしていると、不意に何かが走る気配があった。

　音はこちらに近づいてくる。クロトが木こ陰かげに身を寄せて様子を窺うかがうと──

　駆けてきたのは、長い金きん髪ぱつの少女だった。

　澄すんだ翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼうに、気品のある顔立ち。

　少女から大人の女性に変わりゆく途と上じようの繊せん細さいな美び貌ぼう。

　木の枝に引っ掛かけたのか、身につけたチュニックワンピースは各所が破れている。

　靴くつも履はかずに森を駆けているから明らかにわけありだが、やっと人間に出会えたのだから一言だけでも話したい。

　うまくいけば森の出口を訊きき出せると思い、クロトは木陰を出て声をかけた。

「なあ」

「──きゃっ!?」

　驚いた少女が足元の木の根に躓つまずき、クロトに向かって倒れ込んでくる。

「キャアアアッ……！」

「──おっと」

　クロトは前に出て華きや奢しやな身体からだを受け止めたが、なぜか少女は絶望したように青ざめて、

「ぁ──……」

　そのままクロトの胸の中で力ちから尽つきたように失神してしまった。




　　　　◆　◆　◆




　浅あさ瀬せを流れる水音は異世界でも変わらない。

「……」

　そこは森の中を縫ぬうように流れる細い川──水質は綺き麗れいに澄んでいる。

　出会った直後に気絶した少女の手て脚あしが切り傷だらけだったため、消毒が必要だと思ったクロトは、水音をたよりにここまで運んだのだった。

　彼女は今、岸辺で仰ぎよう臥がして穏おだやかな寝ね息いきを立てている。

　そばに置いてある林りん檎ごに似た果実は、来る途と中ちゆうでクロトが見つけたものだ。

　食用かどうかは不明だが、果実の存在目的は獣の胃に収まって種子を遠くに運ぶことだから、毒ではないはず。何にせよ、少女が起きたら自分で判断するだろう。

「しかし……本当に何があったんだ？」

　水面に映る自分の顔を眺ながめてクロトは呟く。

　転生前は黒くろ髪かみ黒目だったが、今は色素が抜ぬけたような銀ぎん髪ぱつ赤目に変わっていた。

（余程の恐きよう怖ふを味わったってことか……？　それにこのスーツ──）

　皮膚にフィットする漆黒の装甲服は柔やわらかいようで硬かたく、材質も用よう途とも不明。

　着ちやく脱だつは可能だが、その前に着き替がえを調達する必要があるだろう。

　元の世界で着ていた制服はいつの間にか消えていた。

　転生前後の記憶が戻もどる気配はないが、早めに思い出さないとまずい。なぜかそれだけは明確に分かる──と、まだ痛む頭を押さえた直後、

「──ぅ……」

　岸辺の少女が目を覚ましてこちらを見た。

「おっ、起きたか」

　クロトの言葉に、一いつ瞬しゆんぎくっと少女は身を強こわ張ばらせる。何か確かめるように自分の身体に触ふれると、周囲を敏びん捷しように見回し、それから近くに置かれた果くだ物ものを見て目を丸くした。

　はあっと大きく息を吐はき出して少女は零こぼす。

「……君は追っ手ではなかったのか」

　言葉が通じる、とクロトは思う。転生時に言語を最適化する処理でも働いたようだ。

　と、不意に少女は服の内側から糸の付いた黒い小型の棒を取り出すと、摘つまんでぶら下げて、まじまじと見る。

　どうやら磁石らしきそれが回転するのを眺めながら、彼女は眉を寄せて独りごちた。

「ん……ヴァントワーヌよりかなり東寄りだ。だから奴やつらに見つからなかったのだな」

「？」

　よく分からないが、ひとまず情報収集できそうだと思ったクロトが近づいていくと、突とつ然ぜんきゅうっと少女のお腹が鳴った。

「……っ！」

　気品のある顔に赤みが差して、微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。

　翠玉の瞳ひとみがちらりと果物を見たので、クロトは教えた。

「洗ってあるぞ」

「そ、そうか……！　人の親切心を無む駄だにするわけにはいかないな。頂きます！」

　少女は林檎に似た果実を手に取った。

　最初は恥はずかしそうにしていたが、相当空腹だったようで、一口齧かじった途と端たん止まらなくなる。緑の瞳を輝かがやかせて、果か汁じゆうを零しながら夢中で果肉を頰ほお張ばり、瞬またたく間にたいらげた。

「はぁっ。美味おいしかった……！」

「よかったな。でも、もっと早く食べればよかったんじゃないか？　森の中に結構あったぞ。何も倒たおれるまで我が慢まんしなくても」

「べ、別に空腹で倒れたわけではない！　あの時は敵に捕つかまったと思って……」
















「敵？」

「食事どころではなかったのだ。まさか〈腐界〉にまで奴らが追ってくるとは思わなかったからな」

「……奴ら？」

　何のことだか分からず、クロトは少女をじっと見る。

　と、不意に彼女は自分の両りよう肩かたを恥ずかしそうに抱だくと、

「す、すまないが、あまり見ないでくれないか。君が悪人ではないのは分かるが、こんな格好では、流石さすがに……」

「──悪い！」

　クロトは横を向く。異世界に来た驚きで感覚が麻ま痺ひしていたが、少女の服は相当破れていて、肌はだの多くが露あらわだ。それを意識すると、小康状態だった頭痛が再び始まった。

「……そこに花が咲さいているだろう？」

　と、少女が唐とう突とつに妙みようなことを言い出す。

　不思議に思ったクロトが彼女に顔を向けると、

「だ、だから見るな！」

「いや、お前が自分で──。ん？」

　少女は川辺の草むらに人差し指を向けており、そこにユリに似た白い花が咲いていた。

　どこか誇ほこらしげな口調で彼女は言う。

「あの花と同じだ」

「え？」

「名前。ルティシア。花言葉は清純」

「……」

　反応に困ったクロトは頭を無造作に搔かいた。元の世界にいた時から花のことには疎うとい。

　少女──ルティシアは少し残念そうに息を吐き出して、

「〈腐界〉近辺にだけ咲く希少種だから、高額で売買されていたりもするのだが……やはり男性はこういうものに興味ないのだな。ともあれ礼を言うぞ、えっと──」

「俺はクロト」

「クロトか。響ひびきのいい名前だな。出身はやはりクヴァル公国か？」

「……クヴァル？」

　知らない固有名詞だったが、ひとまずクロトは事実を答える。

「そうじゃない。俺の出身は……日本だ」

「ニホン？　そんな国は訊いたことがないぞ？」

　案の定の反応をされたので逡しゆん巡じゆんしたが、クロトは言ってみる。

「……まあ当然かもな。日本はこことは違ちがう場所にある。具体的には……異世界だ」

　少女──ルティシアは少しの間、生き真ま面じ目めな顔で口を噤つぐんでいた。

　が、その後ぷっと噴ふき出して、

「あはは、面白いな！　クロトの国ではそういう冗じよう談だんが流行はやっているのか」

「……何となく、そんな反応をされる気がしたよ」

　自分でも理解不能の状じよう況きようを、今の時点で他人が分かる方が無茶というものだろう。

　自分は記き憶おく喪そう失しつだとクロトが告げると、そうだったのか、とルティシアは態度を一転、真面目なものに改める。

「笑ってすまなかった。きっと何か大きなショックを受けたのだろうな。異世界から来たというのも、それによる記き憶おくの混こん濁だくが原因だろう。気の毒に」

「いいさ」

「とはいえ──悪いが、わたしには何もしてやれない。ここから川に沿って南に進めば、〈腐界〉の森を抜けられる。町でいい医者に診みてもらうことだ」

　医者に診てもらう気はなかったが、助言としては妥だ当とうだと思い、クロトは頷うなずいた。

「何にせよ、クロトが運んでくれたおかげで追っ手を撒まけた。この恩は忘れない」

「なあ、俺にはまだよく状況が飲み込めないんだが──ルティシアは追われてるのか？」

「そうだ……。だが、これ以上は訊かないでほしい。その……巻き込みたくなくて」

　ルティシアは曖あい昧まいに言葉を濁にごして立ち上がる。もう出発するつもりらしい。

「そうだクロト。最後にこれを」

「ん？」

　不意にルティシアが小こ瓶びんを差し出してきたので、クロトは受け取る。

　瓶びんの中には小さな白い粒つぶが一つ入っていた。

「これは？」

「特製の痛み止めだ。自己治ち癒ゆ力を高めるものだから、頭痛も止む。飲むといい」

「何だ……。頭痛のこと気づいてたのか」

「当然だ。わたしの目は節穴ではないっ」

　少し得意げに声を弾はずませるルティシアに、クロトは淡あわい好感を覚える。

「でもいいのか？　最後の一つなら自分で……。お前の手脚だって切り傷だらけだぞ」

「こんなものは掠かすり傷だ！　それにわたしは受けた恩義は忘れない。ここで別れたら、たぶんもう会う機会はないだろうからな」

「いや、でも……」

「いいから！」

　ルティシアは薬くすり瓶びんを無理やりクロトに押しつけてくる。

　律りち儀ぎな少女だった。そして内心の焦あせりが如によ実じつに伝わってくる。

（もっと色々と情報収集したかったんだが──）

　そんなに急いでいるなら、とクロトが静かに息を吐いた時、背後で怒ど声せいが響いた。

「見つけたぞ、ルティシアァ！」

「──っ！」

　ルティシアの顔色が一瞬で蒼そう白はくに変わった。

　振ふり返れば、ぎらぎら輝く銀の甲かつ冑ちゆうで身を固めた六人の騎き士しがいる。

　重厚な板金鎧プレートメイルと黒いマント。腰こしには巨きよ大だいな長ちよう剣けん。

　六人とも、アーメットヘルムで顔面をすっぽりと覆おおい、顔も性別も分からない。

（流石は異世界──ゲームや映画に出てくる騎士と同じだ！）

　と、その辺の知識に長たけたクロトは一種の奇き妙みような感かん慨がいを覚えるが、ルティシアは完全に竦すくみ上がっていた。案外気弱な性格なのか、あるいは追っ手に問題があるのか──

　騎士たちが濁った声を張り上げる。

「手こずらせやがって！」

「二度と逃にげる気にならねえように身体からだに教え込んでやる！」

　どうやら後者のようだとクロトは考える。

　青い顔でカチカチと歯を鳴らすルティシアに、クロトは顔を向けて訊きく。

「あいつらに追われてるんだな？」

　だが意外な言葉が返ってくる。




　　　　◇　◇　◇




「あいつらに追われてるんだな？」

　クロトの質問に、ルティシアは凜り々りしく拳こぶしを握にぎって答えた。

「き、君には関係ない！」

「え？」

「他人のことに首を突つっ込むな！　優やさ男おとこは引っ込んでろ！」

　呆あつ気けに取られるクロトの横をルティシアは駆かけ抜ぬけた。

　全速力で斜しや面めんを駆け上がると、木々と茨いばらの密集する〈腐界〉の森の奥へ入り込む。

（捕まったら今度こそ最後だ。何が何でも逃げ切る……！）

　とにかく西方向へ、ルティシアは必死に森を走る。

　国境さえ越こえれば彼らも手は出せない。ヴァントワーヌは世界屈くつ指しの叡えい智ちと超ちよう重要技術が集まる、特異な永世中立国なのだから──







　この中央大陸の南部では二つの大国が覇は権けんを争っている。

　東のダーナ王国と、西のクヴァル連合公国。

　その二つの大国の緩かん衝しよう地帯として自主防衛を貫つらぬいているのが、伝説の賢けん者じやルシャスが治める北の小国家──ヴァントワーヌ永世中立国だ。

　ヴァントワーヌは大陸最高の学術都市を擁ようし、そこで造られる特異な武器によって極めて高い軍事力を誇る。

　手を出せば他の国と軍事提てい携けいすると公言して憚はばからないため、ダーナ王国もクヴァル連合公国も迂う闊かつに侵しん攻こうできないのだった。

　国内の治安は良く、犯罪は厳しく取り締しまられ、武力行使など論外。

　永住権の取得は困難だが、学術都市を擁するだけに学生が多く、その中でも選ばれた者だけが学院の管かん轄かつ下に置かれ、高い意識を持つ戦争のエリートとして育成されている。

　ダーナ王国の王弟直属部隊に追われるルティシアが、新たな力を求め、逃とう亡ぼう先にヴァントワーヌを選んだのは半ば当然の成り行きだった。

　が、敵もそれを見み越こして、ヴァントワーヌに続くあらゆる街道に兵を配置。

　だからこそルティシアは、ダーナ王国北方まで迫せり出した危険地帯〈腐界〉の一部を経由して目的地に入ろうと企くわだてたのだが──敵がここまで追ってくるとは予想外だった。







（連中を甘く見ていた。〈腐界〉の恐おそろしさを知らないはずはないだろうに……！）

　茨状の植物の間を疾しつ走そうしながらルティシアは考える。

〈腐界〉はヴァントワーヌ以北に広がる特とく殊しゆな森林地帯で、奥地には人類の捕ほ食しよく者が大量に棲せい息そくする。普ふ通つうの森とは意味も生態系も全く異なる、古来より禁断の領域だ。

　今いる場所は〈腐界〉の外がい縁えん部に当たるが、それでも危険には違いなく、捕食者に遭そう遇ぐうする可能性は充じゆう分ぶんあった。

（クロト、無事に逃げ切れよ！）

　ルティシアは先程の少年の姿を思い返す──

　クールで理知的ながらも、どこか常人離ばなれした空気をまとっていた。

　記憶がないと言っていたが、なぜ〈腐界〉にいたのだろう？

　とはいえ、激しい緊きん張ちようが続く日々の中で、先程は久しぶりに安らげる一時を過ごせた。

　最後にわざと憎にくまれ口ぐちを叩たたいたのは、ルティシアなりの餞せん別べつだ。

（森を出たら今日のことは全て忘れろ、クロト。わたしとかかわると──）

「……っ！」

　不意にルティシアの足が止まる。前方の木こ陰かげから、小こ柄がらな騎士が一人ゆらりと現れた。

　甲冑は先程の六名と同じだが、兜かぶとの側面には悪あく魔まを思わせる湾わん曲きよくした角が付いている。

「先回りしてたんだよ」

　そう言って兜を取ると、まだあどけなさを残す褐かつ色しよくの少女の顔が現れた。

「もう逃にがさねぇからな、ルティシア」

「メ、メタリア……」

「無傷で摑つかまえたかったが、もう面めん倒どう臭くせぇわ。半殺しにする」

　ルティシアの全身の毛穴からどっと汗あせが滲にじむ。彼女──メタリアはやると宣言したら本当にやる少女だった。

　ダーナ王国宮きゆう廷てい魔ま導どう騎士団、王弟派の史上最年少エース──メタリア・ヴァランシー。

　ルティシアより一つ年下の十四歳だが、戦せん闘とう能力は天と地ほど違う。

（それでも……突とつ破ぱしなければ！）

　背後から六名の騎士の怒ど号ごうが迫せまりつつあった。もうやるしかない。

　ルティシアは魔ま法ほうを使うため、意識内の精霊元素回廊プロムナードを開いて周辺に呼びかける。

「《呼集法サイフオン》──」

　辺りの精霊素が緩かん慢まんに引き寄せられ始めた。

　この世界にあまねく存在する不可視の元素粒りゆう子し──火、水、土、風、金という五つの精霊素を認識する界面が精霊元素回廊プロムナードである。

　それは心の窓のようなものだ。

　中央大陸に住む一部の者が意識内に精霊元素回廊プロムナードを持ち、更さらに一部の者はその回廊を通して周辺の精霊素を呼び集め、支配し、何らかの現象に変へん換かんして使役することが可能。

　即すなわち、《呼集法サイフオン》、《支配法コントラクト》、《使役法ハンドル》──

　その一連の行こう為いを総そう称しようして『魔法』と呼び、効果と威い力りよくで魔法階位が分けられる。

　人によって親和性の高い精霊素は異なり、ルティシアの属性は火──

　それによる強力な火か炎えん術を形成しようとしたルティシアだが、察知したメタリアが瞬しゆん時じに突っ込んできて、

「遅おせぇよ！」

「──きゃっ！」

　魔法形成が強制中断されて、手元から火の粉が拡散消失。甲冑で体当たりされたルティシアは、後方に吹ふっ飛とんで樹木の幹に激げき突とつした。

「……け……けふっ……！」

　背中を打ち、地面に伏ふした状態で呼吸困難に苦しむルティシア。

　追いついた六人の騎士が彼女を囲んで、頭上から口々に嘲あざ笑わらった。

「ようやく見つけたかと思えば……もう終わりか、姫ひめ」

「弱っ！　腐くさっても第三王女だろ。秘密の能力とかねえのかよ？」

「《星金の姫君フローレス・ブロンド》とか呼ばれて調子こいてるくせに」

「同じ姫でも、ベアトリス第一王女とは雲うん泥でいの差さだな！」

「血筋の違ちがいだ。こいつを丁重に扱う必要はねえ。生かして連れてこいと言われてたが、逆に言えば生きてさえいりゃあいいんだ」

　そう言うと、うつ伏ぶせのルティシアの右足首を大おお柄がらな騎士が握り締めた。

「な、何をする──!?」

　今度は左足首をメタリアが握って高く持ち上げ、逆立ちに似た状態にさせられる。

　メタリアは酷こく薄はくな笑みを浮うかべて、

「二度と歩けねぇようにしてやる」

「や、やめろ……」

　ルティシアの身体は凍こおりついたように冷えた。

「やめろぉぉぉおおおおぉぉぉおお！」

　──と、ルティシアが半泣きで叫さけんだ直後、遠くから誰だれかの声がする。

「いい加減にしろ」

　顔を向ければ、先程出会った黒い服の少年が近づいてくるところだった。

（ク、クロト──!?）

　助けに来てくれたのか、という言葉をルティシアは寸前で押し留める。無関係な者を危険に巻き込みたくない。

「馬ば鹿か！　何しに来た！　帰れ！　人のことに首を突っ込むなと、あれほど──」

　とりとめもなく怒ど鳴なりつけて怒おこらせようとしたが、クロトは平然と受け流した。

　そして意外なことを言う。

「やっぱり返すよ」

　クロトは摘つまんだ小こ瓶びんを軽く振ってみせた。

「この薬は自分で飲むといい。俺の頭痛はもうだいぶ治まったからな」

　何を余よ裕ゆう綽しやく々しやくでそんな──

　絶句するルティシアに、クロトはいたって涼すずしげに続ける。

「というか、お前、お姫様だったんだな。美人なわけだ」

　ルティシアの顔はかっと熱くなった。

（こ、この非常時に何を……。馬鹿だ！　わたしも馬鹿だし、こいつは大おお馬ば鹿かだ！）

　と、宙に持ち上げられていたルティシアの両足首が離はなされて、どさりと地面に落ちる。

　大柄な騎き士しがルティシアに背を向け、左右の鉄籠ご手てをガツンと強きよう烈れつに打ち合わせて、クロトを恫どう喝かつした。

「どこの小こ僧ぞうだか知らねえが、消えろ。目障りだ」

「目障りなのはお前だ」

「あ……？」

「お前が消えろ。死にたくなかったらな」

　クロトは微かすかに口角を上げて続ける。

「──残念ながら、俺は敵には優しくない性格なんだ。去った方が身のためだぞ」

　騎士たちの間に凶きよう悪あくな空気が漂ただよったので、ルティシアは慌あわてて声を張り上げた。

「挑ちよう発はつするのはよせ、クロト！　こいつらはダーナ王国最強の宮廷魔導騎士団だ。君の勝てる相手ではない！」

　早く逃にげろ──と続ける前に、大柄な騎士がクロトにすっと掌てのひらを掲かかげた。

「何だか知らねえが、面倒臭え。歯向かう奴やつは殺すのが一番手っ取り早い……」

《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》。

　大柄な騎士は精霊元素回廊プロムナードを開くと、周辺の精霊素から瞬時に風の魔法を形成する。

　ルティシアとは比ひ較かくにならない速度だ。引き寄せた風の精霊素が魔法効果に変換されて騎士の手中で真空の武器と化す──

「肉を裂さき、骨を削けずれ──《乱風刃ゲイルスラツシユ》！」

　三日月に似た巨きよ大だいな風の曲刃が、凄すさまじい勢いでクロトの顔面に発射された。

　ルティシアは思わず目を覆おおいたくなるが──

「──これか」

　意外にもクロトは軽く首を傾かたむけると、最小限の動きでそれを躱かわす。

「そう……。この世界には魔法があるんだよな」

　確認するように呟つぶやくクロトを大柄な騎士が嘲ちよう笑しようして、

「馬鹿が！　偶ぐう然ぜん躱した程度で粋いきがるな。風刃が戻もどってくるぞ！」

　見れば、クロトの間近を通過した風の曲刃が弧こを描えがき、軌き道どうを変えるところだった。

「そいつは第三階位疾しつ風ぷう系自動追つい尾び魔ま法ほうだ。お前の全身を切り刻むまで追う！」

　ショッキングな事実を聞いて青ざめたルティシアは、ほぼ半はん狂きよう乱らんで叫ぶ。

「クロト！　いいから逃げるんだ！　魔法の効果範はん囲い外がいに出れば、きっと──」

　だが彼は悠ゆう然ぜんとかぶりを振ふって、

「頭痛が治まっただけじゃない。少しだが、自分の力のことも思い出した」

「……？」

「転生した時に身につけた能力だ。とりあえずこれは貰もらうぞ」

　クロトは背後から飛んでくる高速の風刃に掌をかざすと、

　──バシッ！

　刹せつ那な、手中で黒い閃せん光こうが弾はじけて風刃は消しよう滅めつした。

（何だ？　魔法を……消した？）

　ルティシアは啞あ然ぜんとして目を見開く。今まで見たことのない現象だった。

（いや、消したというより、手の中に吸い込まれたように見えたが──）

　大柄な騎士が警けい戒かいした声で訊きく。

「……てめえ、今何をやった？」

「敵に訊かないで自分で考えろよ」

「舐なめやがって……。だったら死ね、《乱風刃ゲイルスラツシユ》！」

　騎士が両の掌を突つき出して風刃を連続で放つ。

　右から四刃、左から四刃。唸うなりを上げて同時に射出した。

　合計八つの巨大な曲刃が、等とう間かん隔かくでクロトを囲むように放たれる。逃げ場ばはない。

「どうだ小僧！　これなら──」

　と、確信的な騎士の声が途と切ぎれたのは、目にした事象が常じよう軌きを逸いつしていたからだろう。

　八個の風刃は全弾消しよう滅めつ──

　バシッと黒い閃光が弾けた刹那、クロトの身体からだに吸い込まれて根こそぎ消失した。

「掌だけだと思ったか？　顔も胸も腹も足も──俺の身体の全てが能力の効果範はん囲いだ」

　氷のような微び笑しようを浮かべるクロトに、ルティシアの胸はなぜかときめく。

「お、おい……お前ら……」

「分かってるよ！」

　大柄な騎士に促うながされて、他の騎士たちも一いつ斉せいに魔ま法ほう攻こう撃げきを仕し掛かける。

　風刃、火球、石弾、吹雪ふぶき、雷らい撃げき！　宮廷魔導騎士団の誇ほこる高位魔法──一度に数十人を容易に絶命させる激げき烈れつな攻こう撃げきが立て続けに撃うち出されるが、

「無む駄だだ」

　──バシッ！

「お前たちが」

　──バシッ！

「何をしようと」

　──バシッ！

「俺には一切通じない。分かったか？」

　なぜか全ての魔法攻撃が、クロトの身体に接せつ触しよくすると消えてしまう。

「こ、こいつ……普ふ通つうじゃねえ！」

「何なんだ……？　こいつ一体何なんだっ？」

「──狼狽うろたえるな、おめぇら！」

　と、浮き足あし立だつ騎士たちを不意に褐かつ色しよくの肌の少女騎士メタリアが一いつ喝かつした。

「確かにこいつには遠えん距きよ離り攻こう撃げきが効かねぇらしい……。だが、それが何だ？　直接心臓をぶっ刺させばいいだけの話だろうが！」

　言下に、メタリアは土属性の魔ま法ほうを発動。地面から微び細さいな砂すな粒つぶが磁石のように吸い寄せられて、手中で集積した。

　針のように刀身の尖とがった短い小剣──マインゴーシュに似た形状となる。

「第四階位金こん剛ごう石せき武具生成魔法──金剛石針ブラツクダイヤ・《暗黒剣ダークネス》！」

　鋭するどく尖ったどす黒い針を左下段に構えて、メタリアはクロトへ疾しつ走そうする。

「大地の魔ま力りよくで硬こう質しつ化した異能製ブラックダイヤだ。全てを貫つらぬく──！」

　漆しつ黒こくの矢のように繰くり出されるメタリアの刺し突とつ。

　だが──バシッと炸さく裂れつ音がして、その針もまたクロトの胸に吸い込まれるのだった。

「……う、噓うそだろ？」

「何をしても無駄だと、そろそろ分かれ」

　メタリアは放心状態となり、その場に力なく両りよう膝ひざをついた。

　黒い装そう甲こう服に身を包んだクロトは、宮きゆう廷てい魔ま導どう騎士団の最年少エースを優しく哀あわれむような目で見下ろし、戯たわむれに頭でも撫なでそうな雰ふん囲い気きだ。圧あつ倒とう的てきな実力差が伝わる光景──

　他の騎士たちは啞然と立ち竦すくみ、森は異様な静せい寂じやくに包まれた。

「──ザ……ザラストラ？」

　不意にルティシアの口から言葉が零こぼれた。

　深く考えての発言ではない。ふと連想しただけだが、省みると、目の前の事象を説明できる概がい念ねんはそれしかないように思える。

　極限固有異能、神体《ザラストラ》──

　それは古いにしえより語かたり継つがれる、歴史上最強の伝説的能力だった。

　全魔法、全異能、全特とく殊しゆ攻こう撃げきを皮ひ膚ふから吸収するらしいが、詳くわしいことは不明。

　遥はるか昔、この中央大陸に《ザラストラ》の遣つかい手てが現れて多くの偉い業ぎようを為なし、人知れずどこかへ消えた。その者は、こことは違う世界から来たと嘯うそぶいていたという。

「クロト……。まさかあいつは本当に──！」

　と、ルティシアが形容不能の興奮に身を震ふるわせた時である。

　──グォオオオォォン！

　突とつ如じよ、森の奥から物もの凄すごい咆ほう吼こうが響ひびいた。顔を向ければ、そこには異様な巨きよ軀くの影かげ──

　木々を薙なぎ倒たおし、巨大な存在が地じ響ひびきを立てて近づいてきた。

「やばいぞ、来た！」

「来やがった……！」

「ドラゴンだ──！」

　激しく狼ろう狽ばいする魔ま導どう騎士団。遂ついに、とルティシアも総毛立つ。

　ここはダーナ王国側に迫せり出した〈腐界〉の突とつ端たんにすぎないが、先程からの騒さわぎが奥に棲すむドラゴンを呼び寄せてしまったのだろう。

　否、むしろ今まで遭そう遇ぐうしなかったことの方が幸運。この森〈腐界〉が禁断の領域と呼こ称しようされるのは、人類の捕ほ食しよく者──ドラゴンが大量に巣くっているからだった。

　ドラゴンは世界創生期から棲せい息そくしていた最強の生物だ。どんなに強い騎士が百人いても千人いても到とう底てい歯が立たない。

　──今から約四百年前まで、この中央大陸はドラゴンの大群に支配されていたという。

　当時の人類はドラゴンの脅きよう威いに怯おびえ、半ば隠かくれて暮らしていたのだ。

　通つう称しよう、暗黒時代──それに終しゆう止し符ふを打ったのが、聖女こと《竜の女神メーデンドラツヘ》である。

　彼女には生来、ドラゴンと精神を同調させる特とく殊しゆな力があった。

《竜の女神メーデンドラツヘ》は彼女に仕える《竜遣いの巫女メデイウム》たちと共に、全ドラゴンを北の広大な森林地帯〈腐界〉へと追いやり、出られないように封ふう印いんを施ほどこす。

〈腐界〉はもともと生態系が異質。尚なお且かつ、原因不明の神かみ隠かくしが多発する禁足地だったため、隔かく離りには最適だったのだ。

　それを機に、ドラゴンと人類の住む世界は分割される。女神はダーナ王国の守護聖人として迎むかえ入れられ、以降の中央大陸では文明が飛ひ躍やく的に花開いていった──

　と、ダーナ王国第三王女のルティシアは、子供の頃ころから何度も聞かされてきた。

　ドラゴンに関する知識を持つのは《竜の女神メーデンドラツヘ》を敬うダーナ王族の嗜たしなみである。

　だが──

（な……何という大きさなのだ！）

　これほど間近で本物を見るのは、ルティシアも生まれて初めてだった。

　現れたドラゴンは、野に棲む他の野や獣じゆうとは全く異質な外観──

　あえて喩たとえるなら、鋼色の鱗うろこと角を持つ、二足歩行の超ちよう重量級大おお蜥蜴とかげだった。

　巨大な顎あご。口内にびっしり並ぶ太い牙きば。爪つめは見るからに圧力があってパワフル。

　背中で畳たたまれた翼つばさには岩石に似た量感があり、打ち付けた全てを粉々に砕くだきそうだ。

（背せ丈たけは大人の七、八倍だから……タイラント級か）

　ルティシアは眼前のドラゴンの威い容ように圧あつ倒とうされつつ考える。

　ドラゴン族は形態によって分類され、足を持たない種類が〈蛇じや竜りゆう〉、飛行に特化した種類が〈飛ひ竜りゆう〉、二足歩行する種類が〈猛もう竜りゆう〉──

　更さらに、竜族の王である最強の個体が八体存在し、それらは《八大竜エンシエント》と呼ばれる。

　目の前のドラゴンは〈猛竜〉で、サイズ的には中規模のタイラント級だった。

　そう、これほどの威容でも決して最大ではない。

　イノーマス級になると、大人の十数倍の体長を誇ると聞いたことがあった。

　グルォォォオオオッ！

「──っ！」

　刹那、ドラゴンの顎あぎ門とが巨軀からは想像もつかない高速で地をすくう。

　振り返れば、宮廷魔導騎士が二人消えていた。

　はっとしてルティシアが顔を上げると、ドラゴンは鈍にぶい音を立てて何か咀そ嚼しやくしている。

　顎門から、真紅の液体が大量に垂れていた。

「逃にげろ！　食われるぞぉぉっ！」

　魔導騎士団が一斉に逃げ出すが、ドラゴンの反射速度には及およばない。大口を開けての捕食という超ちよう弩ど級きゆうの高速突とつ撃げきが、一人、また一人と彼らの人数を減らしていく。

「ち、ちくしょおおおぉぉ！」

　自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいった大おお柄がらの騎士が、魔法の突とつ風ぷう術じゆつ《乱風刃ゲイルスラツシユ》を発射するも、ドラゴンの鱗には傷一つ付かなかった。

　そもそも人間が敵かなう相手ではない──その事実を嚙かみ締しめた絶望の表情で、彼は呆あつ気けなく顎門に捕つかまり、骨も肉もまとめて咀そ嚼しやく粉ふん砕さいされ、最強生物ドラゴンの体内へ消える。

　クロトは何か分ぶん析せきするような鋭い目を捕食者に向けていた。

「う……ああぁ……」

　最後に残った魔導騎士団の最年少エース、メタリアは腰こしを抜ぬかして地面にへたり込み、歯を嚙み鳴らして涙なみだを流す。

「し、死にたくねぇ……。あたし、まだ死にたくねぇよぉ……！」

　だがドラゴンに慈じ悲ひはなく、常軌を逸した破は壊かい欲よつ求きゆうと食しよく欲よくがあるのみ。それの赴おもむくがまま次の捕食対象へと首を向ける。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けないメタリアに、巨きよ大だいな顎門を悠ゆう然ぜんと近づけていき──

　と、寸前でルティシアが術を完成させた。

「清せい浄じようなる炎ほのおよ、邪じやを穿うがて──尖晶石槍レツドスピネル・《火炎衝アトラトル》！」

　──ガギィンッ！

　ルティシアの発射した魔法の炎えん槍そうが、ドラゴンの側頭部に激げき突とつ！

　無論、傷一つ付かなかったが、メタリアは間かん一いつ髪ぱつで捕食を免まぬかれ、横よこ槍やりを入れられたドラゴンはぐるりとルティシアに顔を向けた。

「ルティシア、なぜそいつを助ける──？」

　危険を察したのか、クロトがルティシアの方へ走ってきた。

「分からん、自分でも！　だが……見ていられなかったんだ！」

　意味などない。理り屈くつを超こえて身体からだが勝手に動いたのだ。

　ルティシアは再び火の精霊素を呼集して魔法攻撃の準備にかかる。効果がないのは自明だが、何もしないよりはましだ。

　ルティシアとドラゴンに向かって疾走しながらクロトが問う。

「死ぬ気なのか、ルティシアッ？」

「そんなわけあるか！　わたしには目的がある。何としてもヴァントワーヌに辿たどり着ついて自分用の《竜装ヴアラー》を手に入れるのだから！」

「──《竜装ヴアラー》……？」

　なぜか大きく目を瞠みはるクロト。沈ちん着ちやく冷静だった彼が初めて驚おどろいたように見えた。

「いいから逃げろ、クロト！　せめて君だけでも！」

「お前、損な性格だな」

「うるさい！」

「だが──」

　嫌きらいじゃない、とクロトは呟つぶやいて跳ちよう躍やくすると空中で掌てのひらを掲かかげた。

「攻型『渦』タイプ・スフイア×青Ⅳブルー・クアツド──《乱風刃ゲイルスラツシユ》」

　──と、不意に魔法の風刃が四つ出現する。

　それはクロトの掌の上で絡からみ合うように渦うず巻まくと、乱回転する圧縮球を形成した。

　青い氷の微び粒りゆう子しが高速回転の中で星空のように輝かがやき、まるで小型の球状ブリザード。

「行け！」

　クロトが吹雪ふぶき弾だんを発射すると、ドラゴンは俊しゆん敏びんに首をうねらせて躱かわすが──

「風刃はどこまでも自動追つい尾びすると奴やつが言っていたぞ」

　ドラゴンの後方で、吹雪弾は滑なめらかな弧こを描えがいて方向転てん換かん。ブーメランのように戻もどってきてドラゴンの顎門に激突した。

　──グギギィィイイィィ──ッ！

　一いつ瞬しゆんでドラゴンの顎門が八やつ裂ざきになり、更にその状態で青白く凍こおりつく。

　ルティシアは驚きよう愕がくに目を瞠った。ドラゴンに単独で傷を負わせた者など、未だかつて見たことがない。

「ク、クロト！　今のは一体……!?」

「俺の異能、神体《ザラストラ》は吸収だけじゃない。内部に《錬れん成せい場じよう》があり、吸い取った攻こう撃げきを強化×合成して使えるようになる」

「え……？」

「つまり──敵の異能は使った端はしから俺の技に変わっていくのさ」

　ルティシアは絶句した。それが事実なら──あまりにも桁けた外はずれに最強すぎる力だ。

「今のは吸収した《乱風刃ゲイルスラツシユ》を四重強化して、渦うず状じように形態変化させて追尾性を増ぞう幅ふくし、更に氷属性を追加したものだ。あのドラゴンはもう誰だれも捕食できない──」

　と、クロトは途と中ちゆうで言葉を止めると、なぜかルティシアに向かって高速疾しつ走そうする。

「──という俺の認識は甘かったようだ」

「え？」

　言下に、クロトはルティシアを抱かかえて跳躍。

《ザラストラ》の効力なのか、それは魔導騎士団以上に常人離ばなれした運動能力だった。

　直後、クロトとルティシアの背後で地じ獄ごく的な重低音が炸さく裂れつする。

　──凄すさまじい未知の種類の火か炎えんが、竜の口から激流のように放射されていた。氷は溶とけて跡あと形かたもない。

「あれは──ドラゴンブレス！」

　初めて見た。ルティシアはクロトに抱えられた状態で、ぞっと震え上がる。

　ドラゴンブレスは中央大陸でも最強の代名詞の破は壊かい攻こう撃げきで、上位のドラゴンほど強いブレスを放射可能だとルティシアは聞いていた。

　離はなれていても肌はだを炙あぶる熱気で、どれほどの超ちよう高こう温おんかが伝わる。

　火力も勢いも尋じん常じようではないが、それだけではない。どう表現すればいいのか──

　その火炎にはボリュームと粘ねん度どがあった。汚お泥でいのように樹木に纏まとわり付いて黒々と焼しよう尽じんさせており、地獄の魔ま焰えんを連想させる。

「粘ねん着ちやく性がある……。この火は物理攻撃か！」

　クロトが驚いたように呟く。

　最強異能《ザラストラ》でもドラゴンブレスは吸い取れないらしいが──

「クロト、物理攻撃とはどういうことなんだ？」

「魔ま法ほう不使用」

　と、クロトは淀よどみなく答える。

「ベースは自然界の炎だが、単純な火炎でもない。大量の体液を混ぜ込んで放出している。だから火に重力があって動きが持続する。ガソリンに増ぞう粘ねん剤ざいを混ぜて燃焼させているようなものだ」

「ガソリン……？」

「要はナパーム弾の原理に近い。いや、この世界にはたぶん存在しないんだが」

　と、放射したブレスの効果で顎門の氷結を解除したドラゴンが、クロトとルティシアに首を向けた。

　巨大な赤い両目が怒いかりに爛らん々らんと燃えている。ドラゴンは再び牙を剝むき出し──

「クロト……！」

「あのブレスを連発されると流石さすがにまずい」

　抱えていたルティシアを下ろすと、クロトは前に飛び出して攻撃を開始した。

　クロトの身体の前面から、様々な異能攻撃が出現してドラゴンに一いつ斉せい発射される。

　──ルォォォオオンッ！

　ドラゴンが絶ぜつ叫きようしてのたうち回った。

　純じゆん粋すいな魔ま法ほう衝しよう撃げき波は、剣けんや槍やりなど武器の形状をした異能、幻げん獣じゆうの形象化など、多種多様なアタックを豪ごう雨うのようにドラゴンに浴びせて、クロトはブレスを吐はく隙すきを与あたえない。

「武器庫サイロにストックが色々と残ってたからな。それにしても──」

　硬かたい、とクロトは独りごちる。ルティシアの目にも確かにそう映った。

　魔ま弾だん斉せい射しやを受けてドラゴンは狼ろう狽ばいしているが、その実、致ち命めい的てきな傷は負っていない。

　未強化の攻撃では、やはり竜りゆう鱗りんを貫かん通つうするダメージは与えられないのか──

　と、身体前面からの連続異能発射を続けながら、クロトが不意に右手を掲げて、

「ならば──あれを使う」

　するとクロトの手中に、地面から大量の鉱石の粒つぶが吸い上げられて集積していく。

　やがて形成されたのは、ルティシアの背せ丈たけよりも巨大な漆しつ黒こくの大剣──

　先程メタリアが使ったブラックダイヤの魔ま力りよく剣けん──その極大バージョンだった。

「攻型『剣』タイプ・ブレード×黒Ⅵブラツク・ヘキサ──《暗黒剣ダークネス》」

　ヴヴンッ、とクロトの姿がぶれて、その場に残像が生じる。

　一瞬後には上空に移動。そのままクロトは強化済みの魔ま剣けんを思いきり敵の頭頂部に振ふり下ろした。漆黒の斬ざん閃せんは音速の壁かべを越こえ、それによる衝しよう撃げき音がルティシアの耳じ朶だを打つ。

「──！」

　瞬しゆん間かん、世界から音が消えた。

　聴ちよう覚かくが一時的に麻ま痺ひする中で、音のない夢に似た光景が展開する。

　それは──魂たましいの底まで虜とりこにする甘美な悪夢だった。

　クロトはドラゴンの頭部に刃を突つき立てると、バターのように軽々と切り裂さいた。

　鮮せん血けつが噴ふん火かのように飛散するが、剣の風圧が障しよう壁へきとなり、クロトは飛ひ沫まつすら浴びない。

　静せい寂じやくの叫さけびを上げながらドラゴンは頭を上から真っ二つに断ち割られ、その後、更なる連続斬撃で、横に斜ななめに一瞬のうちに八等分されて、更に細かく均等に十六等分される。

　圧あつ倒とう的てきな破は壊かいにして、コンマ一秒の殺さつ戮りくにして、完かん膚ぷ無なきまでに美しい蹂じゆう躙りん──

　頭部を綺き麗れいに喪そう失しつしたドラゴンは、自身が[image: 迸]ほとばしらせた真紅の雨の中で完全絶命した。
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　──心地よい瀬せ音おとで目を覚ました。

　クロトは森を縫ぬうように流れる川の岸辺に横になっていた。

（ここは……さっきの場所か？）

　いつの間にか気を失っていたらしい。頭が少し朦もう朧ろうとする。

　こめかみを押さえて辺りを見回すと、遠くで沐もく浴よくするルティシアの裸ら身しんが見えて、クロトはかぶりを振った。

（そうか──ルティシアが俺をここまで運んでくれたんだな）

　くしくも先程とは逆の立場になったとクロトは考え、直後に軽い眩暈めまいを覚える。

（……少し《ザラストラ》を使いすぎたか。やはり一ひと筋すじ縄なわではいかないな）

　異世界転生時に取り込んだあの力は、現状まだかなり不安定だ。

　潜もぐって調べないと確かなことは言えないが、性能に大量のロックがかかっている。しばらく分ぶん析せきに専念して多用は避さけた方がいいだろう。

（記き憶おくを取り戻せば、ロックを解く方法も自おのずと分かる。そのためには──）

　思考を巡めぐらせていると、やがて沐浴を終えたルティシアがこちらに気づいた。

「クロト、目が覚めたか！」

　やがて駆かけ寄ってきた彼女の姿を見て、クロトは目を瞬またたく。

「何だ、その格好……？」

　眼前のルティシアは黒いマントで身をすっぽりと覆おおっていた。

「ああ、これか。メタリアから拝借した。森の枝に引っ掛かけて、あの服はかなり破れてしまっていたからな」

　若干恥はずかしげに語るルティシア。確かに先程までの衣服は風通しがよさそうだった。

　が、そんな状態でもあれだけ奮ふん闘とうしたのだから、クロトは率直に感かん嘆たんの念を覚える。

　戦せん闘とう能力はともかく、気高い心と高潔な意志を併あわせ持つ、真の王族なのだろう。

「そうだ。俺はこれをお前に──。ん？」

　返そうと思っていた薬くすり瓶びんを取り出すと、中身は既すでに空だった。

「ルティシア、もしかして……」

「ああ、君に飲ませた。当然だろう。あのまま放っておくわけにはいかない」

（……全く）

　彼女の話では、ドラゴンを倒たおした後、クロトが力ちから尽つきたようにその場に倒れたので心配になり、慌あわてて薬を飲ませてここへ運んだという。

　メタリアは気絶していたが命に別条はなく、散々やられた分の仕返しもかねて、彼女の騎き士し用マントを拝借したとのことだった。

　やがてルティシアは絹糸のような眩まばゆい金色の髪かみを爽さわやかに搔かき上げて、

「クロト、これから君はどうする？　わたしは〈腐界〉の森を抜ぬけてヴァントワーヌに向かうのだが……」

「俺も行く」

「え？」

「そこで自分用の《竜装ヴアラー》を手に入れるって、お前さっき言ってただろう？　実は俺も興味があるんだ」

　先程その言葉を聞いた瞬間、胸を鋭するどく貫つらぬいた感覚をクロトは思い出す。

（俺は間ま違ちがいなくその存在を知っている……。なぜだか知らないが分かるんだ）

　その《竜装ヴアラー》とやらが、欠けた記憶を取り戻もどすキーになるかもしれない──

　否、必ずそうなるという確信が今のクロトの胸には芽生えている。理由は不明だが、今はそれに従おう。心優しくも不器用で強がってばかりいる目の前の少女を放っておけないという動機もあるが、そんなことは照てれ臭くさいので口にしない。

「そうか。だったら一いつ緒しよに行こう、クロト」

「よろしくな」

「うむ！」

　ルティシアは凜り々りしく頷うなずくと、川辺に咲さく彼女と同じ名の花のような微び笑しようを浮うかべた。

「では改めて自己紹しよう介かいする。わたしはルティシア・ダーナ。ダーナ王国の第三王女だ」

「俺はカミノメ・クロト。……気になってたんだが、ルティシアは姫ひめなのになぜ追われてるんだ？　ダーナ王国ってことは、さっきの連中は臣下じゃないのか？」

「……それについては少し込み入った事情があってな。暗くなる前に国境を越えたいから歩きながら説明する」

「分かった」

「無論、君のことも色々教えてもらうぞ？　本当に異世界から来たのかとか、どうして伝説の異能《ザラストラ》を使えるのかとか」

「いや、その辺の記憶は、まだかなり曖あい昧まいなんだけど──」

　今はもう少し彼女と話をしていたいと思った。

「──分かる範はん囲いでいいなら説明するよ。それでいいか？」

「うむ、構わん！」

　ルティシアは頰ほおを上気させて頷き、二人は並んで森の中を歩き始めた。







　第二章　ヴァントワーヌ学術都市







　ヴァントワーヌ永世中立国は、連れん邦ぽう共和制の小国家だ。

　対外的には一つの国だが、ダーナ王国のように王が支配するのでも、クヴァル連合公国のように大公が統治するのでもなく、州に統治権の一部が譲じよう渡とされており、最終的な全体統とう括かつは連邦議会の主席が行う。

　国の面積は狭せまいが、人口は三百万弱と密度は高く、様々な産業が盛ん。

　この大陸で最も進歩的な場所であり、中ちゆう枢すうにある学術都市には多くの学舎がある。

　中でも一際異い彩さいを放つのが、ヴァントワーヌ竜装学院──

《竜装ヴアラー》の研究開発と、その使用者を育成する超ちよう重要機関だとルティシアは語った。

「大げさに言ってるわけじゃないぞ。実際、世界のパワーバランスはこの学院の卒業生が左右しているんだ。具体的には──」

「……」

「おい、クロト。わたしの話を聞いているのか？」

「ん、ちゃんと聞いてるよ」

　そつなく答えつつも、クロトは初めて見る異世界の都市に茫ぼう然ぜんと目を奪うばわれている。

　温かみのある綺き麗れいな街並みだった。石と煉れん瓦がで造られた建物、独特の様式美が漂ただよう教会、バザールの周辺には多くの露ろ店てんが出ている。

　進歩的だという話だが、雰ふん囲い気きは十八～十九世紀の西せい欧おう。もちろん教科書で見ただけの知識だが……などとクロトは思考を巡らせる。

　ここはヴァントワーヌ市街、中央広場──

　森を抜けたクロトとルティシアは国境を越こえてヴァントワーヌに入った後、途と中ちゆうで拾った馬車に揺ゆられて、首都である学術都市に到とう着ちやくした。

　この中央広場は、多くの重要施し設せつに繫つながる、文字通り学術都市の中心だということだ。

　巨きよ大だいな円形の広場から放射状に道が延び、それぞれの先に庁舎、各学院、医い療りよう施し設せつ、専門店街、保安局などがある。

　目的地のヴァントワーヌ竜装学院は、ここから北に直進すれば見えてくるらしい。

　広場は活気に満ちていた。

　旅人や商人、武装した戦士など、様々な者が行き交う。誰だれかが餌えさをやっているのか、遠くで沢たく山さんの鳩はとが地面に群がっており、その辺の微笑ほほえましい様子は異世界でも変わらない。

　クロトとルティシアは、北の学院通りへ向かって広場を歩いていく。

　と、噴ふん水すいのそばに差し掛かった時、不意に彼女が立ち止まった。

「ん、どうした？」

　クロトが顔を向けると、ルティシアは細い顎あごを摘つまんでバザールの方を見ていた。

　彼女の視線の方向には、織物や婦人服を並べた露店があり、横の屋台では肉にく汁じゆうを滴したたらせる串くし焼やき肉が売られている。

「腹が減ったんだな。あの肉を食べるのか？」

「ち、違ちがう！　どうしてそうなる」

「普ふ通つうにそう見えたけど」

「……物欲しげな顔をしていたということか？　まあ、それはある意味そうなのだが」

「食べろよ。果実一つじゃ足りないだろう」

「た、足りる！　わたしはこれでも小食なんだぞ!?　いつもお腹を空かせているような、はしたない女では──」

　と、言い終える前に、きゅうっと音が鳴った。

　微び妙みような沈ちん黙もくが漂い、ルティシアは赤くなってお腹を押さえる。

「……い、今のは君のせいだからな」

「え？」

「本当にお腹は空いてなかったのに……クロトがお肉の話題を出すから、胃が勝手に反応してしまったじゃないか」

　ルティシアは赤面したまま、頰を膨ふくらませてクロトに言い募つのる。

「もうっ。ほんとにクロトは！」

「な、何だよ、俺のせいなのか……？　ていうか、怒おこるなって」

「怒ってない！　恥ずかしいだけっ！　とにかくクロト、君はここで待ってろ。わたしはバザールに行ってくる」

「いいよ。ゆっくり食べてこい」

「だ、だから違う！　わたしは着き替がえを買ってくるだけだ！」

「……着替え？」

「この格好ではやっぱりルシャス様に失礼だからな。会うのは数年ぶりだし、一応ちゃんとしておこうと思って」

　言われてみれば、ルティシアは今も〈腐界〉でメタリアから拝借したマントで全身を覆っており、目上の者に会うのに適した服装とは言い難い。

　彼女が先程見ていたのは串焼き肉の屋台ではなく、横の婦人服の露店だったようだ。

「待っててくれ。すぐに戻ってくる！」

　そう言ってルティシアはバザールに駆けていった。

「……俺はこの格好でいいのか？」

　クロトは転生時に獲かく得とくした黒い装そう甲こう服のままだった──が、服を買おうにも金がない。

「まあいいか」

　クロトは噴水の縁ふちに腰こし掛かけて、ルティシアが戻るのを待つことにした。

　広場を歩く男たちの姿を観察していると、実に多種多様だ。

　基本的には普ふ段だん着ぎ姿の一いつ般ぱん市民が多いが、荷台を引く旅の商人などは旅に適した相応の武装をしており、それを護衛する戦士たちは更さらに物々しい。

　革鎧レザーアーマーを着た軽装の戦士もいれば、薄金鎧ラメラーアーマーで身を固めた騎士風の者もいる。

（ルシャスがどんな人かは知らないが、ルティシアの護衛をしてきたと説明すれば文句は言われないだろう）

　話によると、ルシャスは百五歳らしい。性格もそれなりに丸いはずだ。

〈腐界〉の森での会話をクロトは思い出す──







「──わたしには力が必要なんだ。どうしても」

　森の中を歩きながら、ルティシアはクロトにそう語った。

「ダーナ王国は今、女王派と王弟派の内ない紛ふん状態でな。もともとは、ずっと病びよう床しように伏ふしていたお父様──ダーナ国王ドナウが逝せい去きよしたのが発ほつ端たんだ。新女王には、わたしの姉が即そく位いするはずだった……」

「そういや、ルティシアは第三王女だって言ってたな。上に二人いるのか？」

「うむ、わたしは今十五歳だが、二歳年上なのがスノーン姉様で、四歳年上なのがベアトリス姉様だ。男の世よ継つぎはいないから、当然、第一王女であるベアトリス姉様が女王として即位する予定だったのだが──」

　と、不意にルティシアは心持ち声のトーンを下げて、

「……王弟のリチャードが裏切った」

「裏切り？」

「ん、リチャードは王国有数の武人でな。ずっと忠臣として国に尽つくしてきてくれたんだが、なぜか忽こつ然ぜんと反旗を翻ひるがえした。おかげで王都は大混乱だ」

「……クーデターか」

「リチャードは最近抜ばつ擢てきした預言師にそそのかされたようだが、真意は分からない……。ともかく彼は水面下で、各方面に根回しを進めていたらしい。宮きゆう廷てい魔ま導どう騎き士し団の大半を味方に引き入れて、女王即そく位い式しきの前に姉様たちを暗殺しようとしたんだ」

「魔導騎士団──さっき戦った連中だな？」

「そうだ。とはいえ、姉様たちも只ただ者ものではないから、初回の奇き襲しゆうを何とか退けた。今は残った女王派の魔導騎士団を率いて、王弟派の勢力に対たい抗こうしている」

「じゃ、今は王位が空で、国が二分してる状態なのか……。ルティシアはこんな場所にいていいのか？」

「いい」

「なぜ？」

　するとルティシアは俯うつむき加か減げんに恥はじ入るような小声で、

「だってわたしは──姉様たちに追おい払はらわれたのだから……」

「え？」

「わたしと姉様たちは血統が違う。わたしは正統な王おう妃ひの娘むすめではなく、養女なんだ」

「──そうなのか？」

　クロトは驚おどろく。だったら王家とはどういう関係なのだろう？

　経けい緯いが気になるところだが、ルティシアは詳しよう細さいを語ろうとしない。苦しげに唇くちびるをじっと嚙かみ続けているので、今は深追いしないでおく。

「普ふ段だんから姉貴たちとうまくいってなかったのか？」

　クロトが別な質問をすると、ルティシアは緩かん慢まんにかぶりを振ふって、

「……姉様たちは決して悪い人じゃない。わたしがふがいないのがいけないんだ。こういう時、足手まといのわたしは姉様たちのそばにいない方がいい……」

　第一王女ベアトリスは剣けん技ぎに長たけ、第二王女スノーンは魔ま法ほうに長ける。

　正統王家の血を引くだけに二人の力は王国でも屈くつ指しのレベルで、剣けんでも魔法でも、自分は二人の姉の足元にも及およばないのだとルティシアは辛つらそうに語った。

「王都は今、極めて危険な状態だ。当分離はなれていろと姉様たちに命じられたのだが、隠かくれ家がに向かう旅の途中、王弟派に襲しゆう撃げきされて、従者は皆みなやられてしまった……」

「……そうだったのか」

　騎士団がかなり手て荒あらく彼女を捕とらえようとしていたことをクロトは思い出し、

「だけど、王弟の狙ねらいは？」

「それはもちろん、わたしを人質に取って女王派の士気を挫くじくことだろう。王都を離れていろという姉様たちの命令は、実際に的を射ていたわけだ」

「ふむ……」

「わたしはどうにか逃とう走そうに成功したが、王弟派は当然、目的地にも先回りしているに違いない。それでわたしは予定を変へん更こうした」

　自分の道は自分で切り開く──己に言い聞かせるように呟つぶやいてルティシアは続ける。

「剣も魔法も未熟なわたしが、姉様たちを助けるには《竜装ヴアラー》を手に入れるしかない。あれは紛まぎれもなく大陸最強の武力だからな」

「大陸最強……？」

「そうだ。国家間の軍事バランスを左右していると言っても過言ではない。わたしはそれを製造する本場、ヴァントワーヌを目指して、王弟派の追っ手から必死に逃にげて──」

「そして森の中で、俺に会ったと」

「そういうことだ」

　ルティシアは表情を凜りんと引き締しめた。

「王弟派と女王派の戦力は拮きつ抗こうしているから、この内乱は長引く……。完全に落ち着くには何年もかかるだろう。わたしは力を手に入れて、姉様たちを助けに戻もどりたいんだ！」

「ん、成程」

　聞いた限りでは半ば追い出されたような形だが──それでも血の繫がらない姉を助けたいらしい。彼女は多少怒りっぽいが、本質的には善良で、優しい少女なのだろう。

「幸い、ヴァントワーヌの連れん邦ぽう主席、賢けん者じやアヴィタヤ・ルシャス様とは何度も会っている。他国の争いには不ふ干かん渉しようだが、わたし個人の助けにはなってくれると思うんだ」

「賢者……？　魔ま法ほう使つかいなのか？」

「うむ。だがそれだけの存在じゃないぞ。六十年戦争の時代から多くの分野で活かつ躍やくされてきた偉い大だいな方で、これから向かう竜装学院の学院長でもある。時折ダーナを訪れては、なぜかわたしを可愛がってくれるんだ」

「あれじゃないのか。好みのタイプだとか……」

「……あのな、クロト。ルシャス様は今年で百五歳だぞ？　そもそもあの人は──」







　──回想を終えたクロトは、中央広場の人だかりを見ながらぼそりと呟く。

「百五と言えば、俺の年ねん齢れいの七倍だ。どんな人なのか想像もつかないな──」

　と、その時だ。──地面に群がっていた鳩はとたちが一いつ斉せいに飛び立つ。

　顔を向ければ、通りの彼方かなたからゆっくり歩いてくる者がいた。

　水色のローブを着た少女だった。

　年齢は十歳前後。黄金に輝かがやくロングヘア。前まえ髪がみを切り揃そろえて、顔の造作は人形のように整っている。

　なぜかまっすぐクロトに向かってきた彼女は、間近に来ると静かに口を開いた。

「──ここに来るのは何度目だ？」

　少女は透明感のない不思議な目をしていた。変な子だな、とクロトは思いながら、

「この街は初めてだが……俺に何か用か？」

　少女は安あん堵どしたように短く息を吐はいて、

「長旅で疲つかれたと思ってな。ぬしらを迎むかえに来たのだ」

「？　特に歓かん迎げいされることはまだしていないが……」

「自分というものを知らんようだね。ぬしと共にいるだけでルティシアは危険を免まぬかれる。そもそも精霊素がずっと騒さわいでいたから、遠方からでも状じよう況きようは丸わかりだった」

「……何が騒いでたって？」

「ぬしたちの言葉で言うならば分子機械というところか。異世界出身の客人よ」

「──！　成程。俺の事情を知っているということは、あんたはつまり──」

　と、不意に背後で呼び声がする。

「──ルシャス様！」

　新しいチュニックに着替えたルティシアが駆かけてきて、少女の前でお辞じ儀ぎした。

「ルティシアです！　お久しぶりです！」

「おう。無事で何よりだったね、《星金の姫君フローレス・ブロンド》ルティシア」

「……そ、その呼び方はやめてください……」

「そしてカミノメ・クロト──《竜装ヴアラー》の国、ヴァントワーヌによく来た」

　ルシャスは、クロトの予想を遥はるかに超こえた見た目の若さだった。

　そしてルティシアが背中側に隠している両手には、二本の串くし焼やき肉が握にぎられていた。




　　　　◇　◇　◇




《竜装ヴアラー》──それは人類の敵、ドラゴンを倒たおすため、牙きば、爪つめ、鱗うろこといったドラゴンの素材から造り上げられた強化外装だ。

　竜りゆう核かくと呼ばれる半生体機関の使用により、ドラゴンの力の一部を発動可能だが、ドラゴンと精神を同調させられる希少な素質の持ち主にしか使えない。

　具体的には、かつてドラゴンを北の森林地帯〈腐界〉に隔かく離りした《竜の女神メーデンドラツヘ》──彼女に仕えた《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいの少女たちだ。

　竜核との同調率が高いほど、《竜装ヴアラー》はドラゴンに近い能力を発揮する。

　その《竜遣いの巫女メデイウム》の血を引く少女たちに《竜装ヴアラー》を使った戦せん闘とう技術を教え、また、より強力な新型の開発も行う、世界最重要の研究と育成の場──

　それがヴァントワーヌ竜装学院である。







　中央広場まで迎えに来た賢者──学院長のルシャスに導かれて、竜装学院に到とう着ちやくしたルティシアとクロトは、広い執しつ務む室に通された。

　ルティシアがこれまでの経緯を説明すると、ルシャスは厳かに頷うなずいて、

「──話は大体分かった。女王派……姉上たちへの連れん絡らくは私が何とかしておこう」

「感謝します、ルシャス様！」

「礼には及ばん。こうなる未来は朧おぼろげに見えておった」

「あ……そうなのですね」

　ルシャスは精霊素の力を応用することで、多くの魔法を常時発動していると以前ルティシアは聞いたことがあった。

　百五歳には到とう底てい見えない外見も、その効果の一いつ端たん。不完全ながら未来を見たり、心を読んだりすることも可能で、遠えん隔かく地ちに特とく殊しゆなメッセージを送ることも可能らしい。

（ヴァントワーヌにいる限り、王弟派も手は出せん。これで姉様たちも安心だ。あとはわたしがわたし自身を鍛きたえるのみ──！）

　ルティシアは静かに拳こぶしを握る。

　幼い頃ころからルシャスには何度も会い、それとなく竜装学院への留学を勧すすめられていたルティシアだが、当時は別段それをする理由がなかった。

　今度の内乱の件がなければ、ずっと踏ふん切ぎりがつかなかった気もするが──

　来たからには全身全ぜん霊れいで取り組むつもりだ。

（強くなって、絶対に姉様たちの力になる。──皆の笑顔を取り戻すんだ！）

　固く決意するルティシアの前で、ルシャスは続ける。

「この学院には主に『騎き士し科』『設計科』『整備科』という三つの学科があってな。それぞれ《竜装ヴアラー》で戦う者、製作する者、手入れする者を育成する。ルティシアは《竜装ヴアラー》を使う資質があるから、当然目指すは竜装騎士ヴアラードラグーンだな。騎士科で学ぶとよいだろう」

「はい！」

「そしてクロト、ぬしは設計科で竜装設計士ヴアラーデザイナーの勉強をするといい。様々な《竜装ヴアラー》に触ふれることができるし、基本概がい念ねんや歴史も学べる」

「え？　いや、俺は別に……」

「何だ？　ぬしは《竜装ヴアラー》に興味があるのではなかったのか？」

「ある。確かにそのことは知りたいけど……別に入学しに来たわけじゃない」

「ふふん。記き憶おくを取り戻すきっかけとして、様々な《竜装ヴアラー》を調査できればそれでいい。ぬしはそう考えておるのだろう？」

　ルシャスは緩慢にかぶりを振り、そういうわけにはいかんのだと言う。

「《竜装ヴアラー》はこの学院の要かなめにして、世界のパワーバランスを左右する超ちよう武力だからな。それを使う竜装騎士ヴアラードラグーンは、ドラゴンに唯ゆい一いつ対たい抗こうできる戦争の代行人……。どちらも、おいそれと部外者に調査はさせられん。《竜装ヴアラー》に関わるなら学院の管かん轄かつ下に入ってもらわねば」

「──それほどのものなのか」

「竜装騎士ヴアラードラグーンの確保が、大陸諸国の最重要戦略と言われるくらいだからの」

「……」

　予想外の展開だったのか、クロトはしばらく瞼まぶたを閉じて眉み間けんを揉もんでいた。

　長い沈ちん黙もくの中、彼が断るのではないかとルティシアは内心はらはらしていたが、やがてクロトは静かに息を吐き出して、

「──分かった。入学する」

　その言葉を聞いたルティシアは思わずぱっと顔を綻ほころばせた。

「よかった！　そう来なくちゃ！」

「ん……？」

　クロトはルティシアに顔を向けると不思議そうに首を傾かしげて、

「何だよ？　どうしてお前がそんなに喜ぶんだ？」

「い、いや……。別に喜んでなんかない」

　はにかみ、赤くなって言葉を濁にごすルティシア。自分でもなぜそんな反応をしてしまったのか不明だが──

　何にせよ、学院という新しい環かん境きようでもクロトと一いつ緒しよにいることができそうだった。

　ルシャスが満足げに頷く。

「入学の件、歓迎するぞ、クロトよ！　ドラゴンとの戦いにおいて強者は一人でも多い方がいい。ぬしの今後の活躍が楽しみだ」

「そんな思おも惑わくがあったのか……。ちゃっかりしてるな」

　ルシャスは声を出さずに口の両りよう端たんを上げてみせた。

　それからふと眉び宇うに真しん剣けんな色を滲にじませて、

「ところでクロト、ぬしの異能《ザラストラ》のことだが──」

「！」

「かなり危うい状態のようだ。多用せん方がいい」

「ああ、俺もそのつもりだ。──あんたはこの力のことを知ってるのか？」

「他の者よりは多少な。しかし遣つかい手て本人に比べれば、やはり微び細さいな知識にすぎん。《ザラストラ》の詳しよう細さいを最もよく把は握あくしているのは、やはりぬし自身だろう」

「いや、だから俺は記憶が──」

　──二人のやり取りを見ながら、ルティシアは思い出す。

　クロトの異能《ザラストラ》はこの世界に来た際、自然に習得したもので、使用方法は自分でも完全には把握していないと本人は言っていた。

　彼が失った記憶の中に、力の全ぜん貌ぼうを解明するキーがあるらしい。

　判明しているのは、クロトの身体からだは彼の支配する無限空間──《超空間》とも言うべき場所に繫つながっており、敵の異能はクロトに触れた瞬しゆん間かんそこに転送されて、専用の探索触手プローブに捕ほ獲かくされるということだった。

　捕獲後の分ぶん析せき結果によって《超空間》の所定施し設せつに自動で収納されるらしい。

（とは聞いたものの、正直わたしには何が何だか想像もつかないのだが……）

　首を傾げるルティシアの前で、ルシャスは何でもないことのように続ける。

「──クロトよ、私は記憶を操作する術を使うことができる。何かを忘れさせたり……場合によっては、失った記憶を復元することも可能だ」

「何……？」

　両目を大きく見開くクロト。

「と言っても、そう簡単に発動できる術ではないのだがな。特殊な祭器を用いた、とある儀ぎ式しきを執とり行おこなう必要があって、かなりの時間がかかる」

「……その術を使えば、俺は記憶を取り戻もどせるのか……？」

「無論、全部とまではいかないかもしれん。だが、ある程度までは確実に──」

「──術をかけてくれ！」

　突とつ如じよ、クロトは強い口調でルシャスに詰つめ寄った。

「どうしたのだ、急に──」

「頼たのむ……！」

　二人は真正面から目と目を合わせ、沈黙と有無を言わさない迫はく力りよくが執務室に満ちる。

　そばで見ているルティシアまでが思わず喉のどを鳴らす──それほどの真剣さだった。

　ああ、とルティシアは得心する。

　──最強異能を持つクロトにとっては、魔ま導どう騎士団を倒すより、ドラゴンを屠ほふり去るより、自分について知ることの方が遥かに困難で重要なことなのだろう。

　やがてルシャスは深呼吸すると、思案するように腕うで組ぐみをして、

「……そうだな。基本的に部外者には使わない方針だが、学院の一員となった今のぬしになら構うまい。入学祝いを兼かねて、例の術を使うとしよう」

「！　ありがとう、ルシャス」

「礼には及およばん。それより明日あしたから学院でしっかり学んでくれ。ぬしの《ザラストラ》と《竜装ヴアラー》は本質的には似たものだから、そういう意味でも設計科の勉強は──」

　と、ルシャスが語り終える前に、唐とう突とつに執務室のドアが開いて、

「──お待ちください、ルシャス様」

　鋭するどくそう言い、室内に入ってきたのは、炎ほのおのようにゆらめく赤い髪かみの女性だった。

　誰だれだろう？　制服姿だが、同い年には見えない。

　知的で上品な顔立ち。ウェーブのかかった大人っぽい長ちよう髪はつ。スタイルも抜ばつ群ぐんにいい。

　凜り々りしさと女性らしさを両立した、ルティシアも見とれる凄すごい美人だった。

「どうした、ヴィナス？」

「……」

　ルシャスの問いに沈黙を返し、赤い髪の美人はクロトに顔を向ける。

　切れ長の美しい瞳ひとみを僅わずかに細め──

　と、次の瞬間、鏡の反射に似た鋭い閃せん光こうが走った。

　それは刹せつ那なの交こう錯さく。金属的な炸さく裂れつ音と同時に二人の間を何かが高速で駆かけ抜ぬける──

　──ように見えたが、詳細は分からない。

「……？」

　否、あるいは幻げん覚かくだったのか？　気づくと特に変わった事象が起きた形けい跡せきはなかった。

　ルティシアは手の甲こうで目を擦こすって周辺を観察するが、誰もその場から一歩も動いておらず、表情すら変えていない。

（一体何だったのだ……？）

　ルティシアが首を傾げた直後、不意にクロトの背後の壁かべにビシッと黒い焦こげ目めが入る。

　そして、ヴィナスの背後の壁にかけてあった絵画が、突とつ然ぜん床ゆかに落ちて砕くだけ散ちった。

　──詳細は不明だが、確かに何らかの応おう酬しゆうがあったらしい。

　息を吞のむルティシアをよそに、赤い髪の美人は素知らぬ顔でルシャスに向き直ると、

「──記憶復元の術をかける以前に、ご判断が早計ではないでしょうか？　このような素性の知れない者を学院に入学させるなどと」

「その点は心配いらん。この者たちは予言の──」

「ルティシア・ダーナの身元は明確ですし、以前より話を伺うかがっていましたから問題ありません。しかし、このクロトという者については、もう少し検討を重ねるべきかと」

「ふむ……」

「竜装学院はこの世界の命運に関わる超ちよう人じん材ざいを育成する場──。騎士にも整備士にも設計士にも、相応の意識の高さが求められます。異能《ザラストラ》の力がどれほどのものにせよ、入学試験くらいは必要なのでは？」

　一理あると思ったのか、赤い髪の美人の指し摘てきを受けたルシャスは、顎あごに手を当てて考え込んだ──

　が、まもなくルティシアとクロトの当とう惑わくした様子に気づくと、軽く両手を広げて、

「すまん、紹しよう介かいが遅おくれたな。彼女はヴィナス。──私の最も信しん頼らいする協同者だ」

「協同者……？」

　ルティシアは驚おどろいて呟つぶやく。つまりは弟子であり、相棒ということか？

（──あの賢けん者じやルシャス様にそこまで言わせるなんて……）

　余程優ゆう秀しゆうな力を持つ人物らしい。赤い髪の美人──ヴィナスはこちらに向き直ると、

「──わたしはこの学院の生徒会長を務める、三年のヴィナス・クロフォードだ。ルティシア・ダーナ、君の話はルシャス様から聞いている。以後よろしく頼む」

　簡潔な自己紹介の後に、ルシャスがこう付け加える。

「ヴィナスは入学後、一年で〈ドラゴンスレイヤー〉の称しよう号ごうを得た天才でな。今のところ、この大陸で最強の竜装騎士ヴアラードラグーンだと私は思っておる」

　思わず絶句するルティシア。

　ヴィナスは否定も肯こう定ていもせず、自信に満ちた態度で沈黙していた。

「とりあえず──」

　そう言ってルシャスは、ヴィナスの意志の強そうな顔を一いち瞥べつすると溜ため息いきを吐つき、

「──多少話し合いが必要なようだの……。すまんがクロトよ、入学と、記憶回復の件は一いつ端たん保留だ。ヴィナスと相談するから、返事は明日まで待ってほしい」

「……分かった」

　クロトが頷うなずいたのを見て、今度はルシャスはルティシアに顔を向ける。

「ルティシアの方は何も問題ないが、連れん絡らくがあるまで待機していてくれ。明日の午後までには今の件の結論を出す。それまではクロトと二人で学院内を見学しているといい」

「分かりました」

「まあ二人とも長旅で疲つかれているだろう。今日はもう休め。部屋は既すでに用意してある」

「え……もうですか？」

　ルティシアは奇き異いの念を覚えるが、ルシャスは泰たい然ぜんと頷く。

「先程言っただろう？　ルティシアが留学してくる未来は前から朧おぼろげに見えておったと。去年の改修工事の際、王族専用の寝ね床どこを用意しておいたのだ。くつろげるぞ」

「わあ……！　ありがとうございます」

　感激で目を輝かがやかせるルティシアの横で、クロトが少し困ったように髪を搔かきながら、

「……俺の部屋は？　流石さすがにそこまでは予知できないよな？」

「案ずるな。予知はしていなかったが、問題ない。クロトの宿しゆく泊はくする場所は──」

　ルシャスは意外な言葉を続けて、クロトとルティシアを驚かせる。




　　　　◆　◆　◆




　ルシャスとの面会が終わり──

　学院の外れ、弧こを描えがく緩ゆるやかな坂道をクロトとルティシアは並んで歩いていた。

　薄はく暮ぼの光の中、クロトは無言で今までの出来事を反はん芻すうしている。

（まだ確定したわけじゃないが──学院入学という俺の判断は正しかったのか……？）

　状じよう況きように流された気もするが、一方では選せん択たくの余地はなかったようにも感じる。

《竜装ヴアラー》と自分に何か関係があるのは確かなのだ──大事な記き憶おくがすっぽり抜け落ちていても、なぜかそれだけは明確に分かる。

　そしてルシャスの誘さそいを断れば、過去を思い出す手て掛がかりは途と絶だえて一から出直しだ。

　右も左も分からない世界で、それは流石に良い選択とは言えないだろう。

（そう、まずはどうにかして記憶を取り戻さないと──）

　クロトの中では、自分を取り巻く今の状況が、何によって生じたのか知るのが最優先事じ項こうだった。即すなわち──

　──なぜ自分は異世界に転生したのか？

　──元の世界と異世界はどんな関係なのか？

　──そもそも異世界とは何なのか？

　それらが謎なぞのままでは今後の行動の指針が立てられないだろう。

　元の世界に帰りたい──否、帰る方法があるのかをまずは知らなければならないが、そのためには転生前後に何が起きたのか、はっきりさせておく必要があった。

（とにかく記憶を取り戻して、世界のことを知る。全てはそれからだ──）

　そんなことを考えていると、やがて目の前に小さな建物が見えてきて、

「ここか……！」

　隣となりを歩いていたルティシアが驚いた声を出す。

　──そこは横に長い、二階建ての巨きよ大だいな館だった。

　一階は共用フロアのようだが、二階には独立した小部屋が複数あるらしく、八つの扉とびらがベランダに面しており、ベランダの端はしからは階段で地上に下りることが可能。

　一階正面には大きな樫かしの扉があり、『ルティシア寮りよう』と書かれたプレートが付いていた。

「……寝床どころじゃないだろ、これ！」

　呆あきれ半分、こめかみを押さえるクロト。

　専用の部屋ではなく、専用の寮──。クロトの世界で言うアパートに近い規模だった。

　ルティシアは小声でぶつぶつと何か唸うなっている。

「……わたしの早とちりだったな……」

　何だろう。どこか恥はずかしげなのは、さっき執しつ務む室で繰くり広げた一ひと悶もん着ちやくを思い出しているからかもしれない。

　そう、あの時、クロトの宿泊する場所を聞いた直後、ルティシアは顔を真っ赤にしてルシャスに詰め寄ったのだった──







「い、いくら何でも一つ屋根の下で寝ねるなんて……無理です！」

「おや、ルティシアはクロトが嫌きらいなのかね？」

「別にそういうわけでは！　むしろ──」

　その後、失言したようにルティシアは口をはっと押さえて、

「と、とにかく！　我々は女と男なのです！　同じ寝しん室しつでなんて──」

「ルティシアよ、私は別に同じ寝室とは言っとらんぞ。一つ屋根の下、別々の部屋で寝ればよい」

「え……？」

　ルシャスは意味ありげな微び笑しようを浮うかべて、その場所を教えたのだが──







「──まさかこういうことだったとはな……。だが確かにこれなら問題はない」

「だな。ひとまず中に入ってみよう」

　二人が扉を開けてルティシア専用寮に入ると、一階はロビーに似た広い空間だった。

　そこを中心として、食堂、厨ちゆう房ぼう、トイレ、バスルームなどがあり、いずれも共用ながら清潔でゴージャス。二階には小さな寝室が八つあって、扉には鍵かぎも付いている。

　至いたれり尽つくせりの住すみ処かを、クロトとルティシアは言葉少なにあちこち見て回った。

（当面ここで暮らすことになりそうだが……何だか広すぎて、逆に落ち着かないな）

　クロトは軽く唇くちびるを湿しめらせる。どこか胸がざわつくのは、広大な館にルティシアと二人きりという状況のせいだろう。

　空き部屋に誰かを入居させれば、この妙みように張はり詰つめた雰ふん囲い気きもたぶん和らぐ──などとクロトが考えていると、突とつ然ぜんルティシアが怒おこったように両手を腰こしに当てて振ふり返り、

「何をそんなに畏かしこまっているんだ、クロト。遠えん慮りよなんかしなくていいのだからな？」

「遠慮はしてないよ」

「その発言が遠慮だと言うんだ。君は……女と一いつ緒しよに暮らすのが嫌いやなんだろう？」

「え？　別にそんなことは──」

「言うな。分かっているんだ。いいか、クロト。今からわたしのことは男だと思え！　それなら君も気を使わなくて済むはずだ」

「いや、俺はほんとに気を使っては──」

「わたしを絶対に女扱あつかいするな。今から男同士だからな！」

「……」

　若干思い込みの激しいルティシアなりの気き遣づかいに、クロトは苦笑して頷く。

「──分かったよ。じゃ、そうさせてもらう」

「うむ。……とはいえ、本当に女扱いされないと、それはそれで淋さびしいのだが」

「どっちなんだ？」

「き……君の好きにしろ！」

　ともあれ、二人は自分の部屋に、ルシャスが用意してくれた着き替がえや生活必ひつ需じゆ品ひんなどの荷物を運んだ。

　クロトの部屋にはベッドと木製のラック、小さなクローゼットなどがあり、散らかり放題だった元の世界の自室よりも居い心地ごこちがいい。

「まあ、いつまでここで暮らすかは分からないが……今は休もう」

　クロトはルシャスから貰もらったこの世界の衣服──軽くギャザーの入ったシャツに着替えると、纏まとっていた装そう甲こう服を消す。これもまた異能《ザラストラ》の機能の一部なのだ。

　ベッドに仰あお向むけに倒たおれ込み、瞼まぶたを閉じる。初日から色々なことがあった。

（異世界のこと──転生のこと──記憶を取り戻もどす方法のこと──）

　懸け念ねん材料は尽きないが、強い眠ねむ気けが襲おそってきて、思考に半はん透とう明めいの霞かすみがかかり出す。

（記憶が戻るまでは焦あせっても仕方ない。とにかく明日あしただ──）




　温かな闇やみに吸い込まれるようにクロトは眠ねむりについた。




　　　　◇　◇　◇




　学院に夜の帳とばりが下りた頃ころ──

　ルティシアは自分の寝室のベッドに腰こし掛かけ、ランプの灯りで本を読んでいた。

　これは幼い頃から愛読している聖典だ。

　かつてドラゴンを〈腐界〉に隔かく離りした《竜の女神メーデンドラツヘ》の語った言葉を《竜遣いの巫女メデイウム》たちが書き留めて編へん纂さんしたものだといわれている。

　ダーナ王国は《竜の女神メーデンドラツヘ》を聖なる存在として信しん奉ぽうしているため、教会に行く際は皆みながこの本を携たずさえていく。聖典から学べることは老若男女問わず多いのだ。

　曰いわく、この世界にドラゴンが存在する意味は？　人は人よりも巨大な力にどう対処するべきなのか。人間にとって真実とは何か。勇気とは、愛とは、生と死とは何か──

「──ふう」

　ルティシアは書物をぱたりと閉じた。

　いつもなら時間を忘れて読み耽ふけるところだが、今夜はなぜか頭に入ってこない。

（クロト……来ないな）
















　微かすかに唇をすぼめる。何となく彼が部屋に来る気がしていたのだが、予想が外れた。

（来たら、話し相手になってやろうと思っていたのに──）

　少し物足りないが、向こうは水を打ったように静かだ。もう眠ってしまったのだろう。

　ルティシアはそっと息を吐はき出して、

「……わたしも休むか」

　ナイトテーブルのランプを消すと、部屋がふっと暗くなった。

　窓から入る月光だけが、ルティシアの寝室を蒼あお白じろく幻げん想そう的に照らしている。

　ダーナの王族は、寝る時に何も身につけない。

　ルティシアは服を一枚ずつ脱ぬいでいき、下着をはらりと床ゆかに落とした。

　一糸纏わぬ姿で月光を浴びながら、金色の長い髪かみを搔かき上げると、星ほし屑くずに似た光の粒りゆう子しが裸ら身しんを撫なでるようにきらきらと零こぼれ落ちていく。

「ドラゴン……」

　ルティシアは静かに呟つぶやき、下腹部に両手を当てて肌はだを温めた──

　と、やがてそこに竜の頭部を連想させる小さな謎の刻印がうっすらと浮かび上がる。

「──わたしは強くならなければいけないんだ、絶対に」







　第三章　竜装学院の生徒たち







　窓から射す朝陽の眩まぶしさで、翌日のクロトは自然と早起きできた。

　学院の制服に着替えて寝室を出て、一階に下りるとルティシアが壁かべ際ぎわの鏡に見入っている。前まえ髪がみをセットし直したり、服をあちこち触さわったりと、チェックに余念がない様子。

　姿見に夢中でこちらに気づかない彼女に、おはよう、とクロトが声をかけると、

「……っ！」

　途と端たん、ルティシアは弾はじかれたように振り向き、爪つま先さき立だちで抗こう議ぎした。

「お、驚おどろかすなクロト！　起きていたのなら先にそう言え！」

「だからそう言ったんじゃないか」

　何ということもなく、互たがいの制服姿をじっと見る。青、白、黒の基本色で構成された竜装学院の制服は上品、それでいて騎き士しを連想させる装そう飾しよくが細部に施ほどこされていて凜り々りしい。

「似合ってるな、制服」

　クロトがそう言うと、ルティシアは恥ずかしそうに瞳ひとみを斜ななめ下へ逸そらした。

「……っ！　か、からかうな……っ」

「？　普ふ通つうの感想を言っただけだぞ」

「そ、そうなのか……？」

　ルティシアは頰ほおを赤く染めながら腹部を押さえて、

「な、ならいいんだ。ちょっとコルセットがきつくて、その、胸が……強調される気がしていたから」

　指し摘てきされるまで気づかなかったが、そう言われると逆にクロトも意識してしまう。

「えっと……。まあ、いいんじゃないのか」

「いい？　それってどういう意味だ？　わたしの──」

「せ、制服のサイズがぴったりだって意味だよ！　変な風に取らないでくれ」

「あ、ああ！　すまん。制服自体は爽さわやかで、わたしも好きなんだ。クロトの制服姿も似合っていて、その……格好いいぞ」

「……」

　言葉に迷い、二人は赤面して沈ちん黙もくする。やがてクロトは困った顔で頰を搔き、

「そ、そろそろ行かないか……？」

「う、うむ！　準備も整ったことだしな！」

　昨日のルシャスの話では、連れん絡らくがあるまで学院内を見学していろとのことだった。

　二人は共に寮りようを出て、ひとまずルティシアが学ぶ予定の騎士科に向かう。




　　　　◆　◆　◆




「おお……やってるな！」

　クロトの隣となりで、ルティシアが興奮した声を上げた。

　学院構内にある野外第一訓練場──主に騎士科の一年生が使うという広大なそのグラウンドでは、大勢の竜装騎士ヴアラードラグーンが模も擬ぎ戦を行っていた。

　──ギィン、ガギィンッ！

　青空の下、ドラゴンを連想させる鎧よろいを着けた数十人の少女たちが、拳こぶしを振ふるい、腕うでで防ぼう御ぎよし、それぞれ一対一の近接格かく闘とう戦を繰くり広げている。

　騎士科の実習授業風景は、控ひかえめに言っても凄すごい迫はく力りよくだった。

　フィールドの外から遠目に見ても、出力の高さが明らか。皆が身長の数倍の高さまで跳ちよう躍やくし、そこから放たれる蹴けりは地面を抉えぐる。

　少女たちがレオタードに似たスーツの上に着けているのは、高いパワーアシスト機能を持つ──一種の強化外骨格のようなものらしい。

　見た目はほぼどれも同じだから、全てが汎はん用ようタイプなのだろう。

「あれが《竜装ヴアラー》か──」

　クロトが呟くと、隣のルティシアが誇ほこらしげに頷うなずいて、

「うむ！　より正確には《戦術竜装タクテイクスヴアラー》というのだがな」

「戦術タクテイクス……？　普通のとはどう違ちがうんだ？」

「性能だ。最初の《竜装ヴアラー》は今から五十年前──西のクヴァル公国で発明されたといわれている。その原型になるものが、古代遺い跡せきから発はつ掘くつされたのが発ほつ端たんらしい」

「ん？　この国が発はつ祥しようの地じゃなかったのか」

「発展させたのはヴァントワーヌだが、発祥はクヴァルだぞ。だがクヴァル公国は原型から性能を発展させられなかった。開発権を一部の者が独どく占せんしたのが原因かもしれないが──やはり技術を学問的に研究して発展させるという、この都市のコンセプトが良かったのだろう。ヴァントワーヌはすぐにクヴァルを追おい越こして、圧あつ倒とう的てきな差をつけた」

「ふうん……」

「だから今ではこの国が本場だ。ヴァントワーヌ竜装学院で製造される《竜装ヴアラー》は、あまりにも破格の性能を持つが故、それまでのものとは明確に区別される。よって、第二世代の《竜装ヴアラー》──即すなわち《戦術竜装タクテイクスヴアラー》と呼ばれているのだ！」

　車と戦車の性能差みたいなものかな、と考えるクロトの横で、ルティシアは熱っぽく語り続ける。

「《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は単独で戦場の情勢を左右する戦術級の力を持ち、そこに高位の竜装騎士ヴアラードラグーンの力が加われば、戦略級の力を発揮するケースもある……」

　戦略級の力とは、ドラゴンと唯ゆい一いつ対たい抗こうできる規格外の絶対武力──

　単体で一国を滅ほろぼすことも可能な、戦争代行者を意味するという。

「学院のカリキュラムを修しゆう了りようし、卒業試験に合格した者は〈ドラゴンスレイヤー〉の称しよう号ごうと、固有のオリジナル《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を与あたえられる。それで晴れて卒業だ。帰郷する者もいるし、どこかの新興国家に招しよう聘へいされる者もいるが──基本的には戦略人材として国こく賓ひんクラスの待たい遇ぐうが約束される」

「それだけ大変な卒業試験なんだろうな……。〈ドラゴンスレイヤー〉か。文字通りドラゴンと戦わされそうな気がするが、あ、そう言えば昨日会った生徒会長が──」

「うむ、一年で取ったと言っていたな。正直、わたしには信じられん」

　ルティシアは眉まゆを顰ひそめて続ける。

「この学院を卒業できるのは年に数人程度なのだそうだ。大たい抵ていは卒業試験で命を落とすか、卒業できずに諦あきらめて、全ての力をルシャス様に返上する。例の記き憶おくに関する術法で、知識ごと封ふう印いんするのだろうが──基本的には、何年かかっても称号を得られない者がほとんどなのだ。それを僅わずか一年でとなると……」

「何か特別な力があるのかもしれないな」

　と、言った後でクロトはふと気づく。

「ん？　でも、だったらなぜ彼女、まだ学生をやってるんだろう？」

「ルシャス様の協同者らしいから、たぶん国家筆頭戦力なんじゃないか？〈ドラゴンスレイヤー〉なら、軍隊と戦争する程度の力は間ま違ちがいなくある」

「……この学院、知れば知るほど途と方ほうもないな」

「わたしも最終的には〈ドラゴンスレイヤー〉になる。強くなって、姉様たちと共にダーナ王国の平和のために尽つくすんだ……！」

　訓練中の竜装騎士ヴアラードラグーンたちに、ルティシアは熱い眼差しを向ける。

　ここで訓練している者の何人が卒業試験に合格できるかは不明だが──誰だれもが真しん剣けんな表情で模も擬ぎ戦せん闘とうを行っている。きっと皆みな、何か背負っているものがあるのだろう。

　──と、不意に訓練場の中央で不ふ穏おんな声が上がった。

　顔を向ければ、汎用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を身に着けた一人の少女が甲かん高だかい声を上げている。

「どうしてよ……何で動かないのっ？」

　叫さけんでいるのは、いかにも活発そうな美少女だった。

　赤みを帯びた茶色い髪。ぱっちり見開かれた大きな目。整った顔立ちながらも、表情がとても豊かで、溢あふれんばかりの生気を全身から発散している。

「ちゃんと動きなさいよ！　せっかく無理言って貸してもらったのに……！」

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとったその少女は、鎧の重みに耐たえかねるように力を振り絞しぼっている。

　と、周りの者が数名ほど彼女に駆かけ寄って、

「シャロン、もう諦めなさいよ」

「あなたにはまだ早いんだってば」

　制止の声をかけるが、シャロンと呼ばれた少女は首を激しく横に振った。

「早くないわ！　わたしだってやればできるのよ！」

　見てなさい、と両拳を握にぎって気合を漲みなぎらせるが、特に何かが起こる気配はなかった。

　周囲の少女たちは呆あきれ半分、シャロンを宥なだめる。

「ほら見なさい。竜りゆう核かく、反応しないじゃないの」

「もうその辺にしときなさい。また前みたいなトラブル起こすわよ」

　シャロンは傷ついたように唇くちびるの端はしを嚙かんで、

「──トラブルなんて怖こわくない。わたしだって全力で頑がん張ばれば……」

　シャロンは眉をきりっと吊つり上げて、これまで以上の気合を入れる。

「んっ……！」

　とはいえ、何の反応もない。仕方ないわね、と周りの者が肩かたを竦すくめたその時だ。

　突とつ然ぜんシャロンの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の胸のパーツが眩まばゆい光を放ち、背中のバックパックから猛もう然ぜんと推進力が放射された。

「──きゃっ!?」

　スラスターの推進力で、シャロンは物もの凄すごい勢いで前方に直進した。

「竜核、反応したわっ！」

　甲高い声で叫ぶと、そのまま彼女は放たれた矢のように猛然と訓練場を滑すべる──

　というより、地面すれすれを飛んでいるようなものだ。動かせたはいいが、制せい御ぎよ不能。

　シャロンは身体からだを弓なりに反らせた格好で、クロトたちに突つっ込こんでくる。

「と、止まらないわ……！　そこの人、どいてぇっ！」

　シャロンは両目を見開いて叫んだ。

「お願い、どいて！　ほんとに止まんないの！　でも──どうしよう！　大事な借り物なのに壊こわしちゃう……！」

　こちらに突とつ撃げきしてくるシャロンの表情は引き攣つり、涙なみだ目めで切せつ羽ぱ詰つまっている。

　ルティシアが微かすかに青ざめた顔でクロトの制服の袖そでを引っ張り、

「ク、クロト……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。任せておけよ」

　クロトは突撃してくるシャロンの前に悠ゆう然ぜんと歩み出た。

（多用するなとルシャスに言われたが、この程度なら問題ないだろう）

「攻型『点』タイプ・ポイント×白Ⅱホワイト・デユアル──」

「──ぶつかっちゃう！　やだああぁっ！」

　小型竜も顔負けのシャロンの猛もう突とつ進しん──瞬しゆん時じにクロトとの間の距きよ離りがゼロになる。

　接せつ触しよくと同時に発生する轟ごう音おんと突とつ風ぷう。土つち煙けむりが激しく舞まい上がり、何も見えなくなった。

　やがて視界が開けたところには──

「……え？」

　片手をポケットに入れたまま、シャロンの胸部中央に涼すずしげな顔で人差し指を当てているクロトの姿があった。

　指の先せん端たんには、仄ほのかに発光する力場が集中生成されている。

「──《ザラストラ》は異能攻こう撃げきだけでなく、俺自身の〈肉体〉にも強化をかけられる」

　クロトが呟つぶやいた直後、シャロンの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の竜核の光が消え、背中の炉ろが停止した。

　付加した治ち癒ゆの属性《白》が、竜核の暴走を止めたのだった。

　指一本で疑似ドラゴンの突撃を制止されたシャロンは、完全に絶句している。

（アクシデントだったが──今《竜装ヴアラー》に触ふれた瞬しゆん間かんはっきりしたぞ。俺は〈これ〉を知っている……。やはり学院に来たのは正解だったんだ──）

　クロトが黙もつ考こうしている間に、シャロンは追いついてきた他の少女たちに捕つかまり、無言で遠くへと引き摺ずられていった。

　本来《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の突とつ進しんを生身の者が止められるわけがない。竜核が途と中ちゆうで機能を止めたのだと少女たちは判断したらしく、何度も謝っていたが、特に騒さわぎにはならなかった。

「流石さすがだな、クロト！　まさかあれほど穏おん便びんに止めるとは……向こうも怪け我が一つしていなかったぞ！」

「ん？　ああ……」

　駆け寄ってきたルティシアに声をかけられて我に返る。

「壊すわけにはいかなかったからな。あの娘こ、泣きそうだったし」

「ん、君は強く──それに優しい」

　むしろそちらの方が重要だとばかりに、ルティシアははにかんだ微び笑しようを浮うかべる。

　一いつ瞬しゆん、笑顔に見み惚とれたクロトは、素早く横を向いて表情を隠かくした。

「……べ、別に。それより次の場所を見に行かないか。俺も《竜装ヴアラー》に興味が出てきた」




　　　　◆　◆　◆




「──つまり、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は人類の敵ドラゴンの力を利用して、ドラゴンを倒たおすという考え方から生まれたもので……。しかるに、優ゆう秀しゆうな竜装設計士ヴアラーデザイナーというのは──」

　広々とした円形の階段教室の教きよう壇だんで、眼鏡めがねをかけた教師が講義をしている。

　クロトとルティシアは教室後方の壁かべ際ぎわに立ち、話に耳を傾かたむけていた。

　ルティシアが隣となりのクロトに顔を近づけて囁ささやく。

「ずいぶん人気があるのだな、この授業は……」

「寝ねてる奴やつもいないしな。俺のいた中学とはえらい違いだ」

　設計科必修科目──『竜装基き礎そ概がい論ろん』。

　訓練場で実習を見た後、今度は座学の見学に来たクロトたちが遭そう遇ぐうしたのは、予想を上回る盛せい況きような授業風景だった。

　席の大部分が埋うまっていて、一人ずつなら座れるものの、二人分の空席はない。

　が、考えてみれば当然だろう。

　騎き士し科で学ぶ竜装騎士ヴアラードラグーンは《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいの少女──全員がドラゴンとの共感能力を持つ女子だが、設計科には男子もいる。つまり絶対数が違う。

（設計科の男女割合は半々ってところか……。共学の学校と同じだな）

　などとクロトが思っていると、不意に最後列で誰かが手招きしていることに気づく。

　知らない生徒だった。

　清潔でさらさらした髪かみ。透とう明めい感かんのあるノーブルな顔立ち。一瞬女性かと思ったが、いかにも育ちの良さそうな品のいい美少年だ。

「あいつ、知り合いか？」

「いや……」

　クロトに訊きかれたルティシアが怪け訝げんに首を振ふるが、とりあえず近くに行ってみる。

　美少年は友好的に微笑ほほえむと、さりげなく左の空席に移動した。右に二つ空いた席をどこか気き障ざな仕草で指差して、

「君たち転入生だろう？　見学とはいえ、ずっと立っているのも大変だ。ここ座りなよ」

「お、悪いな」

　美少年の申し出を受け、クロトとルティシアは並んで席に着いた。

「隣に座ったのも何かの縁えんだ。ボクはユーリ」

「俺はクロト」

「わたしはルティシアだ」

「教室に来るのが少し遅おそかったね。この授業は毎回凄すごく混むんだ。必修だから単位を落とした上級生たちがこぞって受けに来るのさ」

「単位？」

「まだ聞いてないのかい？　この学院の進級は自動で行われるけど、卒業試験を受けるためには所定数の単位と、ランク戦でＳまで上がっている必要がある。あと、この授業を始めとした必修科目も終えてないといけないんだ」

「何だかよく分からないが……そうなのか」

「そう。逆に言うと、必修科目以外はどの授業を取るのも本人任せで、自由度が高い」

「それは確かに自由だな。でも、そんな放任主義でいいのか？　俺のいた世界だと……いや、それはいいとして、授業に全然出ない生徒とかも出てきそうな気がするけど」

「ここの生徒は皆、将来的に大なり小なり国家を背負って立つエリートだから、意識が高いんだよ。むしろみんな、専門分野とは無関係の授業も積極的に受けている。かくいうボクも実は整備科でね。設計科じゃない」

「整備科……？」

　と、右みぎ隣どなりからルティシアが食い付いてきた。

「では、ユーリは竜装整備士ヴアラーメンテナーなのか？」

「そう。本当は騎士科に入りたかったけど──男だから」

　ユーリはなぜか翳かげりのある目をした。

「本来整備科のボクが設計科のこの授業に出る必要はない。でも色々な分野の知識に精通しておくことは、将来的に自分のプラスになるからさ」

「……向上心が高いのだな」

「そう？　自分に何が向いてるかなんて、やってみるまで分からないものだよ」

　口調は多少気取った風だが、ユーリは高い知性と広い見識の持ち主らしい。

　話は弾はずみ、その後もユーリは多た岐きにわたる情報を教えてくれた。

　おかげで授業が終わる頃ころには、学院の履り修しゆうシステムをほぼ理解することができていた。




　　　　◇　◇　◇




「午前だけでもずいぶん色々見たな……。午後はどうする、ルティシア？」

「授業ばかりでも何だから、息いき抜ぬきに施し設せつでも巡めぐってみないか。学院の敷しき地ち内には図書館や博物館もあるらしいぞ？」

「ん、悪くないな」

　あの後、クロトとルティシアはユーリに招かれて、竜装整備士ヴアラーメンテナーを育成する整備科を見学──学院構内の工場で《戦術竜装タクテイクスヴアラー》がメンテナンスされる様子を見させてもらった。

　間近で実物に触れたクロトはまた何か思い出したようで、ユーリに色々質問をぶつけていたが、かなり専門的な内容だったのでルティシアには理解できなかった。

　なぜそんな知識があるのか、不思議に思ったルティシアが訊たずねると、

『分からない。ただ、もともと俺はある程度、《竜装ヴアラー》の造り方を知っていたらしい』

　と、クロトは謎なぞの言葉を返した。

（らしい、と言われても正直反応に困るのだが……まあ覚えていないなら仕方ない。しかし、だとしたら──クロトがいた世界にも《竜装ヴアラー》があったのか？）

　あるいはこの世界に来る前に、もう一つ他の異世界にも行っていたとか──

　根こん拠きよのない想像を膨ふくらませつつ、ルティシアが何気なく顔を上げると、

「ん？　どうかしたのか、ルティシア」

「あ、別に……何でもないんだ」

　こちらを向いたクロトがとてもくつろいだ表情だったため、無ぶ粋すいな質問を引っ込める。

　別にいい、とルティシアは考えた。

（クロトは曖あい昧まいなことは口にしたくない性格なんだろう。男性にはそういう人が多いと聞くからな。全てを思い出したら、きっとちゃんと話してくれる……）

　迷いを払はらうようにテーブルのグラスを手に取って、果実のジュースを飲み干す。

　現在、クロトとルティシアの二人は、学院の食堂に併へい設せつされたオープンカフェテラスで昼食を摂とっていた。

　ルティシアのテーブルの対面にはクロトがいて、二人が食べているのは学院名物のクロックムッシュ──バターをたっぷり塗ぬった熱々のフライパンで、とろけるチーズとベーコンを挟はさんだパンを焼いたものだ。

　外側はかりっと香こうばしいが、中は湿しめり気けを帯びて柔やわらかく、とろけるチーズとミルク風味のベシャメルソースがたっぷり絡からみ合っていて美味おいしい。流石、学食のランチメニューで一番人気なだけのことはある。

（美味しい……。こういうのはレシピが分かれば、わたしでも作れるものなのか？）

　ルティシアがクロックムッシュをじっと見ていると、ふと遠くから誰だれかの声がした。

「──カミノメ・クロト。待たせたな。入学試験の準備ができたぞ」
















　顔を向けると、制服を着た堂々たる真紅の髪の美人──ヴィナスと、水色のローブを纏まとった学院長のルシャスが並んで立っていた。

　ルティシアの対面に座っているクロトが困こん惑わくしたようにルシャスに向かって、

「……どういうことだ、入学試験って？」

「あれからずいぶんヴィナスと話し合ったのだがな。ぬしの人となりを判断する最良の方法は、やはり実戦だろうという話になった」

「わたしと三秒戦ってもらおう」

　そう言ってヴィナスが長い髪をばさりと搔かき上げ、優ゆう雅がに一歩前に歩み出る。

「三秒耐たえきれば合格、わたしを倒しても合格。ただし──生徒の誰かを巻まき添ぞえにしたら、その時点で失格だ。速やかにこの学院から去ってもらう」

　要は戦いぶりで精神の品格を測定するということらしい。

「どうだ、カミノメ・クロト？　受けるも受けないもお前の自由だが──」

　クロトは紅茶のカップを置くと、席に座ったまま落ち着いた態度で、

「──いいぞ。それくらいなら、いつでも受ける」

「よく言った──」

　と、ヴィナスが微び笑しようした刹せつ那な、ルティシアの対面に座っていたクロトの姿が消失した。
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　このスピードは人間には出せない──

　いきなり物理限界を超こえる速度で突とつ進しんしてきたヴィナスを見ながらクロトは考える。

（──例の電像だな！）

　初対面の時、ヴィナスが執しつ務む室で放ったプレッシャー──つまり形を持つ闘気だ。

　人間の身体からだは電気信号で動いており、それは皮ひ膚ふから微び弱じやくに滲しん出しゆつして準静電界の薄はく膜まくとなり肉体を覆おおっているが、その電場を戦せん闘とう思念によってプッシュして撃うち出す技能──

（同じ手を二度も──。もう見み抜ぬいてるんだよ）

　直線的な攻こう撃げきだから躱かわせばそれまでだ。クロトはサイドステップして、突つっ込こんでくるヴィナスの電像を回かい避ひしようとするが、直後に目を瞠みはる。

　撃ち出された電像のはずのヴィナスが、クロトの動きに追従して横に飛んだのだ。

（幻まぼろしが曲がった？　違ちがう──これは……実体を持つ電像！）

　ヴィナスは闘気の像と寸すん分ぶん違たがわず完全に重なって突進してきたのだった。つまり執務室での電像攻撃は実体を持たないと思わせる伏ふく線せん──

「──攻型『流』タイプ・ストリーム×黄Ⅱイエロー・デユアル」

　クロトは自身の肉体を《ザラストラ》で瞬しゆん間かん強化し、電気信号の伝達速度を上じよう昇しようさせてヴィナスの神速に対応するが、

「──？」

　いつの間にか、ヴィナスの右手には真っ赤に煌きらめく刀身の長ちよう剣けんが握にぎられている。

（何だ──？　どこからどうやって出した？）

　目を細めるクロト。超ちよう超ちよう高速？　強化した視覚でも感知できないなら──異能か？

　しかし剣けんの物質感は濃のう厚こうで、紛まぎれもない実体がある。

　直後に放たれたヴィナスの凄すさまじい横よこ薙なぎの斬撃をクロトは高く跳ちよう躍やくして躱した。

　──が、地上の彼女が不ふ遜そんに微笑する。

　そんな場所に移っていいのか？　ヴィナスは瞳ひとみでそう言っており、クロトは理解した。

〈腐界〉で倒たおしたドラゴンよりも眼前の〈ドラゴンスレイヤー〉の方が高度な戦闘能力を持つことを。

「これを凌しのげれば──下位ドラゴン並みだぞ、カミノメ・クロト！」

　刹那、カチッと謎の音がして、それと同時に八人のヴィナスが地上に出現する。

（なっ……？　分身──！）

　クロトは目を見開く。今度は電像でも、超ちよう高こう速そくによる残像でもない。常じよう軌きを逸いつした超ちよう絶ぜつ的な神技──完全な実像が八人同時に出現した。

　滞たい空くう状態のクロトは《ザラストラ》内の武器と異能に超高速度検けん索さくをかけるが、該がい当とうの異能はない。完全オリジナルか、未知の原理を利用しているようだ。

　と、八人のヴィナスが地上から、剣による衝しよう撃げき波はを空中のクロトに一いつ斉せい発射する。

　しかも連れん弾だん。速そく射しや砲ほうのような激しいアタックが多方向から次々とクロトに襲おそい来る。

（謎なぞ解ときしている暇ひまも、逃にげ場ばもない──）

「──黄Ⅳイエロー・クアツド！」

　だが衝撃波なら、要は超圧縮された空気の塊かたまり。クロトはレベルⅣの身体活性で強化した拳こぶしを振ふるい、同威い力りよくの衝撃波でヴィナスの真っ赤な剣風衝撃波を相殺していく。

　十六、十七、十八──十九発目の赤い衝撃波を相殺した瞬間、地上でヴィナスが細い指を一本立てた。

　約束の三秒のうち、やっと一秒が経過したらしい。

（──あと二秒もあるのか）

　超高速領域に入っているクロトとヴィナスの姿は、通常の人間には消えているようにしか見えない。一いつ般ぱん生徒を巻き添えにしないためにもそれが最良ではあるが──

　ヴィナスの表情は余よ裕ゆうに満みち溢あふれており、まだ本気を出しているようには見えない。

　案の定、彼女は言う。

「これを躱せれば──中位ドラゴン並みだ！」

　そしてクロトは驚きよう愕がくする。カチッと謎の音がした直後、ヴィナスが十六人になった。

　原理不明ながら、今度のヴィナスも全て実体を持っている。

（何なんだこいつの攻撃は──？）

　刹那、地上のヴィナスが消えた。十六人の彼女が虚こ空くうのクロトと同じ高さまで跳躍し、実体を持つ十六本の長剣で、超高速多角度連続攻撃を仕し掛かけてくる。

　ヴィナスの一人が真紅の剣を振ると、瞬間的に五十六回の同時斬撃が放たれた。

　しかも、それが十六人分──

　合計八百九十六の剣けん閃せんが限定空間を強制的に埋うめ尽つくし、物質の存在密度を狂くるわせ、物理法則の乱れが赤い稲いな光びかりと化して周辺を飛び交い、中空は半ば異界と化す。

（──まともに付き合っていられるか！）

　クロトは《ザラストラ》の更さらなる強化能力で物理法則を超え、真紅の雷らい光こうが激しく荒あれ狂う圧縮された時間の中を縦じゆう横おう無む尽じんに移動して、攻撃をひたすら回避する。

　そして六百五十五発までの斬撃を躱したクロトだが、

「……っ！」

　やがて一刃が腹部を貫つらぬき、それと同時に残りの二百四十発の剣撃が、全てクロトの身体にざくざくと突き立てられた。

　二秒経過。その時点でクロトの肉体を完全に破は壊かい──

　と、思われた次の瞬間、十六人のヴィナス全員が美しい両目を見開いて、

「──ほう……そう来たか」

　彼女が呟つぶやいた直後、クロトの身体が見る間に膨ふくれ上がって空中で爆ばく発はつした！

　その凄まじい光熱と爆ばく風ふうで、赤い稲いな妻ずまと十六人のヴィナスの姿は瞬しゆん時じに搔き消える。

「──お前が最初に見せた、電像と重なる技術の応用だ」

　と、雷光が消えた虚空を見上げながら、地上で本物のクロトが静かに呟いた。

　爆発したのは闘気で生成したダミー。ヴィナスが戦闘開始時に使った闘気電像だった。

　電場を使用しているが故、《ザラストラ》で自在に動作をコントロールできるその幻に、異能製の爆ばく弾だんを持たせて途と中ちゆうで入れ替かわったのだ。

　最低限の動きで躱してもよかったが、縦横無尽に動き回ったのはそれを見破られないための視覚的迷めい彩さい。自分が使った技術をリアルタイムで相手が習得して仕掛けてくるとは普ふ通つう思わないからこそ、ヴィナスは引っ掛かかったのだろう。

　あるいは──

「三秒経過。合格だ」

　いつの間にかルシャスの隣となりに戻もどっていたヴィナスが、満足げに指を鳴らした。

　そう、あるいは彼女はクロトを合格させて学院に入学させる方が、今後も戦いを楽しめると判断したのかもしれない──

「今ので何％の力だ、ヴィナスよ？」

　ルシャスの問いに、ヴィナスが涼すずしげに答える。

「七％というところでしょうか。最初は三％の予定だったのですが」

「──素晴らしい。流石さすがはクロトというところだの」

「最終的には百％を出したいものです──Ｓランクの小隊戦で」

　ヴィナスは意味ありげに微笑すると、炎ほのおのような髪かみを優雅に搔き上げる。

　一方、再びテーブルの対面に出現したクロトを見て、ルティシアは目を瞬またたいていた。

「あれ……？　クロト、いつの間に」

　クロトはティーカップを持って冷えた紅茶の残りを飲むと、

「入学試験、受かったよ」

「そ、そうなのか……？」

「うむ！　めでたくな」

　と、ルシャスが二人のテーブルのそばに歩み寄ってきて告げた。

「入学が決まったところで、ぬしら新入生には説明せねばならんことがある。二人とも私についてきてくれ！」
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　この学院には《小隊システム》というものがある。

　生徒は竜装騎士ヴアラードラグーンと竜装設計士ヴアラーデザイナーと竜装整備士ヴアラーメンテナーから成る三～五名の小隊を作り、独自に鍛たん錬れんを重ね、チームワークを向上させて、協同で様々な任務に当たる。

　主要な任務は見回りだ。

　ドラゴンが森から抜ぬけ出そうとしていないか、巡じゆん視しするのである。

　この国ヴァントワーヌは、北に広がる竜の棲すむ特異森林地帯──〈腐界〉と接しているため、ある意味、常に危険と隣となり合わせだ。

〈腐界〉の境目には、遥はるか昔《竜の女神メーデンドラツヘ》が封ふう印いんを施ほどこしたが、僅わずかずつ経年劣れつ化かしており、時折ドラゴンが封印の網あみ目めを抜け出てくるのである。

　抜けられるのは小型のドラゴンだけだが、メッシュ状の封ふう印いん壁へきが緩ゆるむことで、徐じよ々じよに大きなドラゴンが出られるようになりつつある。

　そしてドラゴンが外に出た時、唯ゆい一いつ対たい抗こうできるのは、竜装騎士ヴアラードラグーンとして日々弛たゆまぬ訓練を続けている《戦術竜装タクテイクスヴアラー》遣づかいだけ。つまり、ヴァントワーヌ永世中立国は《竜装ヴアラー》開発の最さい先せん端たんというだけでなく、人類とドラゴンが封印壁を巡めぐって牽けん制せいし合う場所──

「つまりは異種族間戦争の最前線というわけだ」

　と──そんな風にヴィナスは説明した。

　今、クロトとルティシアは学院長ルシャスと生徒会長ヴィナスに先導されて、暖かな午後の学院構内を歩いている。

「いずれ完全に封印が破れてドラゴンの逆ぎやく襲しゆうが始まるのでは──と怖おそれる者も多いが、我々がいる限り、そうはさせん。巡じゆん回かい任務は交こう替たい制で昼夜問わず行っているから、封印壁のそばで何かあればすぐに分かる。《大侵攻ドラゴンウオーハザード》を起こさせる気はない」

　ヴィナスの威い勢せいのいい言葉にクロトは眉まゆを持ち上げて、

「《大侵攻ドラゴンウオーハザード》？」

「聖典に記されている災さい厄やくだ。人類の大半が死し滅めつするらしい」

「それはまた……眉まゆ唾つばだな」

「当然だ。人類がそう簡単に負けるものか」

　ルシャスはなぜか無言。ルティシアも何か考え込んでいるようで会話に絡からんでこない。

　その様子を訝いぶかしげに見ながらクロトは顎あごを摘つまんで、

（とはいえ、事実としてドラゴンはいる。そして森の境目には封印──ドラゴンだけを遮しや蔽へいする透とう明めいな壁かべがあるわけだ。そして、その内側では何が起こっても干かん渉しようしない……）

　魔ま導どう騎士団と遭そう遇ぐうしたのが森の境目だったら、案外ルティシアは学院の自警団あたりに助けてもらえたのかもしれなかった。

　ヴィナスは燃えるような赤い髪を優ゆう雅がに搔かき上げて咳せき払ばらいすると、

「さて、小隊の話に戻ろう。隊のメンバー構成は自由だが、竜装騎士ヴアラードラグーンだけだと整備が困難だし、かといって整備士ばかりだと戦せん闘とうで不利になる。だから普通は戦闘三人、バックアップが二人という構成が多い」

「まあ、そうなんだろうな」

「だがバックアップが一人という小隊も当然ある。要は竜装設計士ヴアラーデザイナーと竜装整備士ヴアラーメンテナーを兼かねる者がいればいいのだ。その二つは分野的にも近いものがあるからな。戦闘要員が多い方が基本的に強く、校内ランク戦で有利になる」

「ランク戦……？」

「小隊システムのもう一つの役割だ。同じランクに属する小隊同士で模も擬ぎ戦をしてポイントを奪うばい合う。Ｅランクからスタートして最高はＳ。最低はＦ。そして、この学院の卒業試験を受けるためには、小隊に所属してＳランクに到とう達たつしていなければならない」

「ああ……それのことだったのか」

　整備科のユーリが確かそんな話をしていた気がした。

「そして──」

　と、ルシャスがヴィナスの話に続けてこう語った。

「クロトよ、お前にはヴィナスの率いる小隊と戦い、勝ってもらいたい。それがぬしに記き憶おく回復の術をかける条件だ」

「──何だって……？」

「すまんな。ヴィナスと相談して、ぬしが試験に合格した時はそうするよう決めたのだ」

　クロトは思わず眉を顰ひそめる。

「……なぜなんだ。理由を聞かせてくれよ」

「入学した以上は、それ相応の時間をここで過ごし、本当の意味で学院の一員になってほしいからだ」

　と、クロトの質問に横からヴィナスが答えた。

「もしも今すぐ術法をかけたとして、記憶を取り戻したお前が、学院はもう用済みだと考えない保証はない。我々はお前のことをもっと知る必要があるし、逆にお前にも我々のことを詳くわしく知ってほしいのだ。それを判断するための時間を取ったと考えてくれ」

「──っ」

　正論だが、感情的には納得できなかった。納得できないが──

　ここで激げつ昂こうするほど浅はかでもない。郷に入りては郷に従えだ。《ザラストラ》の力を本気で使えば最終的には何とかなるだろうと考えて、クロトはどうにか自制する。

「心配するな。お前がいる小隊なら、すぐにわたしの所属するＳランクまで到達できる。その時は今度こそ全力の勝負をしよう」

（そうか──ヴィナスはＳランク。俺が彼女の小隊と戦うためにはそこまでランクアップする必要があるのか……）

　簡単にはいかないかもしれないな、とクロトは唇くちびるを軽く嚙かむ。

　会話を続けながら、学院構内を北に歩き続けていると、やがて砦とりでに似た高い壁を持つ巨きよ大だいな建造物が見えてきた。

「着いたぞ。これが一年生の兵舎だ。壁の中には小隊ごとに専用の待機室がある」

（小隊の待機室……？　部室みたいなものか）

　アーチ状の大きな門を抜けると、高い壁の内側は中央が広場になっていた。

　周りを囲む壁へき面めんには無数のドアがついている。

「ぬしらの小隊はここだ」

　ルシャスとヴィナスに導かれて北ほく壁へきの一番右のドアを開けると、奥はこぢんまりした部屋になっていて、

「──えっ？」

　室内にいた二人が驚おどろきの声を上げて、クロトとルティシアも目を瞬く。

「シャロン、ユーリよ。この二人が補ほ充じゆうメンバーだ。ほやほやの新入生だから色々なことを教えてやってくれ」

　ルシャスは涼しげにそう言う。──偶ぐう然ぜんにしてはできすぎていた。

　小隊待機室の中にいたのは、活発そうな顔の美少女と、座学で隣に座った美少年──

　シャロンとユーリだった。

　ヴィナスが不敵な微び笑しようを浮うかべて呟く。

「四人とも大陸史上稀まれに見る特異なアビリティの所有者だからな。ある意味、運命で結ばれた──特にルティシアとシャロンは宿命的な関係と言えるかもしれない」

「まあ、運命がどちらに転ぶかはまだ分からんがの……」

　後のことは任せたと言い残し、ルシャスとヴィナスは足早にその場を去っていった。
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「まさかあなたたちが来てくれるなんて思わなかったわ！　さっきはお礼を言いそびれちゃったから内心気にしてたの。ありがとう！」

　シャロンが元気いっぱいの笑顔で駆かけ寄ってきて、両手を差し出した。

　右手でクロトの手を、左手でルティシアの手を握にぎり、勢いよく上下に振ふる。

「わたしはシャロン・アデルト。騎士科所属の一年生で、このＳＲ15小隊のリーダーよ。ぜひ隊長って呼んで！」

「俺はクロト。よろしくな、シャロン」

「わたしはルティシア。シャロン、これからよろしく頼たのむ」

「えっと……。別に隊長呼びじゃなくてもいいんだけど。いいわ、これからよろしくね」

　シャロンは見た目が美少女なだけでなく、気持ちのいい性格の持ち主だった。

　午前中、訓練場で《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を暴走させた彼女の姿をクロトは思い浮かべて、

（明るくていい娘こだな。でも彼女がリーダーっていうのは少し危なっかしい気もする。確かユーリはしっかりした奴やつだった。どちらかといえば彼の方が──）

　顔を向けると、なぜかユーリは部屋の隅すみへと向かっていき、

「──ちっ！」

　突とつ然ぜん壁かべを蹴けりつけたので、クロトは目を瞠みはった。

「出会い頭で虚きよを衝つかれた……ヴィナス！　ボクの前にのうのうと顔を出しやがって」

　そのまま何度も壁を蹴るユーリ。

（な、何だってんだ……？）

　初対面の時は穏おだやかな好人物に思えたが──

　意外な豹ひよう変へんぶりにクロトが呆あつ気けに取られていると、気づいたユーリが振り向いて、

「あっ──」

　途と端たんに赤くなり、咳払いして態度を取り繕つくろう。

「ボクとしたことが、怒いかりで我を忘れるなんて──恥はずかしいな……」

　落ち着きを取り戻もどした彼は前まえ髪がみを搔き上げ、クロトとルティシアに歩み寄ってくる。

「ボクはユーリ・ウルヴァリン。整備科の一年生だ」

「あ、ああ……」

「う、うむ……」

　戸と惑まどい気味のクロトとルティシアに、ユーリは苦い顔で頭を下げて、

「驚かせてごめんよ。生徒会長とは前に色々あってさ……。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「何がどう大丈夫なんだ？　という質問はしないでおくよ」

「してるしてる……。ただ、今はそのことには触ふれないでほしい。話すと長くなる。いずれ時間がある時にでも説明するから」

「時間……？　これから何かあるのか？」

「ランク戦よっ！」

　ぴょんと兎うさぎのように飛とび跳はねてシャロンが話に割り込んできた。

　両目をきらきらさせて張り切る彼女を見ながら、ルティシアが呆気に取られた顔で、

「ランク戦って……いきなりか？　わたしたちは学院に来て一日目だぞ？　ルールも知らないし、そもそも午後まで見学するだけの予定だったのだが」

　ユーリが溜ため息いきまじりに肩かたを竦すくめる。

「すまないね。シャロンが事前に申し込んじゃっててさ」

「事前に……？」

「もう一人のメンバーが──ちょっとわけありで故郷に帰っちゃって以来、ずっと出場できなかったんだ。最低でも三名いないと小隊とは認められないからね。今日の午後に補充メンバーが来るって、あのクソ女……じゃなかった、生徒会長から通達があったから、シャロンは楽しみにしてたんだ」

「いや、だからって──」

　生き真ま面じ目めな性格のルティシアにしてみれば、軽率としか思えない行こう為いに違ちがいない。

　困った顔で彼女が振り返るので、クロトは頭を搔きつつ状じよう況きようを整理する。

「ん……つまりこういうことか？　どんなメンバーが来るかも分からないのに、今日ランク戦をすることは決めて申し込んでいた。そして勝つ気まんまんだったと」

　クロトの指し摘てきに、ユーリは気まずげに繊せん細さいな前髪を搔き上げて、

「まあね。──うちの隊長、思い立ったら即そく行動だからさ」

「ユーリったら。そんなに褒ほめたって何も出ないわよっ」

（……この小隊、割と問題ありなのかもな）

　困こん惑わく気味のクロトとルティシアに向かい、ユーリは肩を竦めて語る。

「時間がないから、手短にボクらの力を説明しよう。隊長のシャロンは感情量が豊富だけど、そのせいで竜りゆう核かくと調和できずに、まだ《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えない。ボクは竜装整備士ヴアラーメンテナーだけど、整備するものがない状態──とまあ、そんなところさ。君たちは？」

「いや……だから俺もルティシアも入学初日だし、当然《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は持ってないよ。分かってるだろう？」
















「分かってるけど、一応聞いてみた。となると──」

　ユーリは両目を柔にゆう和わに細めてしばらく沈ちん黙もくした後、

「全員素手で敵の小隊と戦わなきゃならないな」

「……ランク戦ってキャンセルできないのか？」

　すると横から割り込んできたシャロンが毅き然ぜんと拳こぶしを握って、

「できるけど──無理！」

「どういう意味だ？」

「システム的にはできるけど、わたしの闘とう争そう心が収まらないってこと。全員素手でも何とかなるわよ。んっ……今こそわたしたちのチームワークを見せる時！」

　チームワークも何も今日会ったばかりじゃないか──というクロトの真っ当すぎる指摘は、血気に逸はやるシャロンの耳には届かなかった。

「さあ、みんな行こ！　ＳＲ15小隊出しゆつ撃げき！」

「ど、どうするのだ、クロト……？」

「……なるようにしかならないな。ひとまず体験してみよう」

　クロトたちはシャロンに先導されて、構内のランク戦会場に向かう。







　十分後──。小規模な円形闘とう技ぎ場で、クロトたちは敵と相対していた。

　相手もこちらと同じＥランク小隊。制服姿のバックアップ要員が三名と、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとった竜装騎士ヴアラードラグーンが二名というメンバー構成だ。

　二人はベスとアビーといい、Ｅランクではそれなりの実力者らしい。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は一年全員に共通の汎はん用よう型〈バラネスク〉シリーズ──今は何も装備していないが、拡張性が高く、操作性に癖くせがないため、上級生でも愛用する者が多いという。

　対するこちらは全員制服姿で、何の武装もなかった。

「……勝てるわけないじゃないか。それとも何か策でもあるのか、シャロン？」

　クロトが訊きくと、振り返ったシャロンは艶つややかな髪かみをなびかせてウインク。

「大丈夫。根性で何とかなるわ！」

　女の子の魅み力りよくいっぱいの可か憐れんな笑顔で、シャロンは身も蓋ふたもない根性論を披ひ露ろうする。

「わたし、これでも戦せん闘とうセンス抜ばつ群ぐんなのよ。期待して見ていて！」

「……ほ、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「任せて！　わたし、やる時はやるんだから」

　とりあえず初戦だ。ひとまず彼女の実力を見てみようとクロトが思う一方で──

「むう……。戦闘のルールはどうなっているのだ？」

　ルティシアは眉まゆを寄せてユーリに質問していた。

「ルールはシンプルだよ。ランク戦は、小隊の竜装騎士ヴアラードラグーンが全員フィールドに出て、一いつ斉せいにぶつかり合う集団戦だ。竜装設計士ヴアラーデザイナーと竜装整備士ヴアラーメンテナーは戦いに出られないから注意して」

「ふむ」

「全ての権限は最初から最後まで隊長が保有する。隊長は常にフィールドに出ている義務があるんだよ。流れとしては、最初は隊長同士が勝負を申し込んで、決着も隊長が先に倒たおされた方が負け！」

「倒されるというと……具体的には？」

「隊長が降参するか、隊長の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》にダメージを与あたえて機能停止させるか」

　──今回の場合、敵の小隊長には《戦術竜装タクテイクスヴアラー》があるから、それを停止させるか降参させるかが、こちらの勝利条件となる。

　逆に敗北条件はシャロンが降参することだとユーリは説明した。

「まあ、見てれば分かるよ」

　やがて審しん判ぱんの上級生が前に歩み出てきて、小隊戦参加者を整列させる。

　固かた唾ずを吞のむクロトたち小隊メンバーと、敵小隊の真ん中で、緩かん慢まんに両手を上げて──

「ランク戦……スタートッ！」

　合図の直後、いきなり敵の竜装騎士ヴアラードラグーン──ベスとアビーが二人同時に突とつ撃げきしてきた。

「シャロン！　久々のところ悪いけど──」

「ポイントは貰もらうよ！」

　そう言って高速でシャロンに組み付こうとした瞬しゆん間かん、ガキィンと何かが二人を弾はじく。

「……ぐっ？」

　ベスとアビーが怯ひるんだ隙すきに、シャロンは素早く飛び退のいて距きよ離りを取った。

「助かったわ、ユーリ！　久々で勘かんが摑つかめなくて」

「頼たのむよ、シャロン。君が隊長なんだからさ」

　気き障ざな仕草で前髪を搔かき上げるユーリ。その片手には、刀身から柄つかまで綺き麗れいに澄すんだアクアブルーの長ちよう剣けんが握にぎられていた。

「それは……何だ？　魔ま法ほうなのか？」

　クロトが訊くと、ユーリは悪戯いたずらっぽく目配せして頷うなずく。

「《蒼あおノ剣けん》──水の精せい霊れい素を圧縮変へん換かんして攻こう撃げき形態に転化させたものさ。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を破は壊かい……するのは無理だけど、うまくカウンターを取れば防ぐ程度はできる。Ｅランクの見習い竜装騎士ヴアラードラグーンが相手なら、やり方次第でそこそこ戦えるよ」

　そういうことか、とクロトは思う。今のユーリの技ぎ倆りようは尋じん常じようなものではなく、だからこそＥランクとはいえ、竜装騎士ヴアラードラグーンの突撃を止めることができた。つまり──

「──ユーリは剣と魔法で戦える竜装整備士ヴアラーメンテナーなのか」

「ボクはクヴァル公国の……とある騎士家の生まれでね。剣でも魔法でも大たい抵ていの者には負けない自信がある」

「確かに魔法の発動が速かったな。まあ、事前に準備していたのかもしれないが」

「両方正解。ボクはあの女……いや、生徒会長と色々あって、本来の小隊戦には竜装騎士ヴアラードラグーンしか出られない規約なんだけど、特例として竜装整備士ヴアラーメンテナーでも参加することを許されているんだ」

「そうなのか」

　──過去に何があったのだろう？　ますますユーリとヴィナスの関係が気になるが、それを訊き出す状況でもない。

「しかし……いくらボクでも竜装騎士ヴアラードラグーン二人の相手はきつい。疲つかれることになりそうだよ。設計士のクロトは戦闘には出られないから後方でサポート頼む──と言いたいところだけど、サポートする《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を誰だれも持ってないから──」

「まあ今日は仕方ないな。俺は後ろでお手並み拝見といくよ」

「うん、それがいい。ルティシアもまだ勝手が分からないだろうから、下がっていて」

　ところがユーリの言葉に、ルティシアはかぶりを振ふって勇ましく拳を握った。

「いや、わたしはやるぞ。もうこの隊の一員なのだ。やるからには全力でやらねば！」

　生き真ま面じ目めにそう言って、ルティシアは凜り々りしく前に飛び出す。

「ちょうどわたしの魔法形成も終わったところだ──行け！　第二階位火か炎えん系広こう範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほう──尖晶石槍レツドスピネル・《噴出焰イラプシヨン》！」

　ルティシアが掲げた片手周辺から、火か焰えんの短たん槍そうが大量に出現。敵の竜装騎士ヴアラードラグーン二人がいる範はん囲い内に、真紅のシャワーが連続的に撒まき散ちらされるが──

「……何っ？」

「無む駄だよ、新入生！」

　連続する甲かん高だかい衝しよう突とつ音の中で、火炎短槍は次々と撥はね飛とばされていった。

　ベスとアビーは両者ノーダメージ。手前で全て弾かれて、そもそも装そう甲こうに当たっていない。不可視の何かが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の前に展開し、ルティシアの攻撃を遮しや断だんしている。

　ユーリが前まえ髪がみを搔き上げて穏おだやかに告げた。

「竜装騎士ヴアラードラグーンはＤバリアを持つ。ルティシアの魔法レベルじゃ、一点集中させないと効果は薄うすいんじゃないかな」

「Ｄバリア……？　何だそれは？」

「ドラゴンの防ぼう御ぎよ力の秘密だよ。奴やつらの鱗うろこは内側から異能的バリア力場で支えられているんだ。支持体の硬かたさとバリアの相乗効果が奴らの竜りゆう鱗りんを強固なものにする。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はそのバリアフィールドを身体からだの周辺に張はり巡めぐらせることができるんだ」

「そう……だったのか」

　初めて知る事実に目を丸くするルティシア。

　と、その隙を突ついてベスとアビーが彼女に猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた。

「──これで分かった、新入生？　生身じゃ絶対勝てないのよ！」

（まずい──）

　後ろで傍ぼう観かんしていたクロトだが、ルティシアに怪け我がはさせたくない。《ザラストラ》で軽く蹴け散ちらそうと前に出かけたが、その前にシャロンが声を張り上げた。

「ちょっと！　新入生を狙ねらわないでよ！」

《呼集法サイフオン》──《支配法コントラクト》──《使役法ハンドル》。

　魔法で疾しつ風ぷうを纏ったシャロンが敵二名の竜装騎士ヴアラードラグーンを猛もう追ついして、

「待ちなさい！」

「──って、引ひっ掛かかったね！　相変わらずシャロンは単純なんだから！」

「え？」

　追つい撃げきするシャロンに、突とつ然ぜんベスとアビーが振り返って組み付いた。

　二の腕うでを摑んで投げ飛ばし、物もの凄すごい勢いで地面に打ち付ける。

「──きゃあああっ！」

　仰あお向むけのシャロンを上から押さえつけると、ベスとアビーは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みを浮うかべ、

「まだやる、シャロン？」

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のパワーアシスト機能は装備者の筋力を飛ひ躍やく的に増ぞう幅ふくする。ベスとアビーが手加減しているのは誰の目にも明らかだった。

「こ、降参……よ」

　シャロンはそれだけ言うと力ちから尽つきて気を失い、慌あわててユーリが救護に走る。




　──かくして、この日の敗北でポイントを奪うばわれたシャロン小隊は、Ｅから最下位のＦランクへと降格したのだった。







　第四章　ザラストラの秘密







　とある心地ここちいい眠ねむりの時間──

「ん……」

　気づけばクロトはそこにいた。

　無限に続く黒い地平に、独自の淡あわい環境光アンビエントライトが全方位から均等に照射されている。

　クロトが立っているのは、その黒い世界の中心だ。

　近くに脊せき柱ちゆうそっくりの巨きよ大だいな《方尖塔オベリスク》が屹きつ立りつし、暗黒の天の彼方かなたへ続いているが、あまりに高すぎて頂上が見えない。

《方尖塔オベリスク》の周囲には、放射状に三重のエリアが広がっていて──

　塔とうから五キロ以内が[image: α]ゾーン。

　その境界から二十キロ以内が[image: β]ゾーン。

　更さらにその境界の外が[image: γ]ゾーン──

　[image: γ]ゾーンは漆しつ黒こくの封ふう印いん壁へきにぐるりと囲まれており、その先に何があるかは不明である。

　クロトは髪かみを搔き回して呟つぶやいた。

「──そうか……寝ねてる間にうっかり滑すべり込んじまったのか」

　そこはクロトの体内にある《超ちよう空間》。

　自分自身を格納することも可能な高位次元領域──異能《ザラストラ》の中だった。

「──でもまあ、せっかくだ。保留にしていた〈あの謎なぞ〉でも解いておくか」

　ゆっくりと歩き出す。この空間におけるクロトの身体能力は極めて高く、[image: γ]ゾーンまで一いつ瞬しゆんで移動できるが、急ぐ必要もない。

　ここにいる間、外の時間は完全に止まっているからだ。《超空間》の中で何時間過ごそうと、現実では一秒も経過していない。

　そう──初めてここに来たのは〈腐界〉の森の中でルティシアを助けた直後だった。

　頭痛と共に記き憶おくの一部が甦よみがえり、気づけば武器庫サイロの前にいた。

　最初は驚おどろいたが、もともと知っていたことだと認識すれば驚きはすぐに消える。

　そしてクロトは順番に、第一武器庫サイロ、第二武器庫サイロ、第三武器庫サイロまでの支配権を取り戻もどしていったのだ。

　武器庫サイロとは[image: β]ゾーンにある異能ライブラリで、吸収した特とく殊しゆ攻こう撃げきをしまう施し設せつである。

《超空間》には幾いくつかの施設が存在し、概がい要ようはこうだ。




　・[image: α]ゾーン──四棟とうの基き礎そ施し設せつ《解かい析せき場じよう》《採さい掘くつ場じよう》《錬れん成せい場じよう》《複ふく製せい場じよう》がある。

　・[image: β]ゾーン──全十二棟の武器庫サイロがある。

　・[image: γ]ゾーン──封印壁の向こうに途と轍てつもない何かがあるようだが、現状は正体不明。




　中でも重要なのは、[image: β]ゾーンにある十二棟の武器庫サイロ──

　そこには吸収した異能以外に、デフォルトで所有する異能や魔法、更には欠けた記憶が分割貯蔵されている。

　つまり、武器庫サイロが一つ解かい錠じようされるたび、記憶が十二分の一ずつ回復していくのだ。

　今は第三武器庫サイロまで開いているため、あと九つの記憶を取り戻す必要がある。

　そうすれば自分が何者か、どうすれば元の世界に帰れるか、判明するのだが──

「──意外と厄やつ介かいなんだよな」

　クロトは第四武器庫サイロの前で腕うで組ぐみした。

　武器庫サイロのサイズは、どれも学園の校舎ほど。形はドーム状で色は漆黒。壁かべには細い管が幾き何か学がく的に張り巡らされて拍はく動どうしている。

　第四武器庫サイロの扉とびらには、奇き妙みような数字が刻まれていた。




『１２４・２３・３４、７８・１２・３、３８９・２６・１５、２１９・９・３９、５１・４・１７、１１７・２０・１８、３・３２・１５、２６５・２８・１７、３７・１９・３６、２３１・１２・２９、１２４・１６・４０、２８７・８・１１、３５２・２３・９、１９５・１９・３８』




　クロトは溜ため息いきを吐つく。以前来た時も散々考えたが、やはり意味不明だった。

「暗号なのか……？　解読できれば、第四武器庫サイロの扉を解錠できるんだろうけど──」

　これだけでは難しい。

　暗号には単体で解くものと、何かと組み合わせて解く暗号の二種類があり、目の前にあるのは典型的な後者だ。外部から何らかの暗号解読鍵かぎを手に入れる必要がある。

（この数字の羅ら列れつ、一見すると無秩ちつ序じよだが、実は三セットの数字の組み合わせからできている。１２４・２３・３４……。最初の数が大きくて、後の二つの数が小さいことにヒントがありそうだが）

　──そのような性質を持つ物質とは何だろう？

　思案しながらクロトは《超空間》の中を散策し続けるが、思いつかない。

　無論、外の世界でルシャスに記憶回復の術をかけてもらえば、あらゆることが解決するのだろう。全武器庫サイロのロックが外れ、中の全記憶がクロトの中へ流れ込むはず。

（──だが……そう簡単にはいきそうもないからな）

　ルシャスに術をかけてもらう条件は、ルティシア、シャロン、ユーリが所属するＦランク小隊をＳランクまで昇しよう格かくさせて、ヴィナスの小隊を倒たおすこと。

　しかも小隊戦で戦えるのは、基本的に竜装騎士ヴアラードラグーンのみ──

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を扱あつかえるのは《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいの少女だけだから、クロトは後方でサポートに徹てつするしかなく、道程は相当険しいと言わざるを得ない──が、

（やるしかないんだ。記憶がなければ元の世界に帰るどころか、この世界が何なのかすら分からない……。まあ、小隊戦の方は徐じよ々じよにチームの力を上げていくしかないだろう。そして俺は俺で、一つずつでも武器庫サイロの封ふう印いんを自力で解いていかなくては──）

　小隊の件と並行して、まずは封印された第四武器庫サイロの暗号を解く。それがクロトの直近の目的だった。

「む……？」

　ふと顔を上げると、目の前に真っ黒な壁があった。

　長時間歩き回っているうちに、いつの間にか[image: γ]ゾーンまで到とう達たつしていたのだった。

　[image: γ]ゾーン──

　無限の高さまで聳そびえる封印壁に遮さえぎられて、それ以上奥へは進めない。

「……この先には何があるんだろうな。いずれは調べてみないといけないが……」

　クロトが封印壁に触ふれると、いつもと同様、竜の頭部を連想させる謎の刻印が掌てのひらを中心に浮かび上がった。

　微び弱じやくながら、壁の向こうに何かの気配を感じる。異形の破は壊かい兵器か、巨大な獣けものが眠っているような──

　ドラゴンの息吹いぶきに似たものが聞こえるのは気のせいだろうか？

　この先には『何かがある』のではなく、『何かが棲すんでいる』のかもしれない。




　　　　◆　◆　◆




　飴あめ色いろの陽が窓から射し込む、午後四時の小教室。

　クロトとユーリは並んで席につき、『竜学基き礎そⅠ』の授業を受けていた。

「──ドラゴンは一いつ般ぱん的に〈猛もう竜りゆう〉、〈蛇じや竜りゆう〉、〈飛ひ竜りゆう〉などと分類されますが、それらとは全く異質な種族がおり、それが竜りゆう王おうこと《八大竜エンシエント》で──」

　竜装学院にクロトが入学して、五日が経過。学院生活にもほぼ慣れた。

　順応してみれば、元いた世界と大差なく、学院で勉強して、放課後は小隊で訓練して、ルティシアと二人の寮りように帰って休むという流れ。

　今日受ける授業はこれで最後だから、この後は小隊活動だ。騎士科で今、実技の授業を受けているルティシアとシャロンに、そのタイミングで合流する。

　と、不意にユーリがクロトに顔を近づけてきた。

「クロト、今重要なところを説明してるよ。聞いておいた方がいい」

「ん……？」

「たぶん君がまだ知らないことだ」

　若干うたた寝していたクロトだが、顔を上げて教きよう壇だんの方を見る。

　設計科のクロトと整備科のユーリは共通の授業が多い。隣となりに座っていると大事な時に起こしてくれるから、非常に助かる。

「？　どうしたんだい、クロト。鼻なんか擦こすって」

「……いや、別にどうもしない」

　香こう水すいでも付けているのか、ユーリは妙みように甘い匂においがするので、顔を近づけられると少し戸と惑まどう。一瞬、女の子かと思うほどだ。

　寝ね起おきだから判断力が鈍にぶってるんだろう、とクロトは自分を納得させる。

　午後の陽光を浴びて、眩まぶしげに眼鏡めがねを直しながら教師は語った。

「──《八大竜エンシエント》の内訳はこうなっています。《大だい壊かい層そう》ティアマトー、《無む限げん還かん》ヨルムンガンド、《邪じや溶よう焰えん》スマウグ、《皇こう戦せん禍か》ファーヴニル、《蛇だ蝎かつ侯こう》アジダハーカ、《死し喰しよく帝てい》ジルニトラ、《魔ま海かい嘯しよう》リヴァイアサン、《蛇じや剣けん樹じゆ》ニーズヘッグ──」

（《大壊層》ティアマトー、《無限還》ヨルムンガンド……）

　クロトはノート代わりに使っている体内のワークエリア──《複製場》に教師の声を録音していく。

「中でもティアマトーは大地を司り、最強の防ぼう御ぎよ力を誇ほこるという、極めて凶きよう悪あくな──」

　と、教師がティアマトーの詳しよう細さいを説明しようとした時、授業終しゆう了りようのチャイムが鳴った。

「──今日はここまでにしましょう。帰宅後、復習を忘れないように」







　その日の授業を全て終えたクロトたちは教室を出て、いつもの小隊待機室へ向かった。

　ユーリと並んで廊ろう下かを歩きつつ、ふと思い出してクロトは訊きく。

「なあ、数字三セットの組み合わせというと何を連想する？」

「え、突とつ然ぜんどうしたんだい？」

　ユーリに不思議そうな顔をされて、クロトは説明に迷った。

　まさか授業中うたた寝をしている間に異能《ザラストラ》の超空間内に滑り込んでしまい、第四武器庫サイロの扉の暗号について考えていた──と説明するわけにもいかない。

「いや、何でもない……訊いてみただけだよ」

「そう？　別にいいけど。そうだな、三つの数字のセットといえば──」

　ユーリは綺き麗れいな細い顎あごにしばらく手を当てて、

「やっぱり……スリーサイズかな？」

　と、答えた。

　その後、なぜか慌あわてて両手を振ふりながら、

「じ、自分のスリーサイズじゃないよ！　当然、女の子のスリーサイズさ！」

　何を当然のことを言ってるんだとクロトは思う。ユーリはこちらの認識以上に几き帳ちよう面めんな性格なのかもしれない。

（とはいえ、１２４・２３・３４、７８・１２・３……これでスリーサイズは流石さすがにないな。他に三つの数字のセットと言えば──）

　思考に耽ふけりながら廊下の角を曲がると、ふと前方から歩いてくる女子生徒と目が合う。

　波打つ真紅の麗うるわしい長ちよう髪はつと、知性的で大人びた美び貌ぼう。

　ヴァントワーヌの最強竜装騎士ヴアラードラグーン──三年のヴィナス・クロフォードだった。

「カミノメ・クロト……。学院生活にはもう慣れたか？」

「ああ、五日もいれば流石にな」

「最近、活かつ躍やく目覚ましいそうじゃないか。三年の間でも評判になっているぞ。設計科に極めて優ゆう秀しゆうな新入生がいると」

「……そうでもないと伝えておいてくれ」

（優秀に見えるのは当然だ。俺は《竜装ヴアラー》の知識をもともと持っているんだから──）

　と、クロトが隣に目をやれば、案の定ユーリが敵意に満ちた形相に豹ひよう変へんしており、

「ヴィナス……！」

　低い声で呻うめくユーリを横目にクロトは眉まゆを顰ひそめる。

　普ふ段だんはあれほど穏おん和わなのに、ヴィナスのことになるとどうしてこうなのか。経けい緯いが気になるが、本人がどうしても話したがらない。

「ボクは……許さない。あの時のことを──」

　押し殺したようなユーリの声に、ヴィナスは長い髪かみの一束を背中側に流して、

「ならばどうする。ここでやり合うか、ユーリ？」

「……貴様──」

　余よ裕ゆうに満ちた大人の微び笑しようを向けられたユーリが、手中に魔ま法ほうを形成しようとする。

　水の精せい霊れい素を凝ぎよう縮しゆくした伸しん縮しゆく自在の魔法水すい圧あつ刃じん《蒼あおノ剣けん》──

　だが完成する前に、クロトがユーリの細い肩かたに手をかけた。

「よせよ。他の生徒が巻まき添ぞえを食う。らしくないぞ」

「──」

　ひと気のない放課後の廊下に緊きん張ちよう感かんの漲みなぎる沈ちん黙もくが漂ただよった。

「……そうだね」

　やがてユーリは深く息を吐き出し、それを機に空気が再び弛し緩かんした。

「──二人とも、困りごとがある時はいつでも相談しろ」

　クロトとユーリの横を颯さつ爽そうと通りすぎて、ヴィナスはその場を立ち去った。




　　　　◆　◆　◆




「さっきはすまなかった、クロト。つい熱くなってしまって……」

「誰だれにだってあることさ。気にするなよ」

　校舎を出たクロトたちは兵舎内にある小隊待機室に向かっていた。

　アーチ状の門をくぐり抜ぬけて兵舎敷しき地ちの広場を横切り、いつものドアを開けると──

「えっ……？」

　意外にも、小隊待機室内の奥の壁かべ際ぎわで、訓練用スーツ姿のシャロンが逆立ちしていた。

　クロトとユーリは啞あ然ぜんと目を瞬またたいて、

「何やってるんだ、シャロン……？」

「は、話しかけちゃダメ……ッ。バランスが！」

　言ったそばからシャロンは体勢をぐらりと崩くずす。──焦あせっていたのだろう。シャロンは足からの着地に失敗して、身体からだの前面を床ゆかに打ち付けた。

「……きゃうっ！」

　いかにも痛そうだったので、クロトとユーリは慌ただしくシャロンに駆かけ寄る。

「大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「え、ええ……平気よ。ちょっとびっくりしただけ」

「いや、びっくりしたのは俺たちの方なんだが……何してたんだ？」

「精神統一──」

「何？」

「──の練習……。頭に血がのぼった時でも平常心を保てるようになりたくて。わたし、気合を入れると、どうしても集中力が乱れちゃうから」

「それで逆立ちか。分かるような分からないような……シャロンらしい発想だな」

「ん……。あ、ありがと……っ」

　シャロンが瑞みず々みずしい頰ほおをぽっとピンク色に染めて俯うつむく。

「クロトって……クールだけど、ほんとは優しいのよね」

　と、そんなことを言われたクロトは戸惑いがちに掌を振って、

「いや……俺、別に褒ほめたわけじゃないぞ？　斜ななめ上の発想って意味だったんだけど」

「えっ！　そ、そうなの……っ？」

　クロトが無言で頷うなずくと、シャロンは今度は別の意味で赤くなり、握にぎった拳こぶしを臍へその辺りで左右に交差させるようにぶんぶん振った。

「ひ、ひどいわ！　どうしてそういうこと言うのよ！」

「すまない……！　でも、他に反応しようがないだろ」

「そう言えばそうよね！　って、そうなの……？　もーっ、馬ば鹿かにしないで。珍めずらしく褒めてもらえたと思ったのに……クロトの意地悪っ！」

「そ、そんなに怒おこるなよ」

　ぷりぷり唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向くシャロンを、らしくもなくクロトが宥なだめるのは、彼女が内心必死だと知っているからだ──

　話によれば、シャロンは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の動力機関である竜りゆう核かくと調和できず、未だに自分の鎧よろいを持っていない。

　感情の総量が多いのが原因なのか、集中力が安定しないのが原因か──とにかく、時折異常に高い同調性を発揮するものの、長続きせず、以前クロトに止められた時のように大たい抵てい暴走してしまうのだという。

　三ヶ月経過しても《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えない騎き士し科の生徒は、学科を強制的に移動させられる規定がある。

　ゆっくりと、しかし着実に迫せまるタイムリミット。

　どうしても竜装騎士ヴアラードラグーンになりたい彼女としては、焦らざるを得ないのだろう。

　そう、どうしても──







「──わたし、ロトム国出身なの。故郷の期待を担ってるから、挫ざ折せつは許されないわ」

　先日、小隊訓練の休きゆう憩けい中に彼女はそう語った。

「ロトム国……？」

　目を瞬くクロトに、シャロンが細い人差し指を立てて教える。

「ダーナ王国の遥はるか東にある小国よ。国土の広さは、ここヴァントワーヌの四分の一くらい」

「へえ……。そんなところから来てたのか」

「あの辺、噂うわさでは色々と面白いらしいね？」

　と、ユーリが横から歩み寄ってきて話に加わる。

「土地の資源は乏とぼしいけど、それだけに戦せん渦かに巻き込まれることが少ないから、ベアラ人とか珍しい少数民族が流れ込んでいたりする──そうじゃなかった、シャロン？」

「ええ、そうよ。今まではね──平和だった」

「今までは……？」

「最近は色んな周辺国家が、ロトムを征せい服ふくしようと食しよく指しを動かしてるの。かなり物ぶつ騒そうよ。確かにロトム国には資源が乏しいけど、決してないわけじゃないから」

「えっと……それって？」

「人的資源。ロトム国の男はよく働くし、女は美人が多いから」

「ああ──奴ど隷れいか」

　ユーリが低い声で呟つぶやき、それを聞いたクロトもつい眉を寄せる。歴史上の西せい欧おう的植民地政策がこの異世界でも行われているらしい。

「ロトム国で《竜遣いの巫女メデイウム》の血を引いているのはわたしだけだったわ。わたしは故郷の防衛力になるため、皆みなの期待を背負ってこの学院に送り出されたの。一人前の竜装騎士ヴアラードラグーンになれば、軍隊とも互ご角かくに戦えるって話だから……」

　──結構重いものを背負っていたんだな、と無言で思うクロトの前で、シャロンは自分に言い聞かせるように呟く。

「だからわたし、絶対頑がん張ばらなきゃいけないの。絶対に……！」







（──そう、シャロンの破は天てん荒こうな特訓も、要は真しん剣けんさの表れなんだ）

　クロトは元気にぷりぷり怒るシャロンを見ながら、そう考える。

　ハードな事情を背負いつつ、しかしそれを全く感じさせないのは人として格好いいとクロトは思っている。明るく楽しげな性格も、事情を踏ふまえれば更さらに魅み力りよく的に感じられる。

　──と、クロトがシャロンのことを心の中で賞賛していると、

「……ん、まあいいわ。逆立ちはもうやめる。ユーリ、別な特訓するから協力して！」

「ボク？　何をすればいいんだい？」

「わたしはここに座って精神統一してるから、色んな悪口を浴びせてくれない？　わたしは何があっても無色透とう明めいでいられる、風のような境地を会得したいの」

「それは構わないけど……言っちゃって大丈夫？」

「もちろんよ。わたし、これでも忍にん耐たい強いんだからっ」

「分かった。じゃあ言うよ……ブス」

「──何よー！」

　激げつ昂こうしたシャロンとユーリが取っ組み合う様子を見ながら、クロトは溜ため息いきを吐つく。

　まあ、この方が彼女らしいといえば彼女らしいけれど──

　と、不意に思い出してクロトは訊たずねる。

「ところでシャロン。ルティシアは？」

「え？」

「いや、なかなか来ないから。騎士科の授業で一いつ緒しよだったはずだろう？」

「あ、そうそう。ルティシアは用事があるとかで、竜装格納庫に残ったのよね。人と約束があるとかで。そう言えばちょっと遅おそいかな？」

「ふうん……」




　　　　◆　◆　◆




　シャロンの特訓相手はユーリに任せて、クロトは竜装格納庫に足を運んだ。

　授業が全て終わったため、広い格納庫はがらんと静か。大量の鉄骨が駆け巡めぐる壁へき面めんに、竜装整備士ヴアラーメンテナー用の工具ロッカーや、各生徒のハンガーが並んでいる。

　ハンガーとは、鋼鉄のフレームで構成された鎧よろい掛かけのことで、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の収納場所だ。見た目的にはフィットネスマシンに似ている。

「ん？」

　──ふと、格納庫の奥に人ひと影かげを見つけた。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の下に着けるレオタードに似た専用スーツを着た三名の女子。

　不ふ穏おんな状じよう況きようだった。

　床に四よつん這ばいになったルティシアが、気性の荒あらそうな女子に怒ど鳴なられている。

　ルティシアのそばにいるのは、以前ランク戦で戦ったベスとアビー。

　涙なみだ目めで床を這はうルティシアをベスが叱しつ責せきし、時折威い嚇かくするように足あし踏ぶみする。

　どう見てもいじめの現場だった。クロトは素早く三人のもとに駆け寄ると、

「やめろ」

　振ふり返ったベスが驚きよう愕がくで目を見開いた。

「──あんた……カミノメ・クロト？　いつの間に」

「そんなことはどうでもいい。──ルティシア、大丈夫か？」

「ん、ああ……大丈夫だ。クロトはどうしてここに？」

　床からクロトを見上げるルティシアの双そう眸ぼうには、涙がいっぱい溜まっていた。

「……戻もどるのが遅いから来てみただけだよ。さあ行こう」

　連れて行こうとしたが、意外にもルティシアは立ち上がらずに、かぶりを振る。

「ルティシア？」

「すまない……。悪いが、まだ行けないんだ。パーツを全部拾ってからでないと──」

「パーツ？」

「わたしの不手際で、アビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を壊こわしてしまったんだ。直せるかどうかは分からないけど……」

　悲しげに眉まゆを寄せるルティシア。よく見ると周辺の床には、金属と攻こう殻かくの小片が大量に散乱しており、彼女はそれを拾い集めていたようだ。

　ベスが気まずげに口を開く。

「……アビーがさ、自分の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》をルティシアに貸してやったのよ。ルティシアは張り切って動かそうとしたんだけど、なかなか稼か働どうしなくて、そのうち爆ばく発はつしちゃって」

「爆発……？　そんなことってあるのか？」

　目を瞠みはるクロトにベスは頷く。

「竜核はエネルギーの源だもの。拒きよ否ひ反応が高まれば、何が起こるか分からないよ」

　ベスの背後でアビーが顔を覆おおい、泣いていることにクロトは気づいた。

　別にいじめではなかったらしい。アビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を壊されたベスは、友達を思うが故、頭に血がのぼっていたのだろう。

　ベスは口をすぼめて続ける。

「だからあたし、やめとけって言ったのよ……。ルティシアは今、騎士科の要注意人物なのよね。彼女が使おうとすると、どんな《戦術竜装タクテイクスヴアラー》も煙けむりを噴ふいて停止しちゃう。爆発したのは初めてだけど、もう何機も故障させてるんだ」

「──そうなのか？」

　クロトが訊きくと、ルティシアは言いにくそうに瞳ひとみを逸そらして頷いた。

「うむ……。なぜかそうなってしまうんだ。わたしは強くならないといけないのに……」

　口ごもるルティシアから顔を背けて、ベスは呟く。

「当分触さわらせるなって先生は言ってたんだけど、アビーはルティシアに同情して──」

（そうか……。要は誰だれが悪いというより、三人の意図がすれ違ちがってこうなったんだな）

　クロトはこの場を収める方法を考えた。やがて一つの解決策を思いつく。

「──俺に任せてみないか」

「え？」

「これでも設計科なんだ。壊れた《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は俺が直すよ」







　クロトの提案に納得したベスとアビーが竜装格納庫を去った後──

　アビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の破片を拾い集めつつ、ルティシアは申し訳なさそうに呟いた。

「……クロト、すまない。わたしのために」

「あんまり気にするなよ」

　ルティシアの作業を手伝いながらクロトは言う。

「それに俺もそろそろ自分の腕うでを試してみたいしな。竜装設計士ヴアラーデザイナーなら修理くらいは」

「ん……。君はいつもそうやって、さりげなく気を使ってくれる……。わたしは助けられてばかりだ」

「そんなことないって。おっ、これが壊れた竜りゆう核かくか」

　クロトは壁かべの間際に小型の球体──竜核が転がっているのを見つけて摘つまみ上げた。

　通常時は宝石のように美しく、稼働時には神秘的に発光する竜核だが、今は完全に死んでいる。灰色に染まり、表面に亀き裂れつが多々入って、到とう底てい修復できそうには見えなかった。

「あ、竜核……」

　立ち上がったルティシアが小走りに近づいてきて、竜核に触ふれようと手を伸ばす。

　──と、彼女は格納庫の床ゆかの溝みぞに躓つまずいて、

「きゃっ！」

　前に倒たおれ込み、はからずもクロトに抱だきつくような格好になった。

「……」

　柔やわらかな感かん触しよくと甘い香かおりの中で、クロトは顔を熱くしつつも意識して平静な声を出す。

「お前って……よく転ぶよな」

「ご、ごめん……なさい！」

　クロトに抱きついたまま、あたふた謝るルティシアの顔は真っ赤だ。

　放課後、静せい寂じやくの格納庫で密着し、心臓の音が互たがいに届きそうな緊張の時が流れる。

　と、不意に近くで光るものがあって──

　不思議に思ったクロトが手を開くと、死んでいたはずの竜核が淡あわく発光していた。

（？　これは──壊れたわけじゃなかったのか？）

　何かが変だった。

　気づいたルティシアが手を伸ばしてそれに触れると、竜核は更に輝かがやきを増す。

「綺き麗れい……」

　うっとりと淑しとやかな感激の声を上げるルティシア。

　だが、それとは裏腹に竜核は徐じよ々じよに熱を持ち、幾いく筋もの細い煙を噴ふん出しゆつして、明らかに危険な状態へと近づいていく。光り具合はどこか異様でクロトの本能が警告を発した。

（これは……普ふ通つうじゃない！）

「凄すごい。太陽みたい──」

　乙女おとめな気分になっているのか、瞳を恍こう惚こつと潤うるませるルティシアから、クロトは素早く竜核を取り上げる。

「危ないって！」

「あ──」

　ルティシアは切ない声を上げるが、竜核の発光は止まり、クロトは安あん堵どの息を吐いた。

　そして、これではっきりした。

「──分かったぞ」

「え……？　何が？」

「ルティシアが竜核と同調できない理由……。お前は力が強すぎるんだ。地球上では心地ここちいい日光も、太陽に近づきすぎれば害になるのと同じ──」

　クロトは摘つまんだ竜核を目に近づけて奥を覗のぞきながら、

「きっと《竜遣いの巫女メデイウム》の血が桁けた外はずれに濃こいんだろうな。だから竜核がオーバーフローを起こしてしまう」

「ど、どういうことなんだ？　わたしの……血？」

　ルティシアは戸と惑まどったように口元を押さえて、

「生まれついての体質がまずいということか？　だ、だったらわたしはどんなに頑張っても《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えるようにはならないのか？」

「いや、もちろんそんなことはない」

　クロトは意味ありげに微び笑しようした。







　第五章　スカラバード・レーヴァ







　夜になり、学院生は全員帰宅したが、クロトは一人で設計科の演習室にいた。

　どこで作業しても構わないのだが、ここは周囲に道具が揃そろっているため、何かあった時に便利だろう。

「ん、始めるか」

　クロトは自分の中に音もなく滑すべり込む──

《ザラストラ》の異能内に入った瞬しゆん間かん、外の時間は停止して、全てが黒く変転──世界はクロト専用のものとなり、誰にも邪じや魔まされない永遠の時間が始まる。

　クロトは《超ちよう空間》の中ちゆう枢すう──脊せき柱ちゆう型の《方尖塔オベリスク》から、[image: α]ゾーンの《複製場》に移動すると、持参したアビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の破片を作業台の上にばらばらと置いた。

　クロトが事前に登録したものに限り、無機物も《超空間》内に持ち込むことができる。

　そして静かに呪じゆ文もんを唱えた。

「《アドラスティア》──」

　パスワードを口にした直後、黒い床から十数本の探索触手プローブが生えてきた。

　逃のがれられないという意味を持つ、どこまでも伸のびる万能型探査工具──

　その一本が幾き何か学がく的な動きでクロトのそばに近づき、爪つめ状の先せん端たんから音声を発する。

「──オ呼ビデスカ？」

「この《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を修復するんだ。汎はん用ようの〈バラネスク〉シリーズだから、俺じゃなくても何とかできるだろう」

「了りよう解かいデス──」

　探索触手プローブは作業台の上にある破片に群がっていき、速やかに作業を始めた。

　アビーの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は完成形が分かっているから、時間さえかければ誰でも直せる。

　それよりも──難しいのは新しいものを生み出すことだ。

　具体的には、ルティシアにも扱あつかえる新しい《戦術竜装タクテイクスヴアラー》。

「一応、復習しておくか」

　今のクロトには《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の幅はば広ひろい知識がある。

　第三武器庫サイロに収められていた記き憶おく──シャロンの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の暴走を止めた時に甦よみがえった知識だが、念のため基き礎そをもう一度おさらいしておこうと考えた。

「映せ」

《複製場》には外界の音声と映像を保存し、随ずい時じ呼び出す機能がある。クロトの命令で、探索触手プローブの一本が円えん錐すい状の光を放ち、授業中の教師の姿を虚こ空くうに投とう影えいした。

「──えー、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は型番は同じでも、どれもハンドメイドの一点物です。竜装設計士ヴアラーデザイナーが、個々の竜核に合った調整を施ほどこすことで完成するわけですね。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は主に、竜核、竜装甲エクステリア、竜骨格フレームワーク、人工竜筋マツスル・アクチユエータの四つから構成されており──」

「そう……」

　設計科の教師の立体映像を見ながらクロトは呟つぶやく。

「詰つまるところ、設計する時の主役は竜核なんだよな……。装備する人間じゃなく」

　竜核は、動力機関である前にドラゴンの一部分だから、当然個性がある。

　生きていると同時に死んでいるその竜核に、《竜遣いの巫女メデイウム》たちは同調して竜の力を呼び覚まし、動力源とするのだ。

　バリア性能に長たけた竜核もあれば、運動性能に長けた竜核もあり──

　その個性に応じて竜装甲エクステリアや竜骨格フレームワーク、その裏に仕込まれる人工竜筋マツスル・アクチユエータの量を調節する。

　だから《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、必然的に一点物になる。

　とはいえ、無論それは普通の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の話であって──

「……ルティシアは、どんな《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の竜核もオーバーフローさせてしまうと言っていた。通常の仕様では駄だ目めだということだ。だったら──」

　アイデアは既すでに思いついていた。

「──動力源に竜核を使わなければいい」

　それは誰でも思いつくが、クロト以外の誰もが実現不可能の案。──素材を騙だます。

　ドラゴンを偽ぎ装そうして、竜装甲エクステリア、竜骨格フレームワーク、人工竜筋マツスル・アクチユエータに働きかけるコアユニットを作るのだ。

　クロトは掌てのひらにそっと〈それ〉を乗せて、

「操る素材の方も、もう用意してあるしな」

　クロトの合図に応じ、探索触手プローブの一本が紫むらさきのライトで《複製場》の奥を照らす。

　──そこには大量の培ばい養よう槽そうが並び、中には竜の爪や鱗うろこの複製物が浮うかんでいた。

〈腐界〉の森で倒した、タイラント級〈猛もう竜りゆう〉の一部だ。探索触手プローブがクロトも気づかないうちに《超空間》の中へ引き摺ずり込んでいたのである。

（そう、初めて出会ったあの時──）

〈腐界〉の森の中を歩きながら、ルティシアは何度も口にした。

　──わたしには力が必要なんだ。どうしても。

　──強くなりたいんだ。

　彼女の切実な意志は、そばにいるとはっきり伝わってくる。

「……頑がん張ばれよ、ルティシア」

　小声で呟き、クロトは培養槽の内部に探索触手プローブを発射すると、複製したドラゴンの素材を取り出して作業台の上に並べていった。

　先端が光こう刃じんになったものや、溶よう接せつ装置になった探索触手プローブを、何本も自在に操って作業しながらクロトはふと考える。

（それにしても──それだけ強い竜の力を持つルティシアは……一体何者なんだ？）

　姉たちとは血統が違ちがう。自分は正統な王おう妃ひの娘むすめではなく、養女だというルティシアの言葉が少しだけ気になった。
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　翌日はよく晴れた。雲一つない青空の下、騎き士し科の授業『竜装実技演習Ⅰ』で、一年の竜装騎士ヴアラードラグーンたちは模も擬ぎ戦をすることになった。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着用した者同士で戦うとあって、生徒たちは皆みな張り切っている。

　だが──

　騎士科ながら《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えないルティシアは模擬戦に参加できず、演習場の隅すみで他の見学者たちと共に浮かない顔で観戦していた。

　生身で竜装騎士ヴアラードラグーンとは戦えないから、これはもう仕方がない。

　今、ルティシアの隣となりには、自分用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を壊こわされたアビーがいる。

　二人の間に漂ただようのは微び妙みような種類の沈ちん黙もく。

（──気まずい……）

　先程、見学者の中にアビーを見つけて謝りに行ったルティシアだが、「別にいい」と力なく返され、その元気のなさに後ろ髪がみを引かれて離はなれる機会を逃のがしてしまったのだった。

　こういう時、シャロンがいればうまくフォローしてくれるのかもしれないが、あいにく彼女はこの時間、別の授業を受けていて不在。

　心の中で溜ため息いきを吐つき、ルティシアは悄しよう然ぜんと肩かたを落とす。

（──壊れた《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、クロトが修復を請うけ負おってくれたけれど……）

　そう簡単には直せないことをルティシアは知っている。何せハンドメイドだ。

　クロトは設計科では非常に優ゆう秀しゆうらしいし、彼ができると言った以上、できると信じているが、それでも数週間はかかるだろう。

　と、考えていた時、アビーの友達のベスが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を着けて近づいてきた。

「ちょっと、ルティシア」

「な、何だ？」

　昨日と同様の険悪な声で話しかけられたルティシアは一いつ瞬しゆん焦あせる。

　だが、もっと焦る言葉をかけられた。

「勝負しない？　せっかくの模擬戦だし」

「え、なぜ──」

　自分には《戦術竜装タクテイクスヴアラー》がない──と言いかけてルティシアは言葉を吞のむ。そんなことは誰だれにだって一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　意図が読めずにルティシアがベスの目を正面から見ると、彼女は瞳ひとみを斜ななめに逸らし、

「……あたし、やっぱりあんたのこと許せないのよね。見学してるアビーを見たら、また腹が立ってきちゃって」

「え、そんな──」

　あんなに何度も謝ったのに、という言葉をルティシアは吞み込む。言い訳をするのは嫌きらいだった。

「《戦術竜装タクテイクスヴアラー》がなくてもいいじゃない。ルティシアも魔ま法ほうは使えるんでしょ？　ユーリの魔法みたいに強ければ、Ｄバリアを貫かん通つうするかもよ」

「いや、わたしはそれほど魔法が得意なわけじゃ──」

「さあ、やろう！　そもそもあんたは拒きよ否ひできる立場じゃないんだから」

　ルティシアは両目を閉じて項うな垂だれる。

（──彼女はきっと……わたしをただ叩たたきのめしたいだけなのだな）

　と、その時、不意に後ろから声がした。

「勝負を受けろよ、ルティシア」

　振ふり返れば、演習場の外周をクロトが悠ゆう然ぜんと歩いてくるところだった。

「クロト？　どうしたんだ、君の方の授業は──」

「授業とはいえ、しばらく設計はしたくないんだよな。流石さすがに飽あきた」

「飽きた……？」

　何を言っているのかとルティシアは戸と惑まどい、次の瞬間びくっと仰のけ反ぞる。

「──えっ？」

　何の予兆もなく──突とつ然ぜん目の前にハンガーに収納された二機の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が出現していたのだった。

　驚きよう愕がくで口がきけないのはルティシアだけではない。近くの見学者も皆絶句している。

「悪い、驚おどろかせたな。単に《ザラストラ》内から出しただけで、大したことじゃないよ」

「あ、ああ……。異能で運んだのか。突然出てきたからびっくりした」

　と、演習場の隅に出現した《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の一つを見て、アビーが目を瞠みはる。

「──あーっ！　これあたしの……直ってる！」

　クロトは頷うなずいた。

「元通りだろ？」

「あ、あんた一日で修復したわけ……？　凄すごすぎる！」

「いや、そうでもない。実際には何日もかかってる──んだけど、外の世界では一日だからな。それよりルティシア、これを使ってみな」

「え？」

「勝負するんだろう？　これならお前も使えるよ」

　クロトはもう一方の見慣れない《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を親指で示して告げる。

「Ｄ‐ｚ型試作初号機〈スカラバード・レーヴァ〉──」

　それはアビーやベスたちの汎用型〈バラネスク〉とは、かなり趣おもむきの異なる外観だった。

　汎用型よりも、更さらにドラゴンを連想させるシルエット。カラーリングは鮮せん烈れつな赤。

　背骨の末まつ端たんには、尻尾しつぽに似た長いパーツが付属している。

　肩から首にかけての横よこ薙なぎの攻こう撃げきを防ぐためか、腕うでから垂直に保護バーが延びていた。

　右みぎ腕うでにはデフォルトで何らかの武装が内蔵されているらしく、装そう甲こうが厚い。

「オ、オリジナルの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造ったというのか……？　君という奴やつは──どこまで凄いんだ……？」

　戦せん慄りつと高こう揚ようと歓かん喜きが交じり合った熱い感情に満たされて、ルティシアは喉のどを鳴らし、心臓がドキドキと脈打つのを堪こらえながら、

「これをその……わたしが使ってもいいのか？」

「ああ、それは今からお前のものだ。ちなみに絶対暴走しないように造ってある」

「……っ！」

　大輪の花のように顔が綻ほころぶのが自分でも分かる。喜びに胸が詰まり言葉が出ない。そこまでわたしのことを考えてくれるなんて──

　ルティシアが潤うるんだ熱い視線を向けると、クロトは照れたように無言で横を向いた。
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「うむ……見た目よりずっと軽いのだな。いい感じだ！」

　クロトの造った《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──〈スカラバード・レーヴァ〉を着けたルティシアは、自分の身体からだを見て目を輝かがやかせていた。既に動作方法をルティシアには説明してある。

「動かしてみな」

　クロトが指示するとルティシアは深く頷いて瞼まぶたを閉じ、

「《呼集法サイフオン》──」

　魔法の素材である精霊素を周辺から呼び集めた。

　すると竜力炉バツクパツク・シエルに眩まばゆい灯がともり、外装の各所が発光する。

「わっ……！　凄いぞ、急に身体が軽くなった！」

「〈スカラバード・レーヴァ〉には背面の共通スラスターだけじゃなく、腰こしのハードポイントにも追加分を付けてあるんだ。機動性は〈バラネスク〉の比じゃない」

「──そ、そうなのか……！」

　ルティシアは目をきらきらさせて、嬉うれしさを嚙かみ締しめるように何度も頷く。

「ありがとう、クロト！」

「いや……俺はちょっとした気き紛まぐれで造っただけだよ」

「ん──」

　ルティシアは何か反論しようとしたが、思い直したように口を噤つぐみ、赤く染まった頰ほおに手で触ふれる。クロトとしては、その嬉しそうな反応だけで充じゆう分ぶんだ。

（動作の方もうまくいきそうだしな──）

　構想通りである。

　ルティシアに与あたえたのは、魔法の元となる精霊素を触しよく媒ばいに動かす《戦術竜装タクテイクスヴアラー》だ。

　半生体である竜りゆう核かくを使わないので絶対に暴走しない。《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいでなくても魔法士なら誰でも扱あつかえる。

（製造には苦労したぞ……。外の世界では一日だが、一週間ぶっ続けて造ったからな）

　だが量産できる仕組みも既すでに整えてあるし、その気になれば二号機もすぐ造れる。

「なあクロト、この尻尾は何なんだ……？」

　頰を桃もも色いろに上気させて、ルティシアが訊きいてきた。

「竜尾ドラゴンウオーテールだ。自重を支える二本の足以外に、自由な足がもう一本あると考えればいい」

「ん……つまり武器だな！」

　ルティシアはふっと好戦的に微び笑しようして、竜尾ドラゴンウオーテールを足下に振り下ろす。

　鞭むちのようにしなる一いち撃げき。ばんと地面が炸さく裂れつして三日月状に深く抉えぐれた。

「……凄くいい！」

　ルティシアは相当気に入ったらしく、クロトも自然と口元が綻ぶ。

（パーツは割と多いんだけどな……。操作感も良好みたいで何よりだ）

　通常の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、主に四つの要素から構成される。

　動力源である竜核と、竜装甲エクステリア、竜骨格フレームワーク、人工竜筋マツスル・アクチユエータ。

　クロトが造った《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、竜核の代わりにＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターというコアユニットを使っている。

　これは装備者が集めた精霊素をドラゴンの力に変換するもの──

　正確には『ドラゴンの力に偽ぎ装そうする』仕組みだ。

　Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターで生成した疑似的な竜の力で、既き存ぞんのパーツを動かし──

　更には《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》特有のパーツである竜尾ドラゴンウオーテール、竜力炉バツクパツク・シエル、拡張用ハードポイントにも働きかけて全体を操作する。

　仕組みは普ふ通つうの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》より複雑だが、運用性はこちらが圧あつ倒とう的てきに上だ。

　この世界では多くの者が魔法を使える。魔法の源である精霊素の方が、希少な竜核の制せい御ぎよより簡単だし、何より暴走の心配がない。

　Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターを量産できれば、このタイプの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》で、世界の軍事力のバランスを塗ぬり替かえることも可能だろう。

　だが、それは実際には不可能に近い。なぜなら──

　と、不意にベスが威い嚇かく的な目をルティシアに向けた。

「……いいのを手に入れたじゃない、ルティシア。これで安心して叩きのめせるわ」

「勝負の件は受けて立つぞ。せっかくクロトが造ってくれたのだから……本気で戦う！」

　二人は演習場のフィールド内に移動すると、即そつ刻こく勝負を開始した。

「──んっ！」

　激げき突とつし、飛散する火花と衝しよう突とつ音。晴天下、ドラゴン製の手てつ甲こうが物もの凄すごい速度でぶつかり合って装甲を軋きしませた。

　まずは接近戦でパワー比べをするつもりらしい。生身の人間を相手にする時とは全く違ちがう、怒ど濤とうのような本気の拳けん撃げき乱打が始まる。

　ルティシアとベスは間近で猛もう然ぜんと竜の拳撃を繰くり出しながら、

「……やるじゃないの、ルティシア！　初めてにしてはよく動いてる！」

「ずいぶん上から目線だな！」

「当然でしょうが。戦せん闘とう経験はあたしの方が圧倒的に上なの──よっ！」

　刹せつ那な、弧こを描えがくベスの大おお振ぶりの拳が、ルティシアの肩かたの保護バーに激突した。

　人体にまともに当たれば、間ま違ちがいなく首をもぎ取られているであろう豪ごう腕わん。反動でルティシアは後方に弾はじき飛ばされたが──

　スラスターの推進力を使い、空中で綺き麗れいにバランスを立て直して優ゆう雅がに着地する。

　ルティシアはおもむろに片手を空に上げて、

「……勝負はこれからだぞ」

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《魔砲大剣ブレードナパーム》。

　言下に光の粒りゆう子しが炸裂して、ルティシアの手中に幅はば広ひろの機き巧こう剣けんが出現した。

　召しよう喚かん魔ま法ほうだ。《Ｄ‐ｚ型戦術竜装タクテイクスヴアラー》は、精霊素と関連付けコンストレイントした固有の武装を適時呼び出すことができる。

「行くぞ──はあっ！」

　マッシヴな剣けん刃じんを振りかぶると、ルティシアは高速でベスへと斬きりかかった。

「──ＤバリアⅡ！」

　ベスはドラゴンの生体異能──透とう明めいな防ぼう御ぎよ壁へきに二重強化をかけて前方に展開する。

　ガキィンと甲かん高だかい音がして、ルティシアのブレードは空中で二重バリアに遮しや断だんされた。

「甘いわね、ルティシア。そんな剣が《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に通じるとでも？」

「甘いのはそっちだ。まだこの剣は真価を発揮していない」

「何？」

　──発火フアイア──！

　ガチッと音がした直後、剣から爆ばく発はつ効果が発生し、その勢いでブレードを押し込む。

「──馬ば鹿かなっ!?」

　凄すさまじい衝しよう撃げきが透明な障しよう壁へきを貫かん通つうした。ルティシアの《魔砲大剣ブレードナパーム》は二重のＤバリアを破は壊かいして、剣撃と爆ばく風ふうを浴びたベスは後方に吹ふっ飛とばされた。

　クロトは呟つぶやく。

「──《魔砲大剣ブレードナパーム》は圧縮と爆発の機能を持つ。斬るタイミングで爆発を発生させて、自分の攻撃力と相手のダメージを増ぞう幅ふくさせる、爆ばく殺さつ兵器なんだ」

「……ごほっ、ごほっ！」

　後方で煙けむりが引くと、ベスは地面に片かた膝ひざを突ついていた。

「初めての癖くせに……。くそっ！　こうなればあたしも本気を出すわ」

　ベスが瞑めい目もくして精神を集中──すると竜核の発光が一際激しくなる。

　と、ベスの瞳どう孔こうが何かに憑ひよう依いされたように、すっと細長く縦に伸のびた。

「──えっ？」

　グルルッ、とベスは獣けものに似た低い唸うなり声ごえを口こう腔こうから洩もらし、

「……疑似竜戦闘機動ＤＣＭ──《突撃ブルクラツシユ》」

　姿勢を低く屈かがめ、爆ばく発はつ的てきに闘気を上じよう昇しようさせていくベスを見て、クロトは目を見開く。

（ＤＣＭ──あいつ、マニューバを使う気か！）

　Dragon Combat Manoeuvring──

　それは《竜遣いの巫女メデイウム》だけが訓練で習得できる特とく殊しゆ能力の一つだ。より深く竜核に同調することで、野生のドラゴンの戦闘機動を模も倣ほうする。

「ルティシア、気をつけろ！」

「心配いらん。この《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の速度なら──」

　瞬しゆん間かん、はっとルティシアが息を吞のむ。ベスが何の予備動作もなく、野や獣じゆうのような低い姿勢で突っ込んできたのだ。

「──ルオォンッ！」

　瞬しゆん時じにルティシアとの距きよ離りを詰つめたベスは、至し近きん距きよ離りから高速の拳撃を繰り出す。

　地面をすくい、抉るような大振りの拳だ。

　戦闘時に尖角を下から上へ突き上げる牡牛ブルの動作に喩たとえたＤＭＣ《突撃ブルクラツシユ》。突き上げるような右拳がルティシアの細い顎あごにめり込む──

　──寸前、ルティシアは上半身を横に曲げて反らし、ベスの右拳を回かい避ひした。

　だがベスの猛もう撃げきは止まらない。瞬時に今度は左の拳を突き上げてくる。

「くっ！」

　体勢が崩くずれたルティシアはそれを躱かわすのが困難。スラスターの推進力で跳ちよう躍やくして空中に逃のがれるが、不意にベスがにやりと笑って、

「──突き上げるだけなら単に牡牛の攻こう撃げきでしょうが。ドラゴンの機動ってのは相手を身動きの取れない空中に浮うかばせてからの──」

　ベスの意図に気づいたクロトが空へと叫さけぶ。

「ルティシア、防ぐんだ！」

　刹那、滞たい空くう状態のルティシアに向かい、地上のベスが腕うでから物凄い火か焰えんを放射した。

　この中央大陸で最強級の破は壊かい攻こう撃げきのクローン──疑似ドラゴンブレス！

「──きゃああああっ！」

　ルティシアの姿が大量の炎えん塊かいに遮さえぎられて見えなくなった。

　──ドラゴンの喉のどの奥には、筋肉細さい胞ぼうが変化して形成された《発火器官》がある。

　そこで作った火焰を粘ねん度どの高いゼリー状の燃焼体液に混ぜ込み、超ちよう高圧で発射するのがドラゴンブレスだ。

　ベスたちの汎はん用よう《戦術竜装タクテイクスヴアラー》では、その完全な再現は無理だが、腕部の《発火器官》から、ドラゴンの火焰部分だけを発射することは可能──それがＤブレス。

　クロトも流石さすがに焦あせって空中に大声を投げかける。

「ルティシアッ！」

「わ、わたしなら……大だい丈じよう夫ぶだっ！」

　炎ほのおが引いたところには、シールドを前にかざす金きん髪ぱつの少女の姿があった。

（ふう……）

　うまくブレスを遮しや断だんしたと分かってクロトは安あん堵ど。

　右みぎ腕うでだけ装そう甲こうが厚かったのは、これが内蔵されていたためである。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《戦術魔砲シユラインガン》。

　展開方法で銃じゆうにも盾たてにもなる攻こう守しゆ両用の外装だ。これは差さし詰ずめシュラインシールド。

　と、ルティシアが空中から毅き然ぜんとクロトに顔を向けて、

「──相手がブレスを使った以上、こちらも応こたえなければ！　クロト、使っていいか？」

「ああ！」

「そう来なくては！」

　ルティシアは確信的に微笑ほほえんで、戦闘前にクロトが教えたパスワードを唱える。

「攻型『焰』タイプ・フレイム──」

　と、不意にルティシアの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のコアユニット──Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターから、大量のエネルギーが滲しん出しゆつして、ルティシアの手中に結集し始めた。

　これもまたベスの攻撃と同様、ドラゴンの力の模倣なのだが、性質は全く異なる。
















　そのエネルギーは激しく燃え盛りつつ、竜の頭部に似た高密度破壊エネルギー体をルティシアの手の前に形作った。

「──行けぇっ！」

　そしてルティシアは全身のばねを使い、投げつけるようにそれを地上へ放射する。

「攻型『焰』タイプ・フレイム×赤Ⅳレツド・クアドラ──《ドラゴンブレス》！」

　直後に炸さく裂れつする凄まじい爆ばく裂れつと轟ごう音おん。あまりの威い力りよくで砂さ礫れきが噴ふん水すいのように天へ巻き上がり、演習場に濛もう々もうと煙が立ち込めて何も見えなくなる。

　クロトは砂すな煙けむりが収まるのを眉み間けんを押さえて待ちながら、

（……や、やりすぎだ、ルティシア。俺の力はもう少し慎しん重ちように扱あつかってくれ）

　ルティシアが放った疑似ドラゴンブレス──

　そのエネルギーの供給源は、クロトの体内の異能空間だった。

　そう──竜りゆう核かくを使わない《戦術竜装タクテイクスヴアラー》はＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがコアユニット。

　そして、そのコアユニットの正体は《ザラストラ》の一部──部分的に切り離はなして圧縮した《超空間》だ。つまりクロトの体内と繫つながっているのである。

《ザラストラ》は全異能をコピーして加工・錬れん成せいできる。

　ドラゴンブレスは燃焼性増ぞう粘ねん体たい液えきを使った物理攻撃だから、完全な再現は無理だが、他の異能を複数合成することで、似た効果を再現することは可能なのだった。

「……あ……う……」

　虚うつろな声で呻うめくベス。

　演習場の中央にはクレーターのような深い穴が穿うがたれ、その間近に彼女はいる。

　──ルティシアは寸前でベスに直ちよく撃げきさせなかったのだった。

　が、ベスはへたり込んで完全に戦意喪そう失しつ。もはや誰だれの目にも勝敗は明らかだ。

「ふっ──まだやるか？」

　ベスの前に下り立ったルティシアが自信たっぷりに問う。

「……い、いや……」

　ベスは茫ぼう然ぜんとかぶりを振ふり、その瞬間、ルティシアの勝利が決まった。

　途と中ちゆうから訓練をやめて勝負に見入っていた生徒たちが、わっとルティシアに集まっていき、彼女を賞賛する。

「凄すごいじゃない、ルティシアさん！　初めての戦せん闘とうなのに強すぎだよ！」

「本物のドラゴンみたいだった！　あなたって怒おこると怖こわいのね」

「本気を出したベスに勝つなんて、あたしでも無理なのに！」

　と、しまいにはベスの友達アビーまでが、ルティシアを褒ほめ称たたえている。

「いや……わたしは、ただ……」

　当初ルティシアは戸と惑まどった顔をしていたが、やがて若干ぎこちない微び笑しようを浮かべて、

「だが──そうだな。これで皆みなと対等の立場で学ぶことができる。それが嬉うれしい」

「これから頑がん張ばろう、ルティシアさん！」

　少女たちはルティシアを中心に黄色い声で盛り上がる。

　特に意図したことではなかったが──この模も擬ぎ戦は、今まで騎き士し科で落ちこぼれだった彼女を認める儀ぎ式しきのような役割を果たしたようだった。

　クロトは温かな気分で彼女たちを見守る。

　ルティシアは今までずっと苦労してきた。先に広がる道はまだまだ険しいだろうが、たまには報われて笑顔になってもいい──




　──これを機にルティシアは《星金の姫君フローレス・ブロンド》の異名にふさわしく、騎士科の期待の星として学院の人気者になっていくのだった。







　第六章　ファムは森から来た







　ルティシアが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えるようになったのを機に、クロトたちＳＲ15小隊にも交こう替たい制の見回り任務が回ってくるようになった。

　その日、クロトたちは竜装学院の北に広がる、〈腐界〉の森の外周をいつもの顔ぶれで巡じゆん察さつしていた。

　先頭に〈スカラバード・レーヴァ〉を纏まとったルティシア。その後にクロトとシャロンが続き、《蒼あおノ剣けん》を持ったユーリがしんがりを務める。

「今日もドラゴン、出ないわね。張り合いがないわ」

「そうなのかい？　もしも今ここにドラゴンが出たらシャロンはどうする？」

「んー、どうしよう……。とりあえず、叫ぶ？」

「いや、そりゃたぶん、ボクも叫ぶとは思うんだけど」

「もしくは……竦すくみ上がっちゃうかも！」

「そうだよね。シャロンはほんと正直でいい娘こだよなあ」

　ユーリがシャロンの天然な反応に苦笑するのはいつものこと。視界に入る風景も代わり映えしない。

　この野道は、〈腐界〉の森と人界が接する場所という意味で〈境界〉と呼ばれている。

　森との境には鉄てつ柵さくが築かれているが、これは一いつ般ぱん人でも乗のり越こえられるし、獣けものでも斜しや面めんを使えば飛び越えられるから物理的には意味をなさない。

　肝かん心じんなのは、鉄柵の奥に張はり巡めぐらされた不可視の封ふう印いん壁へき──ドラゴンだけを遮る網あみ状じようのバリアが本体で、柵さくはいわば、これ以上近づくと危険だという標識のようなものだ。

　ちなみに封印壁を目視できるのは《竜遣いの巫女メデイウム》の末まつ裔えいだけらしく、クロトには何も見えない。

　こんなに目立つ壁かべが見えないのか？　とルティシアやシャロンには不思議な顔をされるが、見えないものは見えないのだから、そういうものだと認識する他ないだろう。

《竜遣いの巫女メデイウム》はある意味、ドラゴンに関する異能者だ。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》や竜のマニューバを使う以外にも、ドラゴンと親和性の高い力が多々あるという。

　伝説では《竜の女神メーデンドラツヘ》は自分の許可したドラゴンだけを封印壁から出したり、再び入れ直すことができた。竜を自在に操り、働かせることで王国の繁はん栄えいに一役買ったらしい。

　武力としてではなく、労働力として控ひかえめに使役した──だからこそ女神なのだ。

　もしかすると《竜遣いの巫女メデイウム》にも似たことが可能なのかもしれないが──

　現状、それを実行に移すほどの命知らずは学院にいないようだ。チャレンジ精神旺おう盛せいなシャロンも流石さすがにそれだけはやらない。

　代わりに──

「ねえ、クロト」

　ほんのり頰ほおを上気させ、甘えるような表情でクロトにおねだりする。

「わたしも《戦術竜装タクテイクスヴアラー》造ってほしいな……。ダメ？　ルティシアには専用のがあるのに隊長のわたしが持ってないなんておかしくない？」

「ん、それは確かにおかしいと思う」

「でしょっ？　だったら──」

「逆に、ルティシアを隊長にするとか」

「……っ！」

　シャロンは長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた両目をぱっちりと見開いて、

「それは名案ね！」

「だろう？」

「──なんて言うわけないでしょ！　もーっ、クロトの意地悪ぅ！」

　シャロンは唇くちびるをぷっと尖とがらせて腕うでを振り回すが、その反面、妙みように嬉しそうでもある。

　彼女は弾はずむ足どりでクロトの前に回り込むと、両手を後ろで組んで前まえ屈かがみになり、

「平気よ。わたし、ちゃんと分かってるから！」

「え……何を？」

「男の子が素直じゃないってこと！　好きな女の子ほど、いじめたくなっちゃうのよね。お母さんがそう言ってたわ。つまり、クロトがつれないのは、わたしのことを──」

「……コホン！」

　途と端たん、ルティシアが不自然に大きな咳せき払ばらいをした。なぜかは分からない。

　一いつ瞬しゆん、言葉が途と切ぎれたが、すぐにシャロンは気を取り直して持論の開かい陳ちんを続ける。

「わたしね、クロトになら意地悪されてもいいの。だって、わたし信じてるから。クロトは絶対《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造ってくれる……。表面上はクールを装ってるけど、心の中ではわたしのことを──」

「……ゴホン！」

　最前列のルティシアが、再び大きな咳払いをしてシャロンの話を中断させた。

「どうしたの、ルティシア？　風邪かぜ……？」

「風邪なんか引いてない！」

「そうなの……？　わたし、よく効く風邪薬を持ってるけど」

　二人は微び妙みように嚙かみ合わない会話を繰くり広げ、シャロンのおねだりから解放されたクロトは口元を緩ゆるめて物思いに沈しずむ。

（この顔ぶれで過ごすのも慣れてきたが──肝心なことは忘れないようにしないとな）

　皆と過ごすのは心地ここちいいが、クロトにとっての最優先事じ項こうは、依い然ぜんとして失われた記き憶おくを取り戻もどすことであり、自分を取り巻く様々な謎なぞの解明である。

　そう、疑問は多々あった。

（──俺はなぜ異能《ザラストラ》を手に入れたのか？　転生した時に何があった？）

　考え出すときりがない。

（──そもそも、なぜ俺はこの世界に来なければならなかった？　意味があるのか、偶ぐう然ぜんなのか？　一番気になるのは、俺はこの世界に来る前、もう一つどこか別な場所にいたらしいということだ）

　一体どこに──？

　と、考えて思い出せる類たぐいのものでもない。クロトの記憶は分割されて《ザラストラ》内の武器庫サイロに保存されているのだから。

　そして次に解かい錠じようするべき、第四武器庫サイロのドアにはロックがかかっている。

　あの暗号を解かなければドアが開かない──つまり次の記憶は手に入らない。

（１２４・２３・３４、７８・１２・３、３８９・２６・１５……。何を意味する数値なんだろう？）

　はっきりしているのは、今まで記憶が甦よみがえってきた経けい緯いは、明らかに一連の流れの下にあるということだ。

　森でルティシアと出会い、ヴァントワーヌに行き、学院でシャロンの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に触ふれてと、そのたびに少しずつ記憶を取り戻した。

　最終的にはルシャスに記憶回復の術をかけてもらい──そのためにはＳランクのヴィナス小隊を倒たおす必要があるが──それによって全てを思い出せるのかもしれない。

　そう、今の自分は不可視の大きな流れの中にいる、とクロトは考える。

　だから、目を凝こらせば手て掛がかりはどこかにあり、それは既すでに提示されていて──

　もしかしたらシャロンに《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造れば、手掛かりが摑つかめるのだろうか？

（いや……その可能性は低い。既にルティシアに同じ仕様のものを造ってるからな。初めての時に起こらないことが、二度目で起きる理由がない──）

　と、不意にクロトの思考を中断させるソプラノボイスが隣となりから響ひびく。

「──ちょっとクロト、わたしの話、聞いてくれてる？」
















　顔を向ければ、シャロンが両手を腰こしに当てて桃もも色いろの唇を尖らせていた。

　思考に集中しているうちに、いつの間にかおねだりを再開していたらしい。

「悪い。聞き逃のがしてた」

「《戦術竜装タクテイクスヴアラー》、わたしにも造って。お願い……！　ルティシアには凄すごいのを造ってあげたでしょう？」

「それは……ルティシアが頑張ってたからだよ」

「わたしだって頑張ってるわ。彼女はよくて、わたしは駄だ目めなの？　わたしが造ってもらうにはどうしたらいいの？」

　お願い、と真正面から目を合わせてくるシャロン。

「わたし、どうしても必要なの……。造ってくれるなら何でもするわ。お願い……！」

　両手を合わせて、縋すがるような潤うるんだ目を向けてくる。

　彼女の抱かかえる事情を思い出したクロトは、無造作に髪かみを搔かいた。

　──造ってあげてもいいのだが、その前にこのシリアスな雰ふん囲い気きを多少緩かん和わしたい。

　ひとまず《戦術竜装タクテイクスヴアラー》とは無関係の話題に変えようと、クロトは明るい声を出す。

「……なあシャロン」

「何？」

「俺、実は今ちょっとした懸け念ねん事じ項こうを抱えててさ。少し協力してくれないか？」

「もちろんいいわよ！　何、どんな悩なやみ？」

「一種の暗号解読なんだが……数字三セットの組み合わせというと、何を連想する？」

「……数字が三セット？」

「１２４・２３・３４……みたいな感じの組み合わせ」

　シャロンは少しの間きょとんと目を丸くしていたが、

「その問題を解けばいいのね……。いいわ、頑がん張ばって考える！」

　と、後ろのユーリが話に食い付いてきて、

「それ、前も言っていたよね。余程気になってるんだな」

「ふうむ……。よし！　ならば、わたしたち全員で考えよう！」

　ユーリとルティシアも生き真ま面じ目めな顔で考え始めた。

　四人は思案しつつ〈境界〉の野道を歩いていたが、やがてシャロンがはっとした顔で、

「スリーサイズ……？」

　と、言った。

　微妙な沈ちん黙もくが漂ただよう中、クロトは無言で鼻の横をぽりっと搔き、

「いや……」

「ボクと同じことを言うんじゃないよ、シャロン」

　ユーリが気取った仕草で肩かたを竦すくめる。

「そもそも１２４・２３・３４なんて、どう考えてもスリーサイズじゃないよね」

「どうして？」

「いや、どうしてって……」

　ユーリは苦い顔だが、シャロンは意外な言葉を続けた。

「誰だれも女性のスリーサイズとは言ってないわよ。もしかしたら、そういう数値も有り得るかもしれない──この世界の全ての動物に照らし合わせれば」

「……っ！」

　クロトは目を見開いた。一瞬、斬ざん新しんな発想だと思ったが──

「ないない」

　ユーリが苦笑して掌てのひらを左右に振ふり、うむ、とルティシアが首しゆ肯こうして続ける。

「胸回りが１２４で、胴どう体たいが２３で、臀でん部ぶが３４……。そんな生物は流石に存在しない。いたら見てみたいものだ」

「えー、そうかしら？　例えば、突とつ然ぜん変異した茸きのことか」

「傘かさの部分が１２４ということか？　大きすぎて食べきれないだろう」

「誰も食べろなんて言ってないわ。そう言えば……ルティシアって顔は美人だけど、食べる量自体は結構多いのよね。学食でもよくおかわりしてるし」

「そ、そうか？　そんなことはないと思うが……」

「沢たく山さん食べる。だからルティシアは巨きよ乳にゆう！」

「う、うるさい！」

　恥はずかしそうに胸を隠かくすルティシアと、屈くつ託たくなく笑うシャロン。いつものくだけた雰囲気になり、野道に愉ゆ快かいなやり取りが響く。

　と、不意にユーリが前を歩くクロトの背中を見て、さっと表情を改めた。

「──クロト、どうかしたのか？」

「誰か来る」

「えっ？」

「感じるんだ」

　どこか懐なつかしいような──それでいて初めて遭そう遇ぐうするような、不思議な感覚。

　と──不意に前方のカーブを曲がって、何か小さなものが駆かけてきた。

「……っ？」

　ルティシアが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》姿で戦せん闘とう態勢を取るが、ドラゴンではない。

　それは遠目には尻尾しつぽを振って走る、森から出てきた新種の小動物に見えた。

　──だが違ちがう。揺ゆれているのは長い髪だ。ヴァントワーヌ竜装学院の制服を着た、色素の淡あわい無表情な少女。

　肉体的には幼いが、顔に無む邪じや気きさが一切なく、精せい緻ちに整った可愛らしい顔立ちながら、ビスクドールのように感情が窺うかがい知れない。

　年ねん齢れい十二、三歳とおぼしきその少女は、クロトたちの間近で立ち止まると、

「よ、ようやく……お逢あいできました……！」

「え？」

「お兄様……わたしはお腹が空いています──」

　言下に少女はその場にぺたんと尻しり餅もちをつき、クロトは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られるが──

「って、大だい丈じよう夫ぶか！　そもそも今何て言った？」

「わたしはお腹が空いています」

「いや、その前……。お兄様とか言わなかったか？」

「言いましたよ、お兄様」

　少女は立ち上がると、制服の埃ほこりをぽむぽむと払はらい、抑よく揚ようのない声でこう続ける。

「忘れてしまったのですか、お兄様。わたしの名前はファムです」

「……？」

　クロトは無言で仲間たちと顔を見合わせた。
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〈境界〉は〈腐界〉の森ほどではないが、危険な領域だ。

　小型竜が封ふう印いん壁へきを抜ぬけ出してくるリスクが常にあるため、一いつ般ぱん人は近づかない。

　この辺ではせいぜい、ヴァントワーヌ竜装学院の巡じゆん視し任務を帯びた者くらいだが──

　クロトは腕うで組ぐみして少女に訊きく。

「君はどこから来たんだ？　えっと……ファムだっけ」

「ファムです。古代ダーナ語で『美人』という意味です」

「違う違う！」

　ルティシアが半眼で横から口を挟はさむ。

「ダーナ語だと、追つい憶おくとか回想とかそういう意味だ。……いや、話の腰を折ってすまない。続けてくれ」

「来たのは──森からです」

「森？　それは〈腐界〉の中ってことか？」

「はい。ただ、なぜそこにいたのかは分かりません」

「……というと？」

　少女はシャロンが持参していた携けい帯たい食しよく料りよう──高温で焼いたビスケットをぱくぱくと頰ほお張ばりながらクロトの問いに答える。

「思い出せないのです……。気づいたら森の中にいました。何があったのでしょう？　経けい緯いは靄もやに包まれたようにはっきりしません」

「ふむ……」

「靄に包まれたように、というのは文学的な表現です。単なる比ひ喩ゆなのです」

「いや、そんなことは付け加えなくていいよ」

「お兄様のこと以外は何も覚えていません。……わたしの心は水色です」

　これもまた比喩表現です、と彼女は言う。

　このファムという少女──外見も口調も可か憐れんだが、性格は少し変わっているようだ。

　シャロン小隊に入って以来、次第に変人ばかりが身近に集まりつつあることにクロトは軽い危機感を覚えるが──

（まあそれはいいとして……ともかくこの子、俺を兄と間ま違ちがえているなら、部分的な記き憶おくはあるってことだな。森に来た前後のことが思い出せないというのは、俺の記憶の状態とも似てる）

　──果たして偶ぐう然ぜんなのか……？

　あるいはこの森には、記憶に関する特とく殊しゆな作用でもあるのだろうか？

　クロト、ルティシア、シャロン、ユーリの四人は、扱あつかいに困る顔でファムを眺ながめる。

　ユーリがお手上げという風に肩を竦めて、

「よく分からないな……。竜装学院の制服を着てるけど、生徒なんだろうか。シャロンは学院でこの子を見たことある？」

「ないわ。年齢的に、わたしたちよりかなり下でしょ。ルティシアは？」

「わたしもないな。会うのは初めてだ」

　細い顎あご先を摘つまんで首を傾かしげるルティシア。《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとった勇ましい姿で困こん惑わくする彼女は、どこかアンバランスな可愛らしさを漂わせていた。

「むう……。どういうことなのかさっぱり分からん。教えてくれ、クロト！」

「いや、俺だって分からないよ」

「だが彼女は──」

　と、ビスケットを頰張っていたファムが不意に勢いよく顔を上げて、

「クロトは、ファムのお兄様なのです！」

「……」

　意味不明ながら、それだけはファムの中で紛まぎれもない事実らしかった。

　記き憶おく喪そう失しつだけにファムの話は全く要領を得ないが、クロトの妹なのは本人が絶対の事実だと確信しているようで、いくら言い聞かせても一向に譲ゆずらない。

「あのな……。だから何度も言っているが、勘かん違ちがいだよ」

「違いません。勘違いだという認識が勘違いなのです！」

「……いや、だけど俺には妹なんかいないんだ、ファム」

　そもそも元の世界にいた時からいない──とクロトは心の中で付け加えるが、ファムは微み塵じんも聞く耳を持たず、

「妹はいます！　ここに」

「……いや」

「妹が今、目の前にいる──それが全てなのです！」

「いい台詞せりふみたいに言わないでくれ……」

　ややこしいことになってきたとクロトが思っていると、不意にルティシアが何かに気づいたらしい。ビスケットを頰張りつつ熱弁するファムに顔を近づけ、まじまじと見る。

「この制服……よく見ると我々のものと違うぞ？」

「え？」

　ルティシアの意外な指し摘てきに、その場の皆みながファムに近づいた。

「ほら、この胸を隠す襟えりのところ……。他にも細かい部分がずいぶん違っている」

「ほんとだわ！　このレリーフ、よく見ると形が変！」

　驚おどろきの声を上げて、シャロンがファムの制服を指差す。

　ヴァントワーヌ竜装学院の制服には、二つの曲線が絡からみ合う若葉のレリーフが各所にあしらわれている。

　瑞みず々みずしく若い力と、陽光を求める植物のように力強く学ぶ姿勢を表しているらしい。

　ファムの服は一見学院の制服と同じだが、レリーフをはじめとした細部の意い匠しようが明確に異なっていた。

「こんな制服は竜装学院にはない。──別物だ」

　ユーリが低い声でそう呟つぶやく。

　ただし──別物ながらも服の素材や仕立ては同じ。竜装学院の指示に基づいて作られたことは間違いないと付け加えた。

「それはつまり……どういうことなんだ？」

　クロトは鋭するどく両目を細める。

「──ファム、君は何者だ？　何かの異能の遣つかい手てか？」

「分からないのです」

　ファムは真しん摯しな瞳ひとみでクロトを見返した。

「突とつ然ぜん森にいて、何も覚えていなくて、色んなことが分からなくて……記憶がないのは本当に怖こわいことなのです。でもお兄様のことだけは覚えていました。お兄様に会えば絶対何とかなる。そう思って、わたしは学院に向かっていたのです。でも途と中ちゆうで──」

「途中で？」

「怖い人たちが突然追いかけてきて──」

　と、その時だった。先程ファムが駆けてきた方向──野道の緩ゆるやかなカーブの先から駆けてくる集団がある。

　まともな者でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　全部で四人。真っ黒なナイトローブを纏まとい、フードで顔を隠した異様な集団だ。

　相当な速度で走っているのに、息も切らせていなければ、フードが捲めくれることもなく、身体能力の高さは一目瞭然。腰こしには禍まが々まがしい長ちよう剣けんを差している。

　ナイトローブの四人は、クロトたちの間近で立ち止まると、並んで横に広がった。

　得体の知れない緊きん張ちよう感かんが漲みなぎる中、ファムが抑揚のない声で、

「……わたしは、あの人たちに追われていたのです」

「どうしてそれを先に言わない！」

　と──不意にナイトローブの四人の中で、最も小こ柄がらな者が一歩前に出て、頭のフードをばさりと取った。

「──久しぶりだな、ルティシア。色っぽい格好してるじゃねえか」

「お、お前は……！」

　ルティシアが戦せん慄りつしたように背筋をびくっと伸のばす。

「さっさとその娘むすめを渡わたせ。さもないと……今度こそ殺す！」

　フードの下から現れたのは、彼女にとっては因いん縁ねん深い、褐かつ色しよくのあどけない少女の顔──

　ダーナ王国宮きゆう廷てい魔ま導どう騎き士し団、王弟派の最年少エース、メタリア・ヴァランシーだった。
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　ルティシアは少しの間、驚きよう愕がくで目を見開いていたが、

（そうか──王弟派の魔導騎士団には密命を受けて行動する暗殺士もいると訊いた。これは差さし詰ずめ、メタリアの裏の顔か……！）

　気を引き締めて前に出ると、ルティシアは真正面からメタリアを睨にらんで訊いた。

「メタリア、お前たちはなぜここに？」

「ヴァントワーヌは永世中立国……れっきとした不ふ可か侵しん領域だぞ。武力を行使すれば、国際問題にだって発展する！」

「だからこうして顔を隠かくしてるんだろうが」

「そんなもので──」

「ったく、分かってねぇな、甘ちゃん姫ひめルティシアは。ばれそうになったら、そいつの口を封ふうじればいいだけだろうが」

「何……？」

「方法はごまんとあるんだよ。舌をぶっちぎるとか、二度と人前に出られなくするとか」

「き、貴様ぁ……っ！」

「ふん……何を怒おこってる？　弱い奴やつは何されようが仕方ねぇんだ。この世の原初のルールは暴力。王族なんてその最たる者だろうが。弱者から毟むしり取って暮らしてんだからよ」

　ルティシアの視界は怒いかりで赤く染まった。──全力で叫さけぶ。

「馬ば鹿かを言え！　王族は人々を幸せにするのが務めだ！　皆を笑顔にするために努力するからこそ、国民が支持してくれるんじゃないか！」

「ばーか。そんな綺き麗れい事を信じてるから、お前は姉貴たちに除のけ者にされるんだよ」

「な、何だとぉ……？」

　メタリアに嘲ちよう笑しようを浴びせられて、ルティシアは奥歯を嚙かむ。

「──除け者にされたわけじゃない！　そうだ……姉様たちは今どうしている？　スノーン姉様とベアトリス姉様は無事なのか？」

「ああ、あの二人はな……。殺しても死ぬようなタマじゃねえってことは、お前もよく分かってるんじゃねぇの？」

　メタリアの表情が苦みを帯びた。

「奴らは間違いなく強え……。戦力的にはあたしら王弟派の方が上のはずなんだけどよ。ベアトリスとスノーンのせいで女王派の士気はやたらと高くて、このままじゃいつまで経っても内乱が収まらねぇ。超ちようが付く長期戦になる」

「そうか……姉様たちはご無事なのだな」

　ルティシアは内心晴れやかな気持ちになる。

　二人の姉には爪つま弾はじきにされた不満と、心配と、親愛が交じった複雑な感情を抱いだいているが、生きていてくれてよかったと今は素直に思えた。

　と、不意にメタリアが凶きよう暴ぼうな目つきをルティシアに向けて、

「……だがなぁ、ルティシア。ここでお前を捕ほ獲かくして、人質に取っちまえば話は別だ。いくらベアトリスとスノーンでも、流石さすがに無視はできねぇだろ。どのみち、そこの妙みような娘もヴェーデンドレヒ様のところに連れていかなきゃならねぇし……。おい、お前ら！」

「──はっ！」

　メタリアの号令でナイトローブの魔導騎士団が一いつ斉せいに被かぶっていたフードを取り、戦せん闘とう態勢に移行した。

　四人の魔導騎士は長剣を抜ぬくと、長いローブを翻ひるがえして突とつ進しんしてくる。

「──ルティシア！」

　背後から鋭く呼びかけるクロトに、ルティシアは振ふり向いて首を左右に振った。

「助けはいらない！　クロト、みんな！　ここはわたしに任せてくれ！」

「何？　だが──」

「試したいんだ！　あの時と比べて、わたしがどれだけ強くなれたのか──」

　クロトなら一いつ瞬しゆんで全員倒たおせるだろうが、いつまでも守られてばかりではいられない。

　ルティシアは凜りんと唇くちびるを引き結んで、

「戦えるのか、やはりわたしには無理なのか……確かめさせてくれ！」

（そう、戦う力は既すでに手に入れた──今のわたしは竜装騎士ヴアラードラグーンなのだから！）

「《呼集法サイフオン》──」

　ルティシアが周辺の精霊素を呼ぶと、コアユニットのＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがそれをドラゴンの力へと偽ぎ装そうし、纏まとった外がい殻かくに働きかける。竜力炉バツクパツク・シエルに眩まばゆい灯がともり、全身の各所が苛か烈れつに発光した。

「〈スカラバード・レーヴァ〉起動！　行くぞ！」

　ルティシアはドラゴンさながら、メタリアを含ふくむ魔導騎士四人へ突とつ撃げきした。

「けっ、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を入手して、いい気になってるようだが──」

　メタリアは獰どう猛もうに舌なめずりして、

「──動きがとろいんだよ！」

　指を鳴らすと、それを合図に魔導騎士たちは全員散開して高く跳ちよう躍やく。そのまま風の精霊素の力で宙を高速旋せん回かいする。

　戸と惑まどうルティシアの頭上で、メタリアを含む四人の敵は樹の枝を蹴けり、反動で猛もう然ぜんと接近──凄すさまじい速度で上から降下しつつ剣けんを振り下ろしてきた。

　立体機動──空中四方向からの連携同時攻こう撃げきだ。

「第三階位魔ま法ほう付ふ与よ剣けん撃げき連携──《虐殺嵐マーダーストーム》！」

　魔ま力りよくの付与で切れ味を増した剣けん刃じんが弧こを描えがき、多角度から逃にげ道を塞ふさぐようにルティシアに降りかかる。

（──躱かわせない！）

　戦慄が全身を貫つらぬく。ルティシアは挙動操作に使っていた精霊素を全て防ぼう御ぎよに回して、

「守型『球』タイプ・スフイア×赤Ⅱレツド・デユアル──《ドラゴンバリア》！」

　──ガギィィン！

「何っ……？」

　頭上からの四人同時剣撃をルティシアは疑似Ｄバリアの圧力で全て弾はじき返した。

「そんな馬鹿な！　あたしらの連れん携けいが……！」

「ドラゴンの力は人間を遥はるかに凌りよう駕がする。メタリアもよく知っているはずだぞ！」

「──ちっ！」

「今度はこちらの番だ！」

　ルティシアは右手を上げて召しよう喚かん魔ま法ほうを形成する。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》。

　光こう芒ぼうが弾はじけた刹せつ那な、空間に裂さけ目めが生じて、呼び出した武装がルティシアの手中に下り立ち──それをバシッと摑つかんで構えた。

「銃じゆうだと……？」

　メタリアが眉まゆを顰ひそめる。

「──にしては中ちゆう途と半はん端ぱに短ぇな？　そんな銃で弾たまが撃うてるのか？」

「ふっ、《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》はこう使うのだ！」

　ルティシアがＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクター内の精霊素を攻撃系に変換すると、その力が武器へと流れ込み、銃の砲ほう身しんから魔法で構成された光こう刃じんが出現した。

　ヴヴッと低い音を響ひびかせて輝かがやく非物質の刀身──

「……光の剣だと？」

「切れ味は光より鋭いぞ──ふっ！」

　気合と共にルティシアは斬きりかかった。光り輝く斬撃をメタリアは冷静に長剣で受け止めようとするが──

　光刃に触ふれた瞬しゆん間かん、剣は音もなく切断されて、彼らは驚愕に息を吞のむ。

「何っ──？」

「そんなもので、この剣は止められん！」

「ちっ──普ふ通つうの剣じゃ防御不能ってわけか」

　メタリアが剣を投げ捨てて後方に距きよ離りを取り、独自の魔法小剣──金剛石針ブラツクダイヤ・《暗黒剣ダークネス》を生成して持ち替かえるが──

　その間にルティシアは他の騎士たちに次々と斬りかかっては、彼らを戦闘不能に追い込んでいった。

　剣で受け止められないと知った騎士たちは避よけて躱そうとするが、《精霊機銃剣エレメンタル・ソードライフル》の光刃は単なる剣ではなく、銃じゆう弾だんのように射出も可能。相手が回かい避ひしたと思った瞬間、その方向に撃ち出して飛ばすことも可能な二段構えの攻撃だ。

　魔導騎士たちは一人、二人と倒れていき、やがてメタリアを残すのみとなった。

「さあ、どうする。まだやるか、メタリア？」

「くっ……！」

　顔を歪ゆがめるメタリア。今までは圧あつ倒とう的てきに自分の戦闘能力の方が上だったのに、ルティシアが《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を入手した途と端たん、立場が逆になってしまった。

　その事実は宮廷魔導騎士団の最年少エースとして、決して認めたくないものだろう。

「──ちくしょう！」

　自棄やけになったように漆しつ黒こくの小剣を構えて突進してくるメタリアを、ルティシアは光刃を構えて迎げい撃げきしようとするが──

「むっ……？」

　突とつ然ぜんぐらりと眩暈めまいがして地面に片かた膝ひざをつく。

（──しまった！　精霊素を使いすぎて、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の制せい御ぎよが……！）

　Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがオーバーフローを起こしたらしい。発光が止まり、外装がコントロール不能になる。

　突進してくるメタリアの顔が、肉にく食しよく獣じゆう顔負けの獰猛な笑みを形作った。

「パワー切れのようだな、ルティシア！　調子に乗って飛ばしすぎるからだよ！」

　メタリアは魔法小剣《暗黒剣ダークネス》を握にぎり締しめ、一いつ角かく獣じゆうのようにルティシアへ突撃する。

「身の程を知りやがれ、ルティシア！」

（──やられる！）

　恐きよう怖ふで全身が竦すくみ上がり、思わず瞼まぶたを閉じる。

　だが──メタリアの突進はルティシアに届かなかった。

　目を開ければ、クロトが涼すずしげに前に立ち、指一本でメタリアの剣を止めている。

「指──だとぉ？」

　メタリアが驚きよう愕がくに目を見開き、それから心底悔くやしげに顔をしかめる。

「何なんだよ……。ちくしょう！　何なんだよ、ほんとにてめえはよぉ……！」

「俺か？　俺は──」

　顔を歪めて呻うめくメタリアに、クロトは残ざん酷こくなほど優しく微び笑しようして、

「お前のような悪党が何をどう足あ搔がこうが、全て無む駄だだと分からせる者さ」

「……っ！」

「お前はもう消えていい」

　繊せん細さいなピアノ曲の導入部で柔やわらかく鍵けん盤ばんを押すように、クロトが人差し指を弾いた。

　魔法の小剣《暗黒剣ダークネス》は一瞬で破は砕さいされ、その余波でメタリア自身も遥か後方に弾だん丸がんよりも速く吹ふっ飛とばされて、大樹の幹に激げき突とつする。

　白目を剝むき、ひくひくと数回痙けい攣れんして、昏こん倒とうしたメタリアは地面に落ちた。







　戦いは終わり、〈境界〉は静けさを取り戻もどした。森で木々の葉が風に揺ゆれて、海に似た音を響かせている。

「ふう……」

　ルティシアは地面に両りよう膝ひざをついた状態で深呼吸。強こわ張ばっていた身体からだから、やっと力が抜けた。

　戦えたぞ、とルティシアは拳こぶしを握り締める。

（わたしにも戦えた。あのメタリアに自力で勝つ寸前までいけたんだ……！）

　ルティシアにとって、今までのメタリアは雲の上の戦闘技能を持つ者。

　王国からの逃とう亡ぼう中、追いかけられた体験は恐怖そのもので、夜中に時折うなされる程度には密かなトラウマにもなっていたが──

　これで全てを払ふつ拭しよくできるだろう。確固とした己の力を実感できた。

（わたしはもう、弱くない！）

　クロトが歩み寄ってきた。ルティシアに手を差さし伸のべて立たせる。

「んっ……ありがとう！」

「ルティシア──これがお前の考える強さなのか？」

　クロトの言葉が不意打ち気味に心に刺ささり、ルティシアはぎくっと首を竦ませた。

「一人で戦闘能力を試すのはいいが、俺が介かい入にゆうしなければ死んでたんじゃないか？」

「……」

「そもそもルティシアは精霊素の使い方が大おお雑ざつ把ぱすぎる。目の前の動作にパワーを集中しすぎてるんだよ。攻撃と防御のバランスを意識しないから力のロスが大きいんだ」

「……ごめん──なさい」

　項うな垂だれるルティシア。クロトの言葉はまさに事実そのもので、全く言い返せなかった。

　自分専用の《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を入手したルティシアが未だ姉たちのもとに戻れないのは、これが理由である。

　制御の未熟さ──

　クロトの設計したＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターは、精霊素で駆く動どうする。

　精霊素は魔法の源だから、魔法が得意な者は当然うまく使いこなすことが可能。

　ルティシアも魔法は使えるが、決して達人というわけでもなく、現状では約三割ほどしか《戦術竜装タクテイクスヴアラー》のスペックを引き出せていないとのことだった。

　無論、それでも強いことは強いのだが──

　鍛たん錬れんし、錬度を上げて、もっと操作に習熟する必要があるとクロトは言う。

〈スカラバード・レーヴァ〉はルティシアが得意な火属性のチューニングを施ほどこしてあるが、高位の魔法士や魔ま導どう騎き士しなら誰だれでも運用できるらしい。

　手順としては《呼集法サイフオン》で火の精霊素を集め──

　その後、『攻撃』『火力』『防御』『速度』『移動』という五つのパラメータに精霊素を配分し、ドラゴンの力に変換することで駆動する。

　ドラゴンの力への変換は自動で行われるため、特に意識する必要はない。重要なのは戦せん闘とう状じよう況きように応じ、各パラメータへの精霊素の配分を変えることだ。

　それが素早く無意識に行えるようになれば、今よりも遥かに強くなれる。逆に下手だとＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがオーバーフローを起こし、途と中ちゆうで停止してしまうという。

（わたしはまだまだ弱いということだな……）

　やはり学院でもっと様々な技術を学ぶ必要があるだろう。己を磨みがき、鍛錬して、卒業証明である〈ドラゴンスレイヤー〉の称しよう号ごうを獲かく得とくするまでは国に帰れそうにない。

　俯うつむいて唇くちびるを嚙かむルティシアを放置して、クロトは身を翻ひるがえした。なぜかは知らないが、道を逸それて一人で野原の中に入っていく。

　内心、もっと叱しかってほしい気持ちもあったのだが──

（……わたしの慢まん心しんに呆あきれてしまったのだろうな）

　ルティシアは悄しよう然ぜんと肩かたを落として、ユーリやシャロンのもとへと歩き出す。

　と、その時、突然背後から声がした。

「──まさかこんなことになっていたとは」

　振ふり返れば、道の彼方かなたからナイトローブを着た長身の男がゆったりと歩いてくる。

「……ヴェーデンドレヒ!?」

　ルティシアは我が目を疑った。

「なぜ……お前がここに？」

「私はその気になれば、常時どこにでも行けるのですよ、第三王女」

　魅み惑わく的な低い声で謎なぞの言葉を返す青年──

　ゼラ・ヴェーデンドレヒは、ダーナ王国、王弟リチャードお抱かかえの預言師だった。

　針金のように引き締まった長身。人形のように冷たく整った顔。

　年ねん齢れいは二十歳はたち前後で、容よう貌ぼうだけ見れば魅み力りよく的なはずだが、近くにいるとなぜかルテシィアはいつも鳥とり肌はだが立ってしまう。

　預言師とは未来を視る力を持つ者のことだ。本物なら凄すごいが、大半が偽にせ者もの。

　だが人の上に立つ重圧のせいか、王族の多くが預言師を起用し、リチャードもまたその一人だった。

　ヴェーデンドレヒは最近リチャードに雇やとい入れられたばかりだが、数々の予言で瞬またたく間まに彼の信しん頼らいを勝ち得た。今や王弟の右みぎ腕うでのような存在で、発言力も高い。

　ルティシアの姉たちは預言師の力自体を信じていないため、当然そりが合わず──今回の王弟の内乱も、裏でヴェーデンドレヒが画策したものだと考えている。

（油断ならない男だと姉様たちは言っていたが……まさかこんな場所で会うとは！）

　ふと、ヴェーデンドレヒが鳥かごに似た奇き妙みような小型の檻おりを手にぶら下げていることにルティシアは気づいた。中には何も入っていない。

「……その檻は何だ？」

　ルティシアが訊きくと、ヴェーデンドレヒは冷たく微笑する。

「檻とは、野や蛮ばんな生物を閉じ込めておくためのものですよ」

「そんなことを訊いているわけではない！　お前は何をしにここに来た？」

「私も貴女あなたに答える義務はない」

　彼はルティシアの問いを流して、満足げに独りごちる。

「しかし──たまには自ら足を運んでみるものだ。目的の相手を同時に二人も捕とらえられるのだから、今回はまさに僥ぎよう倖こうと言える」

「捕らえられる──二人……？」

　発言の意味をルティシアは考える。一人は自分だろうが、もう一人は──？

　後方を振り返ると、ユーリとシャロンが警けい戒かいして身体の後ろにファムを隠かくしていた。

「ファム……あの子のことか？」

「彼女は《アールマティ》の所有者だ。我々にとって極めて危険な存在なのですよ。ルティシア姫ひめ、あなたの《竜りゆう刻印》と同様にね」

「──何だと？」

　ヴェーデンドレヒは薄うすく笑い、優ゆう雅がに片手を上げる。

　すると掌てのひらの上に魔ま法ほう破は壊かい力を収しゆう斂れんしたとおぼしき、禍まが々まがしい渦うず状じようの力場が現れた。

「……っ！」

「まずはここで全員──」

　だが、最後まで言い終える前に、彼は何かに気づいて力場の増ぞう幅ふくを止める。

　視線の方向に顔を向けると、野原から戻ってきたクロトが、ヴェーデンドレヒを睨にらみ付けていた。

「やめろ」

「──お前か」

　相手の危険度を察知したのか、いつも余よ裕ゆうのクロトが怖こわいほど真しん剣けんな顔をしていた。

　が、それはヴェーデンドレヒも同様で、浮うかんでいた薄い微笑を完全に消し、硬こう質しつの無表情と化している。

　近くにいるだけで冷ひや汗あせが止まらない──ルティシアは巨きよ大だいな何かに挟はさまれて、すり潰つぶされている気分だった。

　二人は長らく視線を交こう錯さくさせていたが、やがてヴェーデンドレヒが微かすかに唇を曲げて、

「──今やり合うことに意味はない。すぐにもっと面白いことが起こる」

「謎めかすのはよせ。言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ」

　クロトの言葉に、ヴェーデンドレヒは全くの無言を返した。

　と、不意にヴェーデンドレヒの手中に生成された渦状の力場が突とつ然ぜん肥大化して、奥から稲いな妻ずまに似た槍やりが四方に発射される。

　閃せん光こう。

「──きゃっ！」

　だがクロトが素早くルティシアの前に移動して、《ザラストラ》で稲妻を無効化した。

「今のは単なる挨あい拶さつだ。また会おう──」

　ヴェーデンドレヒは跳ちよう躍やくすると、渦状の力場に吸い込まれて瞬しゆん間かん的に姿を消した。

　現れた時と同様の唐とう突とつな撤てつ退たい。そして辺りに再び静せい寂じやくが戻ってくる。

「な、何だったんだ……？」

　呟つぶやく声が掠かすれている。気づけばルティシアは大量の汗をかいていた。

（見たことのない魔ま法ほうだったが……あいつは単なる預言師ではないのか？）

　急に姉たちのことが気になり始めたルティシアが、きゅっと唇を嚙み締しめていると、

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　いつの間にかクロトが間近でルティシアを覗のぞき込むように見ていた。

　ルティシアはつい赤くなって、

「だ、大丈夫に決まっている！　わたしがこの程度のことで動じるものか！」

「そうか──」

　クロトが少しだけ口元を緩ゆるめて右手を差し出してきた。

　その手にユリに似た小さな花が握にぎられていたので、つい目を瞬く。

「む、それはルティシアの花じゃないか……。どうしたのだ？」

　自分と同じ名前を持つ、〈腐界〉近辺にしか咲さかない希少種──ルティシアが一番好きな花である。

「いや……さっき歩いてる時に、ふと目に入っただけなんだが──」

「……」

「喜ぶんじゃないかと。その……さっきは俺も少し言いすぎた気がするし」

（……クロト──）

　いつも割と冷静な彼が照れていることに気づき、ルティシアは新しん鮮せんな驚おどろきを感じる。

　直後に、自分でも驚くほど幸せな気持ちが胸に湧わいた。

（──初めて会った時の言葉をクロトは覚えていてくれたのだな）

　そして先程、一人で野原に入っていったのはルティシアの慢心に呆れたわけではなく、この花を採ってきて元気づけようとしたためだろう。

（優しい──）

　ルティシアは身体からだの芯しんが熱くなるのを感じる。

「ありがとう、クロト……」

　頰ほおを赤く染め、小さな花を胸に抱だき締めるルティシア。

「な、何だよ。礼を言うほどのことじゃないだろ」

「でも……今とても嬉うれしいんだ」

「大したことじゃない。俺は花を摘つんできただけだよ」

「ん……」

　ルティシアは素直に頷うなずき、胸の高鳴りが収まるまで花を大事に握り締めていた。




　その後、クロトたちは任務を切り上げて、ファムを連れて学院へと帰き還かんした。

　魔導騎士たちはヴェーデンドレヒの放った稲妻で全員絶命していたが、メタリアだけは土ど壇たん場ばで逃にげたらしく、どこにも姿がなかった。







　第七章　嵐あらしの前の静けさ







「──まあ、本人が妹だと言っておるのだ。クロトが面めん倒どうを見るのが筋であろうよ」

　クロトたちが学院長のルシャスに経けい緯いを説明すると、呆あつ気けなくそう言われた。

「そうです。ファムもそう思うのです！」

「誰だれだってそう思うわな」

「……本気なのか、二人とも？　俺に赤の他人の面倒を見ろって言うのか？」

　思わず啞あ然ぜんとするのはクロトだけではない。ルティシアもシャロンもユーリも意表を突つかれて言葉を失い、夕暮れの執しつ務む室に微び妙みような沈ちん黙もくが漂ただよっている。

　だがルシャスは冗じよう談だんを言ったわけではないようだった。

「赤の他人なものか。ぬしに見えないものが私には朧おぼろ気げながら見える。はっきりしたことは言えんが……そのファムという子、おそらく本当にぬしの妹だぞ」

「何……？」

　どういう意味だと訊たずねるクロトに、透明感のない目を向けてルシャスは語る。

「ファムもぬしと同様、異世界から来た者だと精霊素が告げておる。微び量りようながら虚きよ質しつ量りようの粒りゆう子しを帯びておるようだ。つまりは──異世界人だな」

「異世界……？　本当か？」

　クロトの問いにルシャスは深々と頷いた。

（だとすれば──俺と同じ転生者？）

　クロトはファムの無表情な顔を見直す。

　が、ファムは何のことか分からないという風に首を斜ななめに傾かたむけただけだった。

「ぬしらの記き憶おくが壊こわれておる原因もそれかもしれん。世界と世界の溝みぞを越こえる時、脳に何らかの作用がもたらされるとか……。まあ単なる偶ぐう然ぜんかもしれんが」

（偶然？　いや……案外当たってるのかもな。この世界に来た途と端たん、言語などの最低限の知識は身についていた──最適化処理が働いたということだ）

「異世界かぁ……」

　後ろで傍ぼう観かんしていたシャロンが明らかに納得していない声で呟く。

「わたしはそういうのよく分からないんだけど、ファムが違ちがう世界──異世界から来たからって、何でクロトの妹になるわけ？　クロトに妹はいないんじゃないの？」

「確かにそうだ」

　と、ユーリがシャロンに便乗して続ける。

「世界が幾いくつもあるって話自体は、物語なんかでよくある。実在するかはさておき、それ自体はありふれた考え方だよ。でもファムが異世界人なのと、クロトの妹であることは何ら関連性がないのでは……？」

「──世界が幾つもあるなら、そういう世界もあり得たかもしれんぞ」

「え？」

　ルシャスの謎なぞめいた言葉に皆みなが目を瞬またたく。

「異世界は複数ある……。ならばその中には、クロトとファムが兄妹きようだいである世界もあったかもしれん」

（並行世界パラレルワールド──？）

　クロトは思わずこめかみを押さえる。

　──異世界がある以上、当然その存在も否定できないのだった。

　否、むしろ並行世界パラレルワールドの方が異世界よりも余程あってしかるべき存在。異世界にはない科学的な裏付けがパラレルワールドにはある。おそらく存在するのだ──

　そして、同じような世界が無数に分ぶん岐きして存在するのだとしたら──むしろこの異世界の方が、並行世界パラレルワールドの限りなく歪いびつに変異した一形態なのかもしれない。

　引っ掛かかっていた疑問が再び脳裏に浮ふ上じようする。

（──この世界はそもそも何なんだ？）

「異世界に、並行世界パラレルワールドに……。くっ、何だか頭が痛くなってくるな」

「まあ、しばらく様子を見たらどうだ、クロトよ。基本的にはその子の意思を尊重したいが、ぬしが面倒を見切れないなら私の方で何とかしよう。ルティシア、構わんな？」

「あ、はい。寮りようの部屋は沢たく山さん空いてますし、わたしは全然……」

「では決まりだ」

　ルシャスが頷くと、それまでおとなしくしていたファムがぴょんと飛び上がって、

「やったー！」

　彼女なりに空気を読んで甘えたいのを遠えん慮りよしていたらしい。無表情ながらも微かに口元を綻ほころばせて、甘い匂においと共にクロトに抱だきついてくる。

「これでわたしたちは公認の兄妹なのです。嬉しいのです！」

「そ、そう……なるのか？」

「何事も為なせば成るとは、こういうことなのです！」

「いや、それは意味が違うと思うぞ……」

（だが──まあいいか。いざとなればルティシアもいるし、何とかなるだろう）

　はしゃぎ、甘えて纏まとわり付くファムを見ながら、クロトは微び苦く笑しようするが──

「ぬ、ぬう……」

「むーっ……！」

　その横では、まるで焼やき餅もちでも焼くようにルティシアとシャロンが血色のいい唇くちびるをすぼめているのだった。




　　　　◇　◇　◇




　やがてクロトたちが去り、執務室にはルシャス一人だけになる。

　薄はく暮ぼの光が射す静寂の室内で、ルシャスは静かに呟いた。

「──欠けていたピースがまた一つ揃そろったか……」

　まるで強い磁力に引き付けられるようだ、とルシャスは窓の外に目を向けて考える。

　中央大陸でも有数の強大な力が、急速な勢いでここに集まりつつあった。

　最強異能《ザラストラ》。

　神の翼つばさ《アールマティ》。

　超ちよう高こう位いの潜せん在ざい能力を持つ者。

　そして、《竜の女神メーデンドラツヘ》の再来──

　このヴァントワーヌを中心に途と轍てつもない何かが起ころうとしていることがルシャスには分かる。大気に満ちる精霊素が未来の予測を告げるのだ。

　それはいずれ起こる未み曾ぞ有うの大異変の前まえ触ぶれ──

「嵐が来る……」

　ルシャスは独りごちて考える。果たして今回はどのような結果になるのだろう、と。




　　　　◆　◆　◆




　夜も深まり、寮の内ない壁へきの各所で照明の灯が柔やわらかな光を投げかけている。

　長らく悪あく戦せん苦く闘とうしてやっとファムを寝ねかしつけたクロトが寮の一階に戻もどってくると、ルティシアが食堂で紅茶を片手に本を読んでいた。

　彼女が幼い頃ころから愛読しているというその聖典は、《竜の女神メーデンドラツヘ》の言葉をまとめた、この世界で最も普ふ及きゆうしている読み物らしい。

　クロトに気づいたルティシアが、本から顔を上げて蜂はち蜜みつ色の長い髪かみを搔かき上げる。

「眠ねむったか？」

「ああ……何とかな」

「お疲つかれ様さま。クロトも紅茶をどうだ？」

「サンキュ。貰もらうよ」

　クロトはルティシアの対面の椅い子すに座った。テーブルの上には〈境界〉で摘んだ白い花が大事そうに花か瓶びんに挿さしてあり、若干照てれ臭くさい。

　ティーポットから紅茶を静かにカップに注ぎつつ、ルティシアが訊きく。

「それであの子は何か思い出したのか？　その……元いた世界のことを？」

「いや……」

　もしファムが自分と同じ異世界転生者なら、この世界の者には話しにくいこともあるかもしれない──

　そう思ってルティシアには外してもらったのだが、結果的には気の回しすぎだった。

　ファムは本当に何も覚えておらず、とりとめもなく普ふ通つうの話をしただけ。

　兄妹の関係のことも、異世界に関することも、なぜ王弟派の魔ま導どう騎き士し団に追われていたのかという疑問にも、全く答えは出なかった。

「ただ……俺も段階を踏ふんで徐じよ々じよに記憶を取り戻してきてる。もしかしたらファムにも時間が必要なのかもしれないな」

「うむ、あまり焦あせるな。徐々に思い出していけばいい。あ、砂糖は幾つ入れる？」

「要らない。いつもストレートで飲む」

「え……。そうなのか。甘いのが苦手なんて──男性は損だな」

「得なこともある。ルティシアは何個入れるんだ？」

「三個」

「え……。それはちょっと入れすぎじゃないのか？」

「姉様もこうだぞ？　まさか……君は甘党の女が嫌きらいだったりするのか？」

「いや、別に。紅茶に砂糖を入れないだけで、甘いもの自体は結構食べる」

「そ、そうか……。それは何よりだ」

　ルティシアが差し出したカップを受け取ると、クロトは紅茶に口をつけた。

　口当たりは淡あわく心地ここちいいが、口内で独特の茶葉の香かおりが膨ふくらみ、それらが一体となってバランスのいい味に変化する。

「美味おいしい」

「よかった。これはわたしもお気に入りのファーストフラッシュなんだ」

「ファースト……？」

「一番摘づみという意味だ。春に摘つんだ茶葉が一番生気に溢あふれて、香りに優れている」

「ふうん、流石さすがはお姫ひめ様だ。趣しゆ味みがいいんだな」

「……か、からかうなっ！」

　ルティシアは恥はずかしそうに瞳ひとみを逸そらし、クロトもなぜか照れつつ紅茶を味わう。

　紅茶には鎮ちん静せい作用があると聞いたことがある。そのせいか少し疲れが抜ぬけた気がした。明日あしたもファムに振ふり回されそうな気がするので、今夜は早めに寝ようとクロトは考える。

「ご馳ち走そう様さま」

　立ち上がってテーブルを離はなれようとすると、不意にルティシアが呼び止めた。

「──なあクロト……」

「何だ？」

「実はその、君に……打ち明けなければならないことがある」

　クロトは僅わずかに眉まゆを顰ひそめる。──妙みように深刻な雰ふん囲い気きだった。

　ルティシアは席を立ってクロトの間近に来ると、俯うつむきがちに躊躇ためらいながら、

「ん、その……えっと」

　気のせいか彼女は顔が赤い。口調も煮にえ切らず、いつも凜りんとしたルティシアにしては珍めずらしい態度だ。

「遠慮するなって。いつも色々世話になってるし、俺でよければ何でも相談に乗るよ」

　ルティシアはクロトに促うながされて静かに顔を上げると、頰ほおを薔薇ばら色いろに染めながら、

「クロトに……見てほしいものがあるんだ」

「何を？」

「……ん──」

　ルティシアは己を勢いづけるように長い金きん髪ぱつをばさりと搔き上げ、唐とう突とつに制服のコルセットを外し始めた。

「──？」

　コルセットに付いているボタンは飾かざりで、中央のチャックで着ちやく脱だつする仕組み。

　ルティシアは脱ぬいだコルセットを床ゆかに落とすと、今度はシャツに手をかける。

「お、おい……どうしたんだっ？」

　この展開には流石にクロトも焦るが、ルティシアはもっと切せつ羽ぱ詰つまった声で、

「と、とにかく黙だまって見ていろ！　誤解されると恥ずかしい。君はいつもみたいに状じよう況きようを冷静に観察してくれていればいいんだ！」

「観察って……。俺、そんなキャラじゃないだろ」

「いいから！」

　ルティシアは顔を真っ赤にして、おずおずと下からシャツを捲めくる。

　と、スカートとシャツの間から、形のいい臍へそが露あらわになった。

　刹せつ那な、クロトは瞠どう目もくする。

（これは──？）

　──ルティシアの臍の下には、小さな紋もん章しようが薄うすく刻まれていた。

　どこかで見たことのある形状で、デザイン的には竜の頭部を連想させる。

　まるで熱を持っているように発光し、しかもその光は次第に増ぞう幅ふくしていた。薄かった紋章はどんどん濃こく、眩まばゆく変容する。

「……わたしの感情の昂たかぶりと同調しているんだ。《竜りゆう刻印》というらしい」

「《竜刻印》……？」

「生まれつき身体からだに刻まれていた。聖典によれば、伝説の《竜の女神メーデンドラツヘ》にも似たような印があったらしい。それによって、あらゆるドラゴンを支配したという」

「──何……？　だったらルティシアは──」

「いや、残念だが、わたしにドラゴンを操る力はない。それは〈腐界〉でドラゴンに襲おそわれたことからも明らかだ」

「そういえば……そうだったな」

（だが、あの時はその紋章も発光していなかったんじゃ──？）
















　クロトは素早く思考する。そもそも彼女はなぜこのタイミングでこれを？

「姉様たちの説では、この《竜刻印》はまだ成長途と上じようだそうだ。形がまだ描びよう画が中で、それが完全になった時、本当の力が目覚める……かもしれないと言っていた」

「変化してるのか、この刻印？」

「うむ。昔はもっとシンプルだった。年々ドラゴンの頭部に似た形になっている」

　ルティシアはシャツを捲ったまま、生き真ま面じ目めな顔をクロトに向けて、

「以前、わたしは王弟派に追われているわけを君にこう説明した──わたしを人質に取ることで彼らは姉様たちの戦せん闘とう力を封ふうじようとしていると」

「ああ、覚えてる」

「だが……実はそれだけではないらしい。昼間会った王弟派の預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒ──奴やつはわたしの《竜刻印》を狙ねらっている。二人の姉様しか知らないはずの情報を、なぜか奴は知っていたんだ」

「──そうなのか？」

　うむ、と頷うなずいてルティシアは〈境界〉で聞いたという言葉を諳そらんじる──『我々にとって極めて危険な存在なのですよ。ルティシア姫、あなたの《竜刻印》と同様にね』と。

「そうか……。奴らが執しつ拗ようにルティシアを狙っていたのは、人質と《竜刻印》という二つの理由があったせいなのか」

　クロトは得心し、それからはたと思い出す。

（ヴェーデンドレヒ──そいつが全ての元げん凶きようの気がするが……奴は〈境界〉で、鳥かごに似た小さな檻おりを持っていた）

　──あれは一体何だったのだろう？

　無言で思考を巡めぐらせていると、ルティシアが恥ずかしそうにシャツを下ろして、

「は、話は以上だっ！　わたしはもう寝ねる！」

　怒おこったように話を打ち切り、肩かたを怒らせてロビーへ歩いていく彼女を見ながら、クロトはふと気になった。

「なあルティシア」

「な、何だっ……？　わたしの用はもう済んだぞ！」

「いや、ちょっとしたことなんだが……《竜刻印》の件、姉二人と敵しか知らなかったんだろう？　危険を避さけるためにも秘密にしておいた方がよかったんじゃないか？　いや、もちろん俺は誰だれにも言わないけど」

　ルティシアは顔をはっと強こわ張ばらせた。

　それから頰をじわじわ赤く染め、どこか悔くやしげに絞しぼり出すような声で、

「……お、お前だから教えたんだ」

「え？」

「お前だから、あの印を見せて、最大の秘密を打ち明けた。だって──」

　テーブル上の白い花が飾られた花か瓶びんをルティシアは一いち瞥べつして、

「──だって君はわたしに《戦術竜装タクテイクスヴアラー》という新しい力をくれた。それだけではない。いつだって……今日だって危ないところを敵から守ってくれた。だから……わたしは君に、王族としての敬意を払はらったのだ」

「敬意？」

「──そうだ。優れた者に礼を尽つくすのは王族の義務。断じて君に、強い好意を感じているわけではない！」

　凜り々りしい口調でそう告げると、ルティシアは再び肩を怒らせてロビーに向かい、大きな音を立てて階段を上っていった。

「……そんなに怒って言うようなことか？」

　クロトは怪け訝げんに首を傾かしげた。







　第八章　最強竜顕けん現げん







　翌日の早朝、ヴァントワーヌ竜装学院の演習場には活気に満ちた声が響ひびいていた。

「んー……すっごく気分いい！　もう最高だわ！」

　シャロンが心底嬉うれしそうな歓かん声せいを上げている。それも当然──

　今のシャロンは、遂ついに念願の自分専用《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を纏まとっているのだった。

　暴走の気配は微み塵じんもなく、驚おどろくほど動作は安定。まるで熟練の竜装騎士ヴアラードラグーンのよう。

　シャロンは竜巧武装エーデルヴアツフエ《魔砲大剣ブレードナパーム》を両手で持ち、同じく武装状態のルティシアと、弾はじけんばかりの笑顔で打ち合っている。

　──キィンッ！

「やるなシャロン──！」

「ふふん、わたし、これでも隊長よ？　ずっと地道にトレーニングしてきたんだから」

「分かってる。だが……わたしだって！」

　ルティシアは眩まばゆい汗あせを[image: 迸]ほとばしらせ、輝かがやく金髪をなびかせて斬撃を放つ。

　シャロンはルティシア以上の汗をきらきらと流しながらも、元気いっぱいに剣閃を繰くり出してそれを受け止めた。

　スピード感溢あふれる剣けん戟げきの途と中ちゆうで、演習場の端はしに素早く手を振ふり、

「ありがとね、クロト！　この〈花散竜カサンドラ〉、ほんとにほんとに最高っ！」

　嬉き々きとしてウインクするシャロンに、クロトは片手を上げて応こたえる。

　Ｄ‐ｚ型試作弐号機〈花散竜カサンドラ〉──

　竜りゆう核かくを使わず、Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターで駆く動どうする、クロトオリジナル《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の弐号機だった。

　ルティシア専用機とシステムは同じだが、こちらはシャロン専用──

　風の魔ま法ほうが得意な彼女のため、風の精霊素を取り入れるように最適化してある。

　主武装は〈スカラバード・レーヴァ〉と同じく、魔砲大剣ブレードナパーム、戦術魔砲シユラインガン、精霊機銃剣エレメンタルソードライフル。

　他に、ドラゴンバリアやドラゴンブレスも発動可能だ。

　全体として、ルティシア専用機より攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力は劣おとるが、精密動作性と機動力で上回る、ヒット＆アウェイタイプ。もともとシャロンは魔法の技ぎ倆りようが高いため、操作に習熟するのが早く、最初から高いレベルで使いこなしていた。

「──はあっ！」

「甘いわよ、ルティシア。その程度の攻撃っ！」

　幾いく度どとなく衝しよう突とつする《魔砲大剣ブレードナパーム》の斬撃。そんな二人の訓練風景を見ながら、クロトの隣となりのユーリが感心したように言う。

「あの二人、いいライバルになりそうだね」

「ああ、確かにいい線いってるな」

　努力家だし、国の命運を背負っているしと、シャロンとルティシアには共通点が多い。

　ルティシアと同様、竜核との同調にずっと苦戦していたシャロンだが、それもある種の才能かも知れず──しかもシャロンの魔ま法ほう技倆は実のところ非常に高いのだ。

　それがどのようなものであれ、地道な鍛たん錬れんを積み重ねてきた彼女が、きっかけ次第で化けるのはある意味、当然のことだった。

「でもクロト、なぜシャロンに《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を造ってあげたんだい？　最初はあまり乗り気じゃなさそうに見えたけど。やっぱり……彼女が可愛いから？」

「そ、そんなんじゃない！　今は状じよう況きようが違ちがうだろ。また昨日の連中が現れたら──」

「あ、そういうことか」

　昨日の様子から判断するに、ダーナ王国王弟派の魔ま導どう騎士団──預言師ヴェーデンドレヒと、彼の配下は再びルティシアとファムをさらおうとするだろう。

　彼らとの交戦時、自衛手段がない者は非常に危険だ。たとえクロトが敵を瞬しゆん殺さつするとしても、攻撃の余波で味方が傷つかないとは限らない──

　と、考えたクロトは昨夜《ザラストラ》に潜もぐり、三日かけて《戦術竜装タクテイクスヴアラー》の試作弐号機を製作した。

　無論、クロトの中での三日は、外の世界の零れい秒だから、実際には時間は経っていない。

　そして今朝早く、授業が始まる前にシャロンにそれを渡わたすと、

「……嬉しい……」

　シャロンは目から涙なみだをポロッと一ひと粒つぶ零こぼして、

「クロト──ありがとうっ！」

　飛び込むように抱だきついてきて喜びを露あらわにしたのだった。

「お、おいシャロン──そんなにくっつかなくても……」

「だって嬉しいの！」

　シャロンは上気した頰ほおをクロトの胸に擦こすりつけてくる。甘い匂においにくらくらする。

　──と、押しつけられていた柔やわらかな身体からだが唐とう突とつに後ろに離はなれた。

　見れば、ルティシアが唇くちびるを尖とがらせてシャロンの腰こしに手を回しており──どうやら引っこ抜ぬくようにして無理やりシャロンを引き剝はがしたらしい。
















　ルティシアは妙みように力の入った笑顔で、

「──嬉しいのは分かる。だがスキンシップはそこまで。……いいな？」

「う、うん……いいけど」

　戸と惑まどったように頷うなずくシャロン。

　その後、性能を試してみたいと頼たのまれたルティシアがシャロンの戦せん闘とう相手をすることになり、今のこの状況に繫つながるのだった。

（しかし、初めてにしてはいい感じに使いこなせてるな。大だい丈じよう夫ぶそうだ──）

　この〈花散竜カサンドラ〉があればシャロンも大たい抵ていの事態には対応できるだろう、とクロトが安あん堵どの息を吐はいた時、ふと意外な人物の姿が目に入る。

　真紅の髪かみをなびかせて彼女は近づいてくると、クロトとユーリの前で立ち止まり、

「朝から興味深い光景だな、カミノメ・クロト。あれはお前の造ったものか？」

「ああ……」

「そうか。流石さすがだ」

　授業開始前の演習場にやってきたのは、竜装学院の生徒会長にして、いつか小隊戦で倒たおさなければならない相手──三年のヴィナス・クロフォードだった。

　隣で剣けん吞のんな空気を醸かもし出すユーリを押し留めてクロトは訊きく。

「それで……俺たちに何か用なのか、生徒会長」

「いや、興味深い光景が見えたから来てみただけなのだが──凄すごいな」

「何が？」

「──本物の竜核を使っていないのに、よくあれだけの性能を発揮できる」

　ヴィナスは波打つ赤い髪を後ろに流すと、クロトに不敵な双そう眸ぼうを向けた。

「設計がいいのか？　造り方が高度なのか？　わたしにはそれだけとも思えないが」

（──こいつ……）

〈ドラゴンスレイヤー〉ことヴァントワーヌ最強の竜装騎士ヴアラードラグーンヴィナス──彼女が単に強いだけではなく、類たぐい希まれな洞どう察さつ力を持った人物であることをクロトは理解した。

「待ち遠しいぞ。早くお前の小隊と全力で手合わせがしたい──」

　と、ヴィナスが呟つぶやいた直後のこと。

「手」

　と、唐突に澄すんだ声がして、振り返れば背後にファムがいた。

「──わっ？」

　いつ現れたのかクロトも気づかなかった。ヴィナスの手にぺとっと触ふれて、ファムは生き真ま面じ目めな無表情を保っている。

「……何の真似まねだ、君？」

　ヴィナスが訊くと、ファムは大おお真ま面じ目めに答えた。

「手合わせなのです！」

「いや……手合わせというのは、物理的に手を接せつ触しよくさせるという意味ではないぞ？」

　ファムに無む垢くな瞳ひとみで首を傾かしげられて、流石のヴィナスも戸惑っている。

「──まあいい。朝の会議の準備をしなければならん。わたしはこれで失敬する」

　子供が苦手なのだろうか？　踵きびすを返し、颯さつ爽そうと演習場から去っていくヴィナス。

　それを横目にファムは頰をまるっと膨ふくらませた。

「お兄様、ファムを置いてけぼりにするなんてひどいのです！　起きた時、周りに誰だれもいなくてびっくりしました」

「ああ……悪いな。ルティシアと二人で何度も起こしたんだけど、全然目を覚まさないから、もう少し寝ねかせておこうと思って」

「わたしの眠ねむりは深いのです。寝たい時に寝て、起きたい時に起きるのです！」

「いや……それは別に立派なことじゃないからな？」

「やりたいことをやりたいようにやるのが、生物にとっては最高の状態なのです。だから今日からわたし、お兄様と一いつ緒しよに学院に通います！」

　そう来たか、とクロトは呆あつ気けに取られて目を瞬またたいた。




　　　　◆　◆　◆




　その日はずっとファムと共に過ごした。

　シャロンとルティシアは微び妙みように焼やき餅もちを焼くような態度だったが、どの授業にも同行してクロトの隣にぴたりと座るのだから仕方ない。

　超ちようマイペースな性格のファムには、周囲を自分色に染めていく力があるようだ。

　例えばこんな風に。







　午前の設計科の授業中──

　ユーリが目を丸くして、ファムがペンを走らせている図面を覗のぞき込む。

「ファム、君は何を設計してるんだい？」

「見て分かりませんか、ユーリ？」

「ちょっと分からないな……」

「──人生です！」

「え」

　製図用紙に描えがかれた深海生物に似た図形をまじまじと眺ながめ、ユーリは肩かたを竦すくめて呟く。

「女の子の人生って、予測不能だね」







　昼休みの食堂で、ＳＲ15小隊のメンバーが揃そろって昼食中──

　シャロンが年上ぶった態度で人差し指を立てながら、

「駄だ目めじゃないファム。トマトそんなに残して。好き嫌きらいしないで何でも食べなきゃ！」

「酸っぱいのは苦手なのです……」

「ん、気持ちは分かるけどね。わたしも小さい頃ころトマト嫌きらいだったし……。あ、そうだ。少しお砂糖かけてみたら？　わたしは昔、よくそうやって食べてたのよ」

「！　それはいいアイデアなのです」

「あ、ちょっと──？」

　トマトに山のような砂糖を振ふりかけ、もくもくと頰ほお張ばって幸せそうに微笑ほほえむファム。

「美味おいしいのです……！」

「えーと……。それは単なる砂糖の塊かたまりだと思うわ」




　午後の騎き士し科との合同授業中──

　体操服に着き替がえたルティシアが、グラウンドを緩かん慢まんに走るクロトとファムの横につき、

「どうしたファム、もうへたばったのか？」

「見返りもなしに、無意味に走るのは苦手なのです……」

「……それを言ったら訓練の意味がないだろう。走り込むと体力がつく。どんな進路に進むにせよ、大事な要素だぞ」

「ルティシアはスタミナがありますよね。とってもタフなのです」

「うむ。わたしは強くなるための努力を惜おしまない。当然、体力もつけなければ！」

「たっぷり栄養を蓄たくわえているのですね、胸に」

「……へ、変なこと言うな！」

　ルティシアは真っ赤になってクロトとファムを追おい越こしていってしまう。




　　　　◆　◆　◆




　騒さわがしくもあっという間の一日が終わって、帰宅したクロトとルティシアとファムは、寮りようの自室に荷物を置いて一階の食堂に集まった。

　ファムにはずいぶん振り回されたが、テーブルについてルティシアが淹いれてくれた紅茶を飲んでいるうちに気分が落ち着く。間近の花か瓶びんに挿さされた白い花も目に優しい。

　クロトは隣となりに座ったファムに顔を向けて、

「学院はどうだった？」

「とても楽しかったのです！」

「そうか……」

「お兄様たちは、ああやって楽しく、毎日遊びまくっているのですね！」

　クロトは思わず脱だつ力りよくしたが、根が真面目なルティシアの反応は違ちがった。

「遊んでいるのではない。学んでいるのだ」

「何を？」

「決まっている。強くなるため──人類の敵ドラゴンと戦うための備えだ。一人前の竜装騎士ヴアラードラグーンと、それをバックアップする竜装設計士ヴアラーデザイナー、竜装整備士ヴアラーメンテナーになるために、みんな日々頑がん張ばって己を磨みがいているんだぞ」

「ドラゴン……」

「うむ」

「それはそんなに強いのですか？」

「──当然だ」

　ルティシアは僅わずかに苛いら立だったように細い眉まゆを吊つり上げて、

「ファムはドラゴンのことも知らないのか？　この大陸においてドラゴンは最強最悪の存在だ。我々人類が長年どれだけドラゴンに苦しめられてきたか……」

「でも、結構なついてましたよ」

「……何？」

　意味不明な発言を聞いたルティシアは目を瞬いて、

「どういう意味だ？」

「昨日の森で、あの背の高い悪者がドラゴンを手なずけていたのです。鳥かごみたいな檻おりに入れて、小さなドラゴンを飼っていました」

　何気なく口にされた衝しよう撃げき的な発言に、クロトもルティシアも息を吞のんだ。

「ヴェーデンドレヒが……？」

　ルティシアは小さく呟いた後、

「──馬ば鹿かな！　そんなことはありえん！」

　両手でテーブルを叩たたいて続ける。

「ドラゴンと人は相あい容いれない存在だ……。猫ねこが鼠ねずみを補食するのと同様、食しよく物もつ連れん鎖さの本能が奴やつらには刷り込まれている。その摂せつ理りを曲げたのは只ただ一人、後にも先にも《竜の女神メーデンドラツヘ》だけだと聖典にも書かれているんだ！」

「でも、そんな風には見えなかったのです。小さいドラゴンですが、凄くなついていて、まるで友達同士みたいでした」

「……」

　愛読書と信しん奉ぽうする《竜の女神メーデンドラツヘ》を否定されたと感じたのか、ルティシアは眉を顰ひそめる。

　──ファムの話によれば、当初ヴェーデンドレヒが持っていた檻の中には、栗鼠りす程度の大きさの小型竜がいたらしい。彼はその小型竜を〈腐界〉の森の奥に放ち、その直後、隠かくれて様子を見ていたファムに気づいて、魔ま導どう騎士団をけしかけてきたという。

（それがあの時の経けい緯い……？　空っぽの檻はそういうことだったのか）

　だが、クロトにもその行こう為いの意味するところが分からない。

　方法は不明だが、仮にヴェーデンドレヒが小型竜を使役できていたとして、それを〈腐界〉の森に放つことに何の意味があるのか。

（単に逃にがしただけとは思えないが──）

「──わたしは信じないぞ！」

　だがルティシアにとっては、それ以前の問題のようだった。

「いい加減なことばかり言って大人を怒おこらせるんじゃない。ファムはそもそも奔ほん放ぽうすぎるんだ。今日だって──」

「おい、ルティシア……」

「いや、この子のためにも言った方がいい。今日だって皆みなにずいぶん迷めい惑わくをかけていた。変なことを言うのも程々にしないと、そのうち誰にも相手にされなくなる。いい加減なことを言えば言うほど、信しん頼らいというのは失われていくんだぞ」

「ファムはいい加減なことなんか言ってないのです！」

　駄だ々だっ子のように勢いよく腕うでを振り回すファム。

　と、その拍ひよう子しにファムの手がテーブル上の花瓶に当たった。

「あ──」

　花瓶が床ゆかに落下して、甲かん高だかい破は砕さい音を響ひびかせて割れる。

　飛び散る欠片かけら。大事に飾かざっていたルティシアの白い花も床に撒まき散ちらされた。

　花も弱っていたようで、茎くきが逆方向に折れて、花びらも無残に散ってしまう。

　ルティシアは真っ青になり、しばらく言葉を失っていたが、

「……大事にしていたのに」

　ルティシアは悲しげに呟つぶやいて睫まつ毛げを閉じた。

「ファム──」

「……っ！」

　クロトが声をかけると、ファムは弾はじかれたように廊ろう下かに飛び出して逃げてしまった。




　　　　◆　◆　◆




　西の空に紅の太陽が沈しずみかけている。

　クロトとルティシアは、先程から無意味にリビングを行ったり来たりしていた。あれから相当な時間が経ったが、ファムはまだ戻もどってこない。

　遅おそい、とクロトは思う。

　過失ながら、謝りもせず逃げたのだから、戻ってきたら軽く叱しかるつもりだったが──

　こうも帰ってこないと心配になる。合わせる顔がなくて帰れないのかもしれない。

「──俺、捜さがしてくる」

「わたしもそう言おうと思っていたところだ。……手分けして捜そう」

　クロトとルティシアは寮を出て二手に別れた。




　　　　◇　◇　◇




　姿を消したファムを捜し始めてから、一時間後。

　ルティシアは〈腐界〉の森の間近──学院北に広がる〈境界〉の野道を歩いていた。

　辺りは真っ赤な夕陽に染まり、森の奥からは地響きに似た音も時折聞こえ、原始的な恐きよう怖ふ心しんを刺し激げきする。

　念のため《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に着替えてきたから、戦せん闘とう能力的には問題ないが──

「ファム……どこだ？　いるんだろうっ!?」

　ルティシアは声を張り上げるが、返事はない。もう少し奥に行かねばならないようだ。

（あの花が咲さいていたのはもっと先だった──）

　そう、先程までファムは逃げたものだとばかり思い込んでいたルティシアだが、学院構内をいくら捜しても見つからず、途と方ほうに暮れた時にふと閃ひらめいた。

　ファムは逃げたわけではなく、駄目にしたあの花を取りに行ったのでは？

　危険極まる〈腐界〉の縁ふち──〈境界〉に。

　そう思うと、居ても立ってもいられなくなった。

（確証はない。だが行ってみよう。違っていたら違っていたでいいんだ。本当はその方がいい……）

　かくしてルティシアは《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を身に着けて、昨日の道を再び一人で辿たどっている。

　辺りを無数の蝙蝠こうもりが飛び、森の奥から聞こえる謎なぞの地じ響ひびきも音量を増している。不気味だが、正体を検証する余よ裕ゆうもない。

（日が暮れる前に何とか──）

　と、前方斜ななめの野原の中にうずくまる小さな人ひと影かげを見つけた。

「──ファム！」

　感情のままに大きな声を出すと、ルティシアは背の高い草を搔かき分けて走る。

　振ふり返ったファムは目を見開き、きょとんとした顔で、

「どうしたのです、ルティシア？　そんな格好でこんな場所まで」

「馬鹿！　それはこっちの台詞せりふだ。制服姿で武器も持たずに──危ないにも程がある！」

　とにかくファムを立たせようと、ルティシアは手を差さし伸のべた。

　と、掌てのひらにふわりと滑なめらかな白いユリに似た花が渡わたされて、思わず目を瞬またたく。

　どうぞ、とファムは言った。

「見つけたのです。ルティシアの大事にしていたもの」

「……」

「──さっきはごめんなさい。わざとじゃなかったのです。振り回した手が偶ぐう然ぜん、花瓶に当たっちゃっただけなのです」

「そんなこと分かってる！　当たり前だ！」

「でも──そんな風に説明しても、またいい加減なことを言ってると思われるかもしれません。それは嫌いやだから、ちゃんと行動で表そうと思ったのです」

「……」

　ルティシアは胸の奥が締しめ付けられた。

「すまなかった……。わたしは君を傷付けてしまったな、ファム」

「いいえ、ルティシアは何も悪いことはしていません。──わたしも悪くないですけど」

「む？　そう……なるのか？」

「そうなります！」

　ファムは無表情で力強く頷うなずいた。

「おかしいですね、わたしたち、悪くもないのにお互たがい謝って」

　しばらくファムをじっと見つめていたルティシアは、不意にふっと笑みを零こぼす。

　ファムの超ちようマイペースぶりには呆あきれる反面、心和むものがあった。

　いい子だな、と今は素直に思える。

「──もういい。さあ、暗くなる前に帰ろう」

　ルティシアはファムの小さな手を引いて歩き出す。何かは不明だが、周囲には不ふ穏おんな気配が立ち込めていた。早く去った方がいい──

　と、草むらを出た瞬しゆん間かん、異様な気配を感じて、ルティシアはぎくりと凍こおりつく。

「何かが──近づいてくる……？」

　それもとんでもない質量が──

　一種の直感にすぎなかったが、次の瞬間、ルティシアは想像を絶する恐きよう怖ふに貫つらぬかれて目を剝むく。全身にぞっと鳥とり肌はだが立ち、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように足が動かなくなる。

　──それは突とつ然ぜん現れた。

　次元がヴォンと歪ゆがんで、空間の膜まくの奥から何かが盛り上がってきて滲しん出しゆつし、〈腐界〉の境目に設置された鉄てつ柵さくの前に、恐おそろしく異様な影かげが一いつ瞬しゆんにして出現したのだ。

「な……何だあれは……っ？」

　大きい──などというレベルではない。ルティシアが今まで遭そう遇ぐうした生物の中でも間ま違ちがいなく最大の巨きよ軀く。まるで山の一部分を切り取ったよう。

（さっきからの地響きの正体は、こいつの出現の前兆だったのか──！）

　流石さすがのファムも啞あ然ぜんとして完全に硬こう直ちよくしている。

「な、何なのですか、あれは……」

　絞しぼり出すような声で発された質問にルティシアは茫ぼう然ぜんと答える。

「ドラゴン……」

　しかも只のドラゴンではないことをルティシアは知っている。

　山のように巨きよ大だいな超ちよう弩ど級きゆうドラゴン──

　それは《八大竜エンシエント》の一角、《大壊層》ティアマトーだった。

　聖典の記述通りの異様な外観だ。

　四本の足に、太く長い首。大きく裂さけた凶きよう悪あくな顎あぎ門とと、ダイヤモンドの爪つめ。

　多種多様な鉱石、宝石、岩石を鏤ちりばめた多層構造の鱗うろこで全身を覆おおっている。

　魔ま力りよくに似た黒い揺ゆらめきが鱗の間から洩もれて、燃える煙けむりのように立ちのぼっていた。

　邪じや悪あくで禍まが々まがしく、暴力的な外観だが、それ故に美術品に似た恐ろしい美を湛たたえている。

（だが、なぜ今ティアマトーが……？）

　森の奥に潜ひそみ、歴史上数回しか姿を見せたことがないはずなのに──。理解不能だ。

　だが、〈腐界〉の境目には鉄柵と沿うようにして《竜の女神メーデンドラツヘ》の封ふう印いん壁へきが張はり巡めぐらされている。あのように巨大なドラゴンだからこそ網あみ目めを抜ぬけられない──

　──と、そんなルティシアの予測は呆あつ気けなく砕くだかれる。

「グルォォォォオオン──！」

　それまで封印壁の前に留まっていたティアマトーが、咆ほう吼こうと共に前進を始めたのだ。

　網目状の封ふう印いんによって鱗と巨軀がメリメリと裂け、滝たきを思わせる大量の血が[image: 迸]ほとばしるが、裂けた端はしから異様な生命力で癒ゆ着ちやくしていく。

　辺りは紫むらさきの夕陽と、ザアザア降り注ぐ赤い雨と、噎むせ返るような血の霧きりに包まれ、異常な色しき彩さいに染め上げられて、その中で緩かん慢まんに少しずつ、自ら刃は物ものに向かって突つき進むような長い自殺的前進を経て、超ちよう巨きよ大だいドラゴンはやがて完全に封印の外に出た。

　ルティシアもファムも眼前のあまりの光景に茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていたが──

「あ……あれです！」

　不意にファムがドラゴンの頭部に指を向けた。

「昨日悪者が檻おりから放ったのは、あの小さい竜なのです！」

「え……？」

　見れば、ティアマトーの頭部──両目の間の辺りに奇き怪かいな瘤こぶがあった。

　否、瘤ではない。それは身体からだを丸めた極小のドラゴン。全身から半はん透とう明めいの血管を飛び出させて、大きく脈打ちながらティアマトーの眉み間けんに真っ黒な体液を流し込んでいる。

「あれも……ドラゴンなのか？」

　まるでティアマトーの頭部に寄生しているようだった。──ふと閃く。

「まさか……。あれがティアマトーの思考に働きかけている？」

　ヴェーデンドレヒの仕業──

　そう考えると全てが腑ふに落ちた。封印を越こえる際の血みどろの地じ獄ごく的前進から察するに、思考能力だけでなく、痛覚も麻ま痺ひさせているのかもしれない。

　ティアマトーの圧力で一時的に押し広げられた封印の網目からは、飛行に特化した翼つばさを持つ小型の〈飛ひ竜りゆう〉が大量に飛び出し始めた。

　成人男性の二～四倍の体長を誇ほこるラムフォリンクス級。

　その更さらに二倍以上あるソルデス級の〈飛竜〉が、うじゃうじゃと森から湧わき出す。

　獲え物ものの匂においを嗅かぎつけたのか、飛び立った〈飛竜〉たちは全てヴァントワーヌの街へ向かっていた。このままでは捕ほ食しよくという最悪の虐ぎやく殺さつが市民に行われ──

　一国が滅ほろびる。

「──逃にげろ、ファム……」

　ルティシアは掠かすれた声で告げた。

「学院に戻ってルシャス様に知らせるんだ……。《八大竜エンシエント》の一角、ティアマトーが封印を突とつ破ぱして、多くの〈飛竜〉が街に向かったと」

「ル、ルティシアはどうする気なのです？」

「わたしは竜装騎士ヴアラードラグーンだ。自分にできる限りのことをする……！」

　誰だれかがここでドラゴンたちを食い止め、街の皆みなを守らなければ──

　自分は王族なのだから、人々を守らなければ！

「──行くんだ、ファム！」

　ファムの背中をどんと押して、無理やり学院方向へ走らせると、ルティシアは召しよう喚かんした《魔砲大剣ブレードナパーム》を握にぎり締めてドラゴンの群れに斬きりかかっていった。
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　そのしばらく後──

　ヴァントワーヌ市街、中央広場は未み曾ぞ有うの大混乱に陥おちいっていた。

「ド、ドラゴンだああっ！」

「助けてくれぇ──！」

　飛来したドラゴンの大群が建物を闇やみ雲くもに倒とう壊かいさせ、噴ふん水すいやモニュメントを破は壊かいし、人々を食い殺すべく追う。火の手が上がり、悲鳴がこだまし、端たん的てきに表現してこの世の地獄。

　街全体が、阿あ鼻び叫きよう喚かんの滅め茶ちや苦く茶ちやなパニック状態だった。

「──うわあああああぁぁん！」

　そんな中、号泣して広場を逃げる幼い子供がいる。家族からはぐれたらしい。

　無論、いくら獲物が喚わめいても、この世界最強の捕食者たちは関知しない。ソルデス級の〈飛竜〉が凶悪な顎門をがっぽり開けて、その子を頭から吞のみ込む──

　──と、刹せつ那なのタイミングで、小さな何かが高速回転しながら飛んできた。

　子供の間近に着地したのは、弾だん丸がんでもブーメランでもない。

　ヴァントワーヌ連れん邦ぽう議会主席にして竜装学院の長、アヴィタヤ・ルシャスだった。

「──泣くでない！」

　一いつ喝かつして子供を片手に抱かかえると、ルシャスは瞬しゆん時じに跳ちよう躍やく。まさに刹那の出来事だ。ソルデス級の〈飛竜〉が顎門を閉じた時、そこに獲物の姿は既すでになかった。

　賢けん者じやルシャスの戦せん闘とう能力は、ダーナ王国の精せい鋭えい魔ま導どう騎士の数千人分に相当する──

　が、それでも最強生命体ドラゴンの、この大群と戦うのは荷が重く、逃げるのみ。

　子供を抱えたまま、稲いな妻ずまのように建物の屋根を飛び移りつつ、ルシャスは遠くに向かって鋭するどい声を張り上げた。

「全員、速やかにドラゴンを迎げい撃げきせよ！　市民の犠ぎ牲せいを出すな！」

「はっ──！」

　ルシャスの声に応こたえたのは、学院方向から駆かけてくる大勢の竜装騎士ヴアラードラグーンたち。

　そう、竜の力を持つ竜装騎士ヴアラードラグーンならば、ドラゴンに対たい抗こうできる──

　街を守ろうと戦意を漲みなぎらせる彼女たちを見ながら、子供は心底安あん堵どしたのだった。
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「──はあっ！」

　ルティシアが《魔砲大剣ブレードナパーム》を振ふり抜くと、どっと血ち飛沫しぶきを上げて〈飛竜〉が倒たおれた。

　すかさずもう一いつ匹ぴきがルティシアを食い殺そうと、顎門を開いて突っ込んでくるが、

「グルオオオッ──！」

「……負けるかあっ！」

　両手で大剣を握り締めたルティシアは自ら〈飛竜〉の口こう腔こうに真っ向から突とつ貫かんし、大量の返り血を浴びながら剣けん尖せんで喉のどの奥を突き破やぶった。

　鬼き気き迫せまる戦いぶりに周囲のドラゴンが一いつ瞬しゆん怯ひるみ、その隙すきにルティシアは呼吸を整える。

　ここは〈腐界〉──

　あれから相当な数のドラゴンを倒した。緩ゆるんでいた封印壁の網目も今は元の大きさに戻もどり、これ以上新たなドラゴンが抜けてくることはなさそうだが──

（……くっ！）

　ルティシアは完全に包囲されていた。

　周りは〈飛竜〉、〈蛇じや竜りゆう〉、〈猛もう竜りゆう〉の群れに何重にも囲まれて、風景が全く見えない。

　唯ゆい一いつ見えるのは、竜たちの背後でこちらを見み据すえるティアマトーの巨軀──

　ルティシアが力ちから尽つきるのを待つように禍々しく時折舌なめずりしている。

（もう……活動限界が近い）

　ルティシアは舌打ちする。無理やり全力駆く動どうを続けたせいで、Ｄ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがオーバーフローを起こす寸前だった。

　これ以上の戦闘は自分の首を絞しめるようなもの──《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が停止すれば、己を強化する全ての力が消失して防ぼう御ぎよ力もゼロになる。

（だが──）

　最後まで戦う。

　絶対逃げない。

　──なぜなら自分は本質的に弱い人間だから。

　そう思い、ルティシアは輝かがやく大剣を凜と握り締しめて敵を見据える。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を手に入れて強くなった──そんな思考がフェイクなのはルティシア自身がちゃんと分かっていた。

　それは『力』ではあるが、『強さ』ではないからだ。

　武器があるからその人は強く、武器のエネルギーが切れたら弱い──力に依い存ぞんする強さというのは結局そのようなものだろう。言うなれば飾かざりだ。

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を獲かく得とくしたからこそ、ルティシアはそれに気づくことができた。

　本当の強さとは力に左右されない、魂たましいの在あり方そのもので──

　優勢な時より、苦しい時に真価が問われるとルティシアは思う。

（──絶体絶命の今だからこそ、立ち向かわなければ……！）

　逃げたい気持ちも当然あるが、それをすればもう真実には近づけない。自分の魂を裏切れば、待つのは虚むなしい欺ぎ瞞まんの日々だけ。

　ルティシアは躙にじり寄ってくる邪悪なドラゴンの群れをキッと睨にらみ付けて、

「故に──わたしは戦う！」

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──《戦術魔砲シユラインガン》。

　ルティシアが右みぎ腕うでを上げると、装そう甲こうが展開して砲ほう撃げき形態になり、《Ｄ‐ｚ戦術竜装タクテイクスヴアラー》固有の大型無む反はん動どう砲ほうとなった。

《戦術魔砲シユラインガン》は、対Ｄドラゴン兵器にして、今のルティシアが発動できる最大最強の火力だ。

　照準を前方のドラゴンの群れに向けて、その先にティアマトーを捉とらえる。

（わたしの全てを注ぎ込んで──まとめて葬ほうむる！）

　精霊素が火力に変換されて内部に収束し、砲ほう身しんが焼けるように発熱する──

　今だ！

「──行けええぇっ！」

　全力一いつ斉せい放射──限界突破戦技《超放射爆砕マキシマイズ・ヴアーミリオン》！

　轟ごう音おんと同時に眩まばゆい光が炸さく裂れつして、前方のドラゴンの大群を瞬またたく間まに一いつ掃そうする。

　真横や後方にいたドラゴンが怯おびえて身を翻ひるがえし、ルティシアから距きよ離りを取ろうとするが、右に左に、片かたっ端ぱしから放射を浴びせて殲せん滅めつしていく。

　だが。

「グルォォオン……」

　ルティシアは愕がく然ぜんと目を見開く。──本命のティアマトーは全くの無傷だった。

「奴やつのＤバリアは貫かん通つうできなかったか……」

　直後にＤ‐ｚ精霊素変換機関エレメンタル・シンギユラリテイ・リアクターがフリーズして、《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が機能停止した。全ての力を使い果たし、その場に両りよう膝ひざをついたルティシアめがけて大量のドラゴンが群がっていく。

「……うああああ！」

　装甲に嚙かみ付かれ、引き剝はがされた。大切な《戦術竜装タクテイクスヴアラー》が無む惨ざんに破壊されていく。

　ルティシアは肢し体たいを必死に振って抵てい抗こうするが、火に油を注ぐようなものだ。活いきのいい獲物ほど食い甲が斐いがあるとばかりに、ドラゴンたちの攻こう撃げき性は更に高まる。

　──ブチッ！

「きゃああああーっ！」

　竜尾ドラゴンウオーテールを嚙みちぎられて、頭部のツノを容よう赦しやなくへし折られて──

　裸はだか同然の無力な姿にされたルティシアのもとに、地じ響ひびきを立ててティアマトーが近づいて来る。他のドラゴンたちは、王者に生いけ贄にえを譲ゆずるように後方へ下がった。

　ティアマトーがばっくり開いた顎あぎ門とから、粘ねん着ちやく性の長大な舌をカメレオンのように射出して、半失神状態のルティシアを捕ほ獲かくする。

　無力化されたルティシアは空中に高く持ち上げられて、顎門に運ばれていった。

「──つ、強く、なって……」

　譫うわ言ごとのようにルティシアは呟つぶやいていた。

「王国の……みんなに……」

（──笑顔を取り戻したかった──）

　無念さで、眦まなじりから涙なみだを零こぼすルティシアをティアマトーが口内に取り込む──

　──寸前、高密度の異能攻撃が物もの凄すごい速度で飛来した。

「グルッ──!?」

　長い舌に命中！　それでも舌は無傷だが、衝しよう撃げきでティアマトーは獲物を落とす。

　地上に頭から垂直落下するルティシア──

　その華きや奢しやな身体からだが空中でさっと浮うかび上がった。

　巨きよ大だいな安あん堵ど感かんに包まれる感覚──気づけばクロトがルティシアを抱えて跳躍している。

「頑がん張ばったな、ルティシア」

「……っ」

「街を守るために一人でも戦った、お前の精神の強さと気高さを俺は認めるよ」

　驚きよう愕がくと歓かん喜きで言葉が出ない。ルティシアは無言でクロトの胸に強くしがみつく。

　そして──助けに来たのはクロトだけではなかった。

「よかった！　間に合ったのです！」

　ファムが声を張り上げると、他の者も威い勢せいよくそれに続いた。

「安心して、ルティシア！　後はわたしたちが何とかするわ！」

《戦術竜装タクテイクスヴアラー》──〈花散竜カサンドラ〉を纏まとったシャロンが大剣を振り上げると、その横では、

「君は勇ゆう敢かんだった。小隊のメンバーとして誇ほこらしい」

　と、アクアブルーの魔ま法ほう水すい圧あつ刃じん《蒼あおノ剣けん》を構えたユーリが告げて、

「生徒会長としても誇りに思う。君の受けた借りは、このわたしが返そう」

　と、制服姿のヴィナス・クロフォードが腕うで組ぐみをして不ふ遜そんにティアマトーを睨む。

　地面に着地したクロトは制服の上着を脱ぬぐと、ルティシアの身体にかけて覆おおった。

「後は俺たちに任せろ」

　嬉うれしさで、こくこくと何度も頷うなずくルティシア。

「俺を本気で怒おこらせたあのドラゴンには──相応の報いを受けてもらう！」

　そしてクロトは異能《ザラストラ》を使い、黒い装甲服姿へ瞬時に変わった。
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「ルティシアを傷付けた恨うらみ──たっぷり晴らさせてもらうわよ！」

　シャロンの気合の声と共に戦いが始まった。

　禿はげ鷹たかさながら上空から一斉に襲おそいかかる大量の〈飛ひ竜りゆう〉を、シャロンは《魔砲大剣ブレードナパーム》で次々と斬きり払はらう──というより、むしろ剣で殴なぐるようにして無理やり叩たたき落としていく。

　その近くではユーリとヴィナスが一いつ瞬しゆん視線を交こう錯さくさせて、

「ヴィナス……今だけは休戦だ」

「いいだろう」

　ヴィナスは不敵に頷くと、真っ赤な長ちよう髪はつをばさりと搔かき上げて右手を高く掲げた。

「──雷らい戦せん殻かく《サンダードラゴン》！」

　突とつ如じよ、上空に生じた召しよう喚かん力場から紅ぐ蓮れんの稲妻がヴィナスに降り、放射状に光が弾はじける。

　眩い光熱が収まると──

　帯電して真っ赤に光り輝く、異様な《戦術竜装タクテイクスヴアラー》に身を包んだヴィナスがいた。

　ユーリが低い声で呟く。

「……相変わらず利便性が高いな、お前の〈マクロ〉は」

「時間を支配する者は全てを支配する。──まずは雑魚ざこ竜を殲滅しよう」

　ヴィナスが槍やり型の武装を構えて、地上を這はう長い〈蛇竜〉の大群に向けた。槍を突つき出すと同時に、鋭するどく尖とがった先せん端たんから枝分かれする激げき烈れつな電流が[image: 迸]ほとばしる。

　それは美しくなびくヴィナスの長髪と同じ色の、クリムゾンの稲いな妻ずま──

「──《赤雷の散弾槍ビルスキルニル》！」

　回かい避ひ不能の軌き道どうを描えがく真っ赤な放電を浴び、〈蛇竜〉は動きを止めた。竜のバリアが熱で融ゆう解かいし、そのまま次々と黒くろ焦こげになって炭化する。その後、爆ばく裂れつして粉こな微み塵じんとなった。

　あまりにも圧あつ倒とう的てきな攻撃力に、傍ぼう観かんしていたファムが感かん嘆たんの声を洩もらす。

「せ、生徒会長さん、凄すごいのです……！」

「そうだね。──でも危ないよ、ファム」

「え？」

　直後、横の斜しや面めんで様子を窺うかがっていた小型の〈猛竜〉がファムに飛びかかってきた。

　鋭い爪つめの生えた前足を、猛もう然ぜんと少女の頭上に振り下ろす──

　が、瞬しゆん時じにユーリが竦すくみ上がるファムの前に飛び込んで《蒼ノ剣》を振るった。

　ギィンと金属的な衝しよう突とつ音が響ひびいて小型の〈猛竜〉の爪が弾はじかれる。

　しかし──

「ユ、ユーリ……ッ！」

　ユーリの腕うでから赤い血が流れているのを見て、ファムは口元を押さえた。

　弾ききれなかったドラゴンの爪が僅わずかにユーリの腕に届き、浅く肉を掠かすったらしい。

「──下級とはいえ、流石さすがはドラゴンだよ……このボクに血を流させるとは」

　と、不意に品のいいユーリの貴公子然とした顔が、別人のような殺気を帯びた。

　押し殺したような声で詠えい唱しようする──《呼集法サイフオン》、《支配法コントラクト》、《使役法ハンドル》。

　と、剣を持っていない方のユーリの手に、血の雫しずくが集積し始めた。

　まるで誘ゆう蛾が灯とうに群がる真っ赤な蛾がのようだ。鮮せん血けつは水の精霊素と混じり合い、硬こう質しつ化して、瞬く間に煌きらめく緋ひ色いろの剣を形成する。

「《緋ひノ剣》、《蒼ノ剣》──二刀流！」

　言下に双剣状態のユーリは、疾しつ風ぷうさながら〈猛もう竜りゆう〉に突とつ撃げきして、赤と青が十字に交差する斬撃を放った。超ちよう高こう速そくのアクアブルーとクリムゾンレッドの真空波が渦うず巻まき、ドラゴンの顔面に十字傷が刻まれる。

「──ギイイィッ!?」

　小型の〈猛竜〉は後方に逃にげた。ユーリは返り血を浴びた凄みのある微び笑しようを浮かべて、

「──ボクを怒らせるからこういうことになるのさ」

「な、生身でドラゴンに傷を負わせるなんて……ユーリも凄いのです！」







　仲間たちが低位のドラゴンと交戦する様を見ながら、そちらは任せていいとクロトは判断した。

《八大竜エンシエント》──《大壊層》ティアマトー。ボスのこいつを倒たおせば事態は全て片付く。

「遊ぶ気分でもない。さっさと終わらせるぞ」

　攻型『剣』タイプ・ブレード×黒Ⅶブラツクセプタ──《暗黒剣ダークネス》。

　超強化を施ほどこしたブラックダイヤの巨きよ大だい魔ま力りよく剣けんを生成し、クロトは跳ちよう躍やくして斬撃を放つ。

　──ガギンッ！

　耳障りな金属音。長い首を切断して絶命させるつもりだったが、竜特有のバリアと魔ま力りよく鉱石を鏤ちりばめた異形の鱗うろこに阻はばまれて、黒刃は肉体組織まで届かなかった。

「ならば──黒Ⅷブラツク・オクタル！」

　クロトは暗黒の大剣を更さらに巨大化させると、自由落下しながら連続斬撃を浴びせる。

　一いち撃げき、二撃、四撃、八撃、十六撃──！

　ティアマトーの首筋や足の付け根など、僅かな鱗の継つぎ目めに無理やり剣けん刃じんを差し込もうと試みるが、一番外側の鱗の下には更に硬質の層があるらしく、体組織まで達しない。

（何て硬こう度どだ──Ⅷまで強化をかけても通じないとは！）

　と、驚愕するクロトの頭上から、ティアマトーが猛然と嚙み付きを仕し掛かけてくる。

「──っ！」

　クロトは《ザラストラ》で速度を強化して回避。空中に数人の残像を置いて地上に下り立った。

　敵の敏びん捷しよう性は想定範はん囲い内だが──防ぼう御ぎよ力は凄すさまじい。

「……地球上の武器では通用しないのか？」

　もっと多くの異能を吸収しておくべきだったかと微かすかに考える。現状、直接攻撃系の異能ではメタリアから吸収した《暗黒剣ダークネス》が使いやすさの面で最も優れていた。

「グルルォォオン！」

　──と、突とつ然ぜんの轟音！　今度はティアマトーが巨大な爪を振ふり下ろしてくる。

　クロトは回避機動をとりつつ、その前足に飛び乗ると冷れい徹てつに敵の状態を分ぶん析せきして、

「そうか……。一つ防御の手て薄うすそうな場所がある──」

　言下にクロトはティアマトーの前足を駆かけ上がった。体表の突とつ起きの各所にジグザグに飛び移りながら、電光のごとく頭部に高速接近して、

「ここなら──どうだ！」

　ティアマトーの両目の間に張りつく寄生体──ヴェーデンドレヒが森に放ったという小型竜りゆうめがけてクロトは漆しつ黒こくの斬ざん閃せんを発射した。

　黒剣の衝しよう撃げき波はが、瘤こぶのように貼はり付いた小型ドラゴンを真っ二つに断ち割る。

　寄生体は絶命した。ティアマトーの頭部から、どす黒い血が勢いよく噴ふん出しゆつして──

　だが地じ獄ごくはそこから始まる。




　　　　◇　◇　◇




　──頭部の鈍どん痛つうでティアマトーは我に返った。

　霞かすみがかかったように思考が途と切ぎれている。何か長い悪夢でも見ていたようだ。

　と、いつの間にか自分が〈腐界〉の外に出ていることにティアマトーは驚おどろく。経けい緯いは不明だが、自分はどうやら眼前の人間と交戦中らしい。

　──人間？

　否。両目を凝こらして、それは違ちがうとティアマトーは判断を訂てい正せいする。

　暗黒の大剣を構えたこの者は、人間よりもっと異質なもの。言うなれば──

　一種の〈現象〉だ。

　現象の奥に潜ひそむものが本体で、しかもその存在はなぜか顕けん現げんする気がないらしい。

　あくまでも《超ちよう空間》という現象の奥から、遠えん隔かく的にこちらを打破する気なのか。

　──侮ぶ辱じよくされていると感じた。

　よかろう、とティアマトーは考える。敵がその腹積もりなら容よう赦しやしない。

　なぜこの場にいるのか、なぜ戦うのか？　それらは全て些さ細さいなこと。気に食わない有う象ぞう無む象ぞうは全て破は壊かいし、貪むさぼり食い、蹴け散ちらして、根こそぎこの世から消しよう滅めつさせればいい──

　絶対者たる《八大竜エンシエント》にはそれが許される。

　自分はドラゴン──この世界の神の一柱なのだから。




　　　　◆　◆　◆




　グルルォォォォオン！

　突然、物もの凄すごい咆ほう吼こうと共にティアマトーの巨大な顎あぎ門とがクロトに襲いかかった。

「──何っ!?」

　クロトは寸前で躱かわすが、今のは間かん一いつ髪ぱつ。危うく左ひだり腕うでを持っていかれるところだった。

　最強異能士クロト以上の高速運動を行うのは、たとえ最強生物ドラゴンでも困難。しかもあの超巨きよ軀くでとなると、本来は不可能に近い。

　今までとは段だん違ちがいの敏捷性──

　と、その時ティアマトーの周囲の空間がヴォンと揺ゆらめくように歪ゆがんで、

「──っ！」

　またしても巨きよ軀くが一瞬でクロトの眼前に出現して、慄りつ然ぜんとさせられる。

　移動速度があまりにも速すぎた。否、これは──移動ではない。

（テレポート──異常な敏捷性の仕組みは転移か！）

　異様にマッシヴな巨きよ体たいも、攻こう撃げき対象との距きよ離りも無効化する、完全瞬しゆん間かん移動攻撃。ティアマトーは、転移とほぼ同時の爪そう撃げきをクロトの頭上から凄まじい速度で振り下ろす。

　寸前で躱すと、一瞬前までクロトがいた場所が深々と穿うがたれ、大地が鳴動し、舞まい上がった砂さ礫れきが雹ひようのようにばらばらと周辺に降り注いだ。

（──これが《八大竜エンシエント》の真の力か……！）

　頭部に寄生していた小型竜を倒したのが原因だろう。ほぼ別個体のようにティアマトーの動きが活性化している。つまり──これが本来の戦せん闘とう能力。

　あの寄生体はティアマトーの脳に働きかけて、本来の能力を抑よく制せいしていたのだ。

「──大だい丈じよう夫ぶ、クロトッ？」

「ボクも加勢するよ！」

　苦戦を察したのか、シャロンとユーリが目め敏ざとく駆け寄ってくる。

　ヴィナスは後方でルティシアとファムを守りつつ、〈飛ひ竜りゆう〉〈猛竜〉〈蛇じや竜りゆう〉の膨ぼう大だいな群れと単身戦っており、加勢する余よ裕ゆうがなさそうだ。

「さがってろ、シャロン、ユーリ！　こいつは普ふ通つうのドラゴンとは別物だ！」

「でも──」

　と、シャロンが言いかけた時、再びティアマトーの姿が瞬間的に搔かき消えた。

　直後、間近に膨大な質量が出現する気配があり、絹を裂さくような悲鳴が響く。

「……キャアアアァ──ッ！」

　ティアマトーがテレポートした際、偶ぐう然ぜんシャロンの〈花散竜カサンドラ〉を掠ったのだった。

　超ちよう至し近きん距きよ離りでそれを受けた彼女は、物凄い勢いで吹ふき飛とばされて、樹木を何本も滅め茶ちや苦く茶ちやに薙なぎ倒し、鉄てつ柵さくに背中から激げき突とつ。柔やわらかな飴あめのように柵がぐにゃりと曲がり、

「──かはっ！」

　口から吐と血けつして失神するシャロン。

　もし〈花散竜カサンドラ〉を装備していなければ、身体からだが粉微塵に爆散していただろう。──たった一発、しかも掠っただけで、完かん膚ぷ無なきまでの戦闘不能状態に陥おちいっていた。

　クロトの《戦術竜装タクテイクスヴアラー》を使えば、低位のドラゴンには対たい抗こうできるが、《八大竜エンシエント》とでは、これほど圧あつ倒とう的てきな差があるのだ。

「──む!?」

　だがティアマトーの攻撃はそこからが本番だった。

　転移攻撃は余興にすぎなかったらしく、その場に留まったまま徐おもむろに顎門を開ける。

　喉のどの奥に見え隠かくれする筋肉細さい胞ぼうの変異体《発火器官》──そこに微び細さいな光の粒りゆう子しが集積し始め、血相を変えてユーリが叫さけんだ。

「まずい、クロト！　あいつ、ドラゴンブレスを──！」

　ティアマトーは失神中のシャロンに顎門をぴたりと向けていた。

「──させるか！」

　高密度に圧縮されたブレスエネルギーが口こう腔こうから発射される寸前、クロトは一いつ瞬しゆんでティアマトーとの距離を詰つめ、《暗黒剣ダークネス》で竜の下した顎あごを思いきり突つき上げた。

　クロトの剣撃で、ブレスの方向がシャロンから逸それて、中空に細い熱線が発射される。

　──キュインッ──

　熱線は虚こ空くうを剣のように切り裂き、遥はるか南西の方角に飛んでいった。

　と、それから一いつ拍ぱく置いて、凄まじい音おん響きようと衝しよう撃げきが大地を揺らす。

　──ズドォォォォオオン！

「な、何だっ……？」

　ユーリの顔色が蒼そう白はくになる。遥か遠い南西の地で、超ちよう弩ど級きゆうの爆ばく発はつが生じていた。

　空には縦に長く、先せん端たんが膨ぼう張ちようして横に広がった、異様な形状の積乱雲が形成される。

「──キノコ雲……だと？」

　呟つぶやくクロトの頰ほおを一筋の汗あせが伝った。




　──ヴァントワーヌの南西に、ゾルタウという緑豊かな街がある。

　薬効を持つ硫い黄おうを含ふくんだ温泉が湧わいており、療りよう養よう地として、あるいは観光地や避ひ暑しよ地として、多くの人々に愛される風ふう光こう明めい媚びな小都市だ。

　だが──その日ゾルタウは地図から消えた。

　否、正確には『この世から消滅した』という表現が適切。ティアマトーの放ったドラゴンブレスにより、小都市ゾルタウは一瞬にして灰かい燼じんに帰きしたのだった──




「──何て馬ば鹿かげた威い力りよくのブレスだ……」

　呻うめくように言うクロトの横で、ユーリがその場にがくっと両りよう膝ひざを突く。ドラゴンと人間の圧倒的な実力差を実感して、一種の心神喪そう失しつ状態に陥ってしまったのだろう。

　しかも──

　それでもまだ、ティアマトーは本気を出していないようだった。

　クロトの前でティアマトーは唐とう突とつにその場に屈かがむ。伸のばしていた首を縮めて岩石のように丸くなった。

　──と、外がい殻かくに鏤ちりばめられた宝石が爛らん々らんと発光を始めた。鱗うろこの狭はざ間まから漂ただよう邪じや悪あくな黒い揺らめきが、奇き妙みように勢いを増していく。

（──何だ？　新しい攻撃か……？）

　と、本能的な危機感を覚えたクロトの身体から、不意に探索触手プローブが数本出現。命令もなしに体内の《超空間》から出てくるなど異例の事態だ。

「どうした？」

「──マスター、危険デス！」

　探索触手プローブは早口で告げた。

「敵ハ《超ドラゴンブレス》ノ準備ヲシテイマス。緊きん急きゆう退たい避ひヲ推すい奨しようシマス！」

「──超ブレス？　お前たちが出てきたからには余程強力なブレスなのか？　さっきのブレスとは何が違う？」

「破壊力デス」

「威力は？」

「核かく攻こう撃げきニ匹ひつ敵てき」

　クロトは息を吞のんだ。探索触手プローブから分ぶん析せき情報を読み込むと、途と轍てつもないことが分かる。

　──ティアマトーの最強能力、超ブレス攻撃は《爆轟デトネーシヨン》の異名を持ち、顎門から発射するのではなく全身から放つ。

　鱗りん甲こう板ばんを一挙にパージして、それらの衝しよう突とつ反応が無上の極限爆発を発生させるのだ。

　鱗甲板に鏤められた球状器官は、一見宝石に似て美しいが、実は全て熱力学的爆発性物質。摂せつ氏し五千度を超こえる絶対熱を生成し、爆ばく心しん地ちの地形を完全に融ゆう解かいさせ、その状態で固形化させてガラスに変える。破壊力はＴＮＴ火薬二万トン分──核かく爆ばく発はつに匹敵。

　物理攻撃だから、当然《ザラストラ》では吸収できない。

「コノ大陸ハ壊かい滅めつシマス。退たい避ひヲ推奨！」

（……何てことだ──）

　クロトの頰を戦せん慄りつの汗が伝う。自分一人なら逃にげられるが、ルティシアや仲間が──

　クロトは異世界に来て初めての深刻な危機を感じた。

　爆ばく弾だんのように丸まったティアマトーの外殻の輝かがやきはいよいよ増していき、眩まばゆいばかりの白に変わる。そして──

「グオオオォッ！」

　咆吼と共に超ドラゴンブレス──《爆轟デトネーシヨン》が全方位に放射される！

（──一か八か、やるしかない！）

　クロトは超ブレスが発動する一瞬前に跳ちよう躍やくして、ティアマトーの頭上に移動すると、

「守型『球』タイプ・スフイア×白Ⅹホワイト・デイカプル──《ドラゴンバリア》！」

　ティアマトーの全身を《ザラストラ》の異能バリアですっぽりと包んだ。

「この領域内で爆発する分には……！」

　だが《爆轟デトネーシヨン》の破壊力はクロトの予想を超えていた。摂氏五千度の超ちよう高こう熱源体は一瞬で異能バリアに罅ひびを入れる。外に爆散しようとする絶対的な暴ぼう虐ぎやく熱風を押し留められない。

（駄だ目めだ──崩ほう壊かいする！）

　ならば、とクロトは異能バリアに収縮をかけた。内部に《爆轟デトネーシヨン》の破壊エネルギーをくるみ、外側の膜まくが異能の体裁を保っているうちに体内の《超空間》へと吸い込む。

　直後、クロトの中でバリアが破けた。体内で核爆発級の究極破壊が発生する。

「──ぐあああああぁっ！」

　人知を超こえた空前絶後の衝しよう撃げき！　外界にも僅わずかに余波が洩もれて、クロトの身体から凄すさまじい熱風が吹き荒あれる。

「……クロトォーッ！」

　背後でルティシアの悲鳴。──彼女が無事でよかったと思った瞬間、気が緩ゆるんだ。

　クロトはその場にゆっくり倒たおれて、意識は《ザラストラ》の中に垂直落下した。







　──《超空間》は滅茶苦茶な状態と化していた。

　滑なめらかだった黒い床ゆかは毛羽立ってハリネズミの背に似たテクスチャーとなり、武器庫サイロや他の施し設せつも蜘蛛くもの巣す状の罅だらけになっている。

　だが、それでも壊こわれないのは単純に凄すごい。

「……む？」

　ふと《超空間》の最も外側──[image: γ]ゾーンで異変を察知する。

　床に大の字になっていたクロトはむくりと身を起こして、そこに転移した。

　無限の高さを持つ封ふう印いん壁へきの向こう側から音が聞こえる。

　何かが唸うなっていた。獣けものが威い嚇かくする声のようでもあり、機械の駆く動どう音のようでもあり。

「──何なんだ……？」

　質問されたと認識したのか、いきなり床から探索触手プローブが生えてきて答えた。

「怒ッテイマス」

「攻撃されたせいか……。何だか知らないが、外に出せないのか？」

「無理デス。マスターガ記き憶おくヲ取リ戻サナイ限リ」

　クロトが無言で封印壁に触ふれると、竜りゆうの頭部に似た刻印が掌てのひらを中心に浮うかび上がった。

　今ではそれが何か分かる──ルティシアの身体に刻まれていた《竜りゆう刻印》だ。

「──つまり、この壁かべの先にいるのはドラゴン……なんだな？」

　探索触手プローブは答えない。おそらく回答する権限がないのだろう。

　と、不意に《超空間》の床が地じ震しんのように縦に揺ゆれた。

　封印壁に一条のスリットが生じ、暗黒の空から静かに大おお粒つぶの雨が降り始める。

「雨……？」

　クロトは困こん惑わくしながら、封印壁が少しずつ横に開いていくのを眺ながめて、

「……何だ？　何が起きてる？」

「誰だれカガ封ふう印いんヲ解除シヨウトシテイマス」

「封印解除？　馬鹿な。この世界の外は時間が止まっているはず……──まさか！」

　とある可能性に思い当たり、クロトは《超空間》から瞬しゆん時じに外界へ浮ふ上じようした。







　と──現実の世界ではクロトの身体は死んでいる。

　息をしておらず、心臓も止まっているのだから、そう表現するしかないが──

　──それを認めない少女がいた。

「起きろ！　起きてくれ、クロトッ！」

　倒れたクロトの半身を起こし、ルティシアが抱だきついて幾いく度ども必死に唇くちびるを重ねる。

　感情の高ぶりのせいか、腹部の《竜刻印》が眩まぶしく輝いていた。──どうやらその力がクロトの体内に流れ込み、封印壁に作用していたらしい。

「頼たのむ！　お願いだ、クロト！　目を覚ましてぇ……！」

　口づけしながらルティシアは真しん珠じゆのような涙なみだを溢あふれさせ、クロトの頰に落としていた。

（これが──雨の正体……。肉体が稼か働どうしていないから、時間停止が働かなかったのか）

　唇を包む柔やわらかな感かん触しよくを味わいつつ、クロトがそっとルティシアの腕うでに触れると、

「──ん！」

　途と端たん、ルティシアは仰ぎよう天てんしたように大きく目を瞠みはった。

「ク、クロト……！　息を吹ふき返したのかっ！」

「ああ、お前のおかげだ」

　覚かく醒せいしたと同時に再び心臓が力強く動き出した。

「──よかったぁ……！」

　心底嬉うれしそうに涙を拭ぬぐうルティシア。泣き笑いしながらクロトに抱きつくが、起き上がったシャロンやユーリが駆かけてくるのを見て、慌あわてて距きよ離りを取る。

「……い、言っておくが、今のは人工呼吸だからな。それ以外の意味はないぞ」

「分かっているよ」

　クロトは立ち上がるとルティシアの前に出た。

　ティアマトーは最も外側の鱗甲板を失い、一回り小さくなっていたが、戦意は微み塵じんも衰おとろえていない。再び先程の核かく兵へい器き級ブレスを撃うつ気らしく、身体からだを強固に丸める。

　──もう一発撃たれたら世界は終わりだ。撃たせるわけには絶対いかない。

「ルティシア、みんなを連れてここから逃げてくれ！」

　辺りを素早く見回してクロトは告げた。

「クロト……？」

　怪け訝げんな顔のルティシアにクロトは手短に説明する。

「これから奴やつを倒す武器を使う……。だが──今回初めて使うものだから、俺にもどうなるか分からないんだ」

　──クロトとルティシアは互たがいの瞳ひとみを無言で見つめた。

　いつもは気の強そうなルティシアの両目が潤うるんで光り、心配そうに何かを訴うつたえている。

　だが、それでいて何かを期待しているような信しん頼らい感かんと高こう揚よう感かんにも満みち溢れている。

　言葉にしないからこそ伝わるものがあり──

　そして二人の間に熱く強固な何かが通い合った。

「──分かった」

　ルティシアはこくっと頷うなずいた。

「わたしは信じてるからな──お前がドラゴンより強いって。最強だって！」

「ああ」

　クロトが力強く頷くと、ルティシアははにかんだように赤面して微笑ほほえみ、それから声を張り上げてシャロンやファムたちに呼びかけた。

「みんな、今すぐここを離はなれるぞ！　クロトの邪じや魔まをしないようにするんだ──」

　──少女たちの声が遠ざかっていくに連れて、クロトの体内の《超空間》から不ふ透とう明めいのスモークが溢れ出す。辺りは厚い煙けむりの膜に覆おおわれて、外からは何も見えなくなった。

　クロトの装そう甲こう服の背面からは、何本も長いチューブが伸びてスモークの奥に繫つながっている。厚い煙で覆われて不可視のその奥に、クロトの真の〈本体〉がある。

「──そろそろ本気を出させてもらうぞ」

　ルティシアが封印を解いたことで、今のクロトは一時的に記憶が戻もどっていた。

　クロトの体内の封印壁の奥に棲すんでいたのはドラゴン──

　ただし──正確には只ただのドラゴンではない。

《竜装ヴアラー》だ。

　古代から存在する唯ゆい一いつ無む二にの完全オリジナル《竜装ヴアラー》であり、同時にドラゴンでもある。兵器であり、生命であり、どちらでもあるが、どちらでもない。

　──黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉。

　代謝・自己複製機能を持つ細さい胞ぼうを独力で生成する機能を持つ、無機物戦せん闘とう兵器だ。

　端たん的てきに言うなら──生物細胞を作り出せる究極の万能殺さつ戮りく機械。

　外宇宙から飛来したその存在と、今のクロトの魂たましいは一体化しているのだった。

　そこには複数の要因があり、システムにも《アールマティ》《クリムゾンブリンガー》などの機能が欠けているが──

「──ティアマトー、お前を倒すのには何の問題もない」

　言下にクロトの目の色が凍こおりつくようなアイスブルーに変わり、発光を始めた。瞳の奥から何かが染み出るように虹こう彩さいの形状が変異して、竜の頭に似た紋もん様ようとなる。

　そしてクロトは分厚いスモークの中から、細く異様に長大な砲ほう門もんを引きずり出した。

　背せ丈たけを遥はるかに超えるその砲門を振ふり回すように構えた直後、クロトの黒い装甲服を貫かん通つうして、背中からバインダー型の巨きよ大だいな翼つばさが放射状に複数飛び出してくる。

　否、それは翼ではなく──

　ザラストラ内に収納されていた左右六対──合計十二枚の細長い可変型反応板だ。

　大気中に遍へん在ざいする分子機械を取り込み、高圧縮万能破は壊かい粒りゆう子し──ブラッドエネルギーに変へん換かんする機構。また、その過程で生じた不純物質を排はい出しゆつする浄じよう化か放熱板の役割も果たす。

　クロトは十二枚の反応板で生成したブラッドエネルギーを砲門に送り込みながら、

「──誤射すれば地球を粉々にしてしまう……。少しパワーを抑おさえるか」

　四割ほど充じゆう塡てんした時点でエネルギーをカットした。そして──

「ザラストラ──《神爪アースメギン》！」

　突とつ然ぜんクロトの靴くつのソールから、竜の爪に似た突とつ起き物が飛び出して地面に突つき刺ささる。発射時の反動を軽減するこの支持装置があれば、比ひ較かく的てき安全に撃てるだろう──

　クロトは竜型の瞳の照準をティアマトーに定めて、セーフティを解除した。

　超高温超高圧のブラッドエネルギーの直ちよく撃げきを受ければ、全物質、全存在、神も悪あく魔まも、あらゆる事物事象が一いつ瞬しゆんで無に帰る。

　竜巧武装エーデルヴアツフエ──対竜長距離掃討殲滅砲ドラゴニツク・ヴアンダライズ・フルイレイザー。

「──グ、グルオオォンッ！」

　本能で危機を覚えたのか、突然ティアマトーがテレポート攻こう撃げきを仕し掛かけてきた！

　が、クロトは転移にカウンターを合わせるという凄まじい神業を見せ、超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほうを槍やりのように敵の口中へ突っ込む。そのまま山のような超巨きよ軀くを持ち上げて串くし刺ざしにした。

「この角度なら地球を壊す心配はない。思いきり撃たせてもらうぞ──！」

　そしてクロトはチャージしたブラッドエネルギーを全解放して、

「──行け！」

　最大最強の万能破は壊かい砲ほう撃げきを敵の口こう腔こう内で、容よう赦しやなく一いつ斉せい放射した。

「うおおおおおっ!!」

　全てが白く塗ぬり潰つぶされる。断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようも聞こえない。究極の光の奔ほん流りゆうがティアマトーの巨きよ体たいを一瞬で爆散破壊し、あらゆる痕こん跡せきを蒸発させてこの世から完全に消し去った。

　砲ほう撃げきのあまりの威い力りよくで次元が歪ゆがみ、空は極ごく彩さい色しきのマーブル模様に彩いろどられるが──

　スモークが消える頃ころには震しん動どうも収まり、やがて森には再び元の静けさが戻ってきた。
















　エピローグ







　こうして戦いは幕を閉じた。

《八大竜エンシエント》の一角ティアマトーは消しよう滅めつしたが、クロトの封ふう印いんが解けたのは一時的なもので、戦せん闘とう終しゆう了りよう時には再び以前と同じ状態に戻っていた。

　ヴァントワーヌの街を襲おそった〈飛ひ竜りゆう〉の群れは、学院の竜装騎士ヴアラードラグーンたちの活かつ躍やくで全て倒たおされて、市民の被ひ害がいは最小限に留められた。

　竜装学院の名声は更さらに高まり、生徒たちは更なる鍛たん錬れんに励はげんでいるという。




　　　　◆　◆　◆




「ん……これ美味おいしい！　ルティシア、もう一いつ杯ぱいちょうだい」

「いいぞ。遠えん慮りよしないでどんどん飲んでくれ」

　翌日の放課後──クロトたちが暮らす寮りようの食堂にいつもの小隊メンバーが集まり、ドラゴン撃げき退たいの祝勝会を行っていた。

　祝勝会ならびに引ひつ越こし祝いだ。シャロンとユーリが小隊の結束を固めるため、この寮に移ってきたのである。二階に空き部屋が多々あったから、とんとん拍びよう子しに話は進み、ファムも含ふくめて五人で暮らすことになった。

　今、食堂のテーブルの上には人数分の紅茶、焼やき菓が子し、ケーキ、フルーツなどが所ところ狭せましと並べられている。

　──昨日は色々あったが、全員無事だったことを今はシンプルに喜びたい。

　シャロンはいつも通り明るく元気で、隣となりのユーリも穏おだやかに微笑んでいる。

　昨日はすれ違ちがって喧けん嘩かしたルティシアとファムは、すっかり仲直りして並んで座り、美味しそうにケーキをつついていた。

　破は壊かいされたルティシアの〈スカラバード・レーヴァ〉はクロトが既すでに修復済みだ。

　とある追加武装を仕込んでおいたから、次に使う時は驚おどろき、そして喜ぶだろう。

　クロトは自分の分の紅茶を飲み干して、

「ところでルティシア、お前の愛読書──《竜の女神メーデンドラツヘ》の聖典って今どこにある？」

「わたしの寝しん室しつのベッドの上だが……。どうしたんだ急に？」

「いや、少し興味が湧わいたんだ。借りてもいいか？」

「もちろん！　あれは読むと非常に勉強になる。いつでも持っていって読んでくれ」

「サンキュ」

　クロトは席を立つとルティシアの寝室に向かった。

　ドアを開けると、女性特有の甘い匂においが仄ほのかに漂ただよっている。部屋は綺き麗れいに片付いていてルティシアの几き帳ちよう面めんな性格が窺うかがえた。

「ん……これか」

　枕まくら元もとに置かれていた聖典を手に取ると、クロトは《ザラストラ》の中にダイブした。

　真っ黒な《超ちよう空間》の中を、聖典を抱かかえて歩きながらクロトは考える。

（体内に封印された《竜装ヴアラー》──黒竜機〈ブラッドプレーン・ザラストラ〉が俺の異能の源だということは判明した。だが、まだ謎なぞは一つ解けただけだ──）

　なぜ自分の中に《竜装ヴアラー》が封印されたのか？

　自分が異世界に来たことと関係があるのか？　ファムとの関係は？

　ルティシアが《竜の女神メーデンドラツヘ》の再来だとしたら──この世界に何が起きつつあるのか？

（全ての記き憶おくを取り戻す必要がある……。そのためにはまず──）

　やがてクロトは第四武器庫サイロの前に辿たどり着ついた。扉とびらには奇き妙みような数字の羅ら列れつ──暗号でロックがかけられている。

『１２４・２３・３４、７８・１２・３、３８９・２６・１５……』

　クロトは聖典を開いて解読を始める。







　きっかけは今日、学院の廊ろう下かで生徒会長のヴィナスと立ち話をしたことだった。

　昨日のドラゴン襲しゆう撃げきの件をひとしきり話題にした後、クロトはふと彼女には例の質問をしていないことを思い出した。

「なあ……例えば暗号解読で、数字三セットの組み合わせというと何を連想する？」

「本」

「──何だって？」

「っと、すまない。これは少し特とく殊しゆな事情か。わたしはルシャス様の魔ま法ほう書の編へん纂さんを手伝っているのだが、その作業中、よくその指定法を使うものでな──」

　ヴィナス曰いわく、ルシャスは書物の内容を一字一句正確に記憶しており、誤字があったのを思い出すと、例えばこのように訂てい正せい指示を出すという。

　──「４３・１４・５を『あ』に変えておいてくれんか？」

　それは43ページの14行目の５文字目を意味するとのことだった。







　そして《超空間》──第四武器庫サイロの前のクロトはヴィナスから教わった方法で、扉の数字と聖典の文字を照らし合わせていく。

（この世界で最も普ふ及きゆうしている本は、聖典だとルティシアが言っていた）

　だとすれば──これが暗号解読の鍵かぎである可能性は高い。

『１２４・２３・３４、７８・１２・３、３８９・２６・１５、２１９・９・３９、５１・４・１７、１１７・２０・１８、３・３２・１５、２６５・２８・１７、３７・１９・３６、２３１・１２・２９、１２４・１６・４０……』

「つまり最初は、１２４ページの23行目の34文字目……。聖典の文字は『カ』か。その次は──」

　全部で十四個の数字のセットを聖典に当てはめると、次のような文章が完成した。

　──『カ　ナ　ン　ヲ　滅　シ　神　ノ　火　ヲ　取　リ　戻　セ』

　何のことか分からない。首を傾かしげつつ、クロトはそれを声に出して読む。

「カナンを滅めつし、神の火を取り戻もどせ……？」

　──と、その瞬しゆん間かん、音声認識で第四武器庫サイロの扉が自動的に開き、それと同時にクロトの頭に新たな記憶の欠片かけらが奔流のように流れ込んできた。

（──そういうことだったのか……）

　なぜ忘れていたのだろう。この暗号はかつて自分が作成したものだった。

　最も身近な存在──ルティシアの愛読書だからこそ、暗号解読鍵に使ったのだ。

（思い出した。俺がこの世界に来たのは偶ぐう然ぜんじゃない。つまるところこの異世界は──）

　次々と蘇よみがえる情報の洪こう水ずいの中で、ふとクロトは元いた世界のことを想起する。

　そう、それは高校入学式の帰り道だった。前方を歩く少女の背中を見ながら、クロトはぼんやりこう考えていた。

　和風で珍めずらしい苗みよう字じだったはず。何という名前だっけ──と。

「思い出したぞ。蒼そう月げつだ……。蒼月華か南なん」

　今いま頃ごろそんなことを思い出しても仕方ないのだが──

　嬉うれしいような切ないような独特の郷きよう愁しゆうを味わい、クロトは少しだけ微笑ほほえむのだった。




　　　　◆　◆　◆




　ダーナ王国、王都スーヴェラン上空──

　王城が遥はるか下に見える高度を、偏へん平ぺいな体たい軀くを持つエイに似たドラゴンが飛んでいる。

　その背の上に立っているのはダーナ王弟派の預言師、ゼラ・ヴェーデンドレヒ。

　彼は特殊な理由により、〈ある種の〉ドラゴンを使役することができる。

「カミノメ・クロト。まさか奴やつにティアマトーを潰つぶされるとは──」

　だが実験そのものは成功した。次は更に強い個体を更なる強度で操作できるだろう。

「新たな不確定要素も飛び込んできたことだしな──」

　静かに呟つぶやいて、ヴェーデンドレヒは遠くを見やる。

　その方向──視線の遥か彼方かなたには、天を貫つらぬくような黄金色の光の柱が屹きつ立りつしていた。

　太い柱の根元には一人の少女が立ち、周辺を見回して茫ぼう然ぜんと呟いている。

「こ、ここは……どこ？」

　制服姿で、右手に火か焰えんで覆おおわれた長大な刀《クリムゾンブリンガー》を握にぎり締しめた彼女の名は──蒼月華南。

　たった今この〈異世界〉に召しよう喚かんされたばかりだった──







　あとがき







　皆みな様さまこんにちは、山やま田だ有ゆうです。この度は拙せつ作さく『異世界無む双そうの戦術竜騎士ヴアラードラグーン』をお手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　今作は初めて異世界ファンタジーに挑ちよう戦せんしました。

　剣けんと魔ま法ほうとドラゴンと、この世界特有の技術で造られた武装の要素があり、様々な人物が様々な方法でバトルを繰くり広げます。書いていて非常に楽しかったので、それが少しでも読者の皆様に伝わっていましたら心から幸いに思います。

　さて、この物語にはクロトとルティシアという、二人の主要人物が出てきます。

（視点人物が男性の場合は、シーン開始の約物が◆◆◆。女性の場合は◇◇◇にしています）

　主人公のクロトは設定上、この世界で最も強力な存在なので、単純な戦せん闘とう能力で彼を超こえる人物は今後も出てきません。

　なので、クロトの目的は自分を知ることであり、己の過去と内面の謎なぞ解ときです。

　ルティシアの方は物語のヒロインでありつつ、もう一人の主人公でもあります。

　彼女の目的は強くなることなので、そのために全力で頑がん張ばるキャラクター──個人的にそういう人が好きなのです。この物語には全体を通して、ルティシアの成長譚たん的な一面も持たせたいと考えています。

　今後どんな方向に転がるにせよ、面白くなるよう精せい一いつ杯ぱい努力しますので、皆様どうぞよろしくお願い致いたします。

　以下より謝辞になります。

　いつも冷静な助言をくれる担当様、ありがとうございます。私が思いもよらない意外な発想を多々提示して頂き、助かりました。今後もご助力お願いします。

　ご多た忙ぼうの中、素晴らしいイラストを描かいてくださったにんげん様、感謝します。機会があればまた一いつ緒しよにご飯を食べたいですね。ありがとうございました。

　そして、ここまでお付き合いしてくださった読者の皆様、心からお礼申し上げます。

　自分にとっては書いたものを読んでもらえることが、皆様との最良の交流手段だと思っています。最後まで本当にありがとうございました。

　それではまたお会いしましょう。





山田有
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